















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』の発売から、ちょうど一年が経たちました。

　本書『セカンドウィンド』シリーズをはじめとした新しん規きのリプレイが刊かん行こうされ、既き存ぞんのリプレイシリーズもすべて『２Ｅ』対たい応おうとなりました。データや設せつ定ていなどを拡かく張ちようする本（サプリメント、ソースブックなどと呼よばれます）も続々と発売となり、この本が発売される前月にも『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』が登場しています（上級クラスのさらに上位となる運命クラスが追加されています。そのほかにも、内ない容ようもりだくさん！）。まさにあっという間の一年でした。これも、『アリアンロッド』シリーズを応おう援えんしてくださるみなさまのおかげです。あらためて、感かん謝しやを！

　とゆーわけで、本シリーズの執しつ筆ぴつとＧＭを担たん当とうしているファーイースト・アミューズメント・リサーチ（以下、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の久保田悠羅くぼた・ゆうらです。よろしくお願いします。

　おかげさまをもちまして、この『セカンドウィンド』シリーズも五巻かんとなりました。そして、本書でめでたく最終回を迎むかえます。

　ルード、フィンニー、ジェイス、バニィの四人のＰＣも、リプレイが始まった頃ころに比くらべると格かく段だんに強くなりました。

　ひよっこ冒ぼう険けん者しやだった彼かれらは成長と共に大きな事じ件けんに関わるようになり、キャラクターレベルはついに５です。また、セッション中に彼らの過か去こや設定などもシナリオに反はん映えいされ、物語もどんどん加速していきました。

　そして今巻では、三本の魔ま剣けんを巡めぐる物語についに決着がつきます。

　さらわれたレティシア王女はどうなるのか？　フォースタスを倒たおすことができるのか？　そしてレーナは？　彼ら四人の冒険がどのような結末を迎むかえるのか、みなさまの目で確たしかめてください！




　さて、『セカンドウィンド』シリーズといえばもうひとつ。

　本シリーズの後こう継けいとなる新たなリプレイシリーズのスタートがすでに決まっていることは、四巻のあとがきに書いたとおりです。

　では、それがどんな内容なのかというと────おっと、ここから先はまだ秘ひ密みつ。あとがきでの発表までお待ちください（笑）。




　それでは、まえがきはこの辺で終わりにして、本ほん編ぺんに移うつりましょう。

『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド⑤　夢ゆめと未来と冒険者』の始まり、始まり[image: ][image: ]。







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　高名な騎き士しを父に持つ青年ルード・ヴェルフェは、生き別れになった妹を捜さがすために冒険者となった。彼は、魔ま術じゆつ士のフィンニー、神官のジェイス、錬れん金きん術じゆつ士のバニィらと共に冒険に挑いどみ、父が使っていた剣けんによく似にた魔剣──紅炎剣プロミネンスを手に入れる。

　そんなルードたちの前に現あらわれたのは、ルードの父の剣──蒼月剣ルーナマーレを持つフォースタスという男。彼の目的は、ルードの幼おさななじみであるレーナが持つ黒影剣エクリプスであった。ルードたちは、ひょんなことから知り合ったグランフェルデン王国のレティシア王女にレーナを預あずけるが、レーナ共々魔剣を巡めぐる事件に巻まき込こまれることになる。それらの事件を解かい決けつする中、フォースタスがルードの父セオドリクを殺害して蒼月剣ルーナマーレを奪うばったことが判はん明めいし、剣の力を使って彼が〝粛しゆく清せい〟を起こそうとしていることも分かった。

　そんな時、フォースタスが現われたという報しらせが入る。紅炎剣プロミネンスを携たずさえてフォースタスと対たい峙じするルード。だが、その力はフォースタスの傍かたわらに立つ少女によって無む効こう化かされてしまう。撤てつ退たいしたルードたちは、呪のろいのせいで紅炎剣プロミネンスが本来の力を発はつ揮きしていないことを知る。その呪いを解とくべく霊れい獣じゆうの試練を受けるルードたちは、見事に試練を突とつ破ぱすることに成功した。

　だがその時、王おう城じようではレティシア王女がレーナによって連れ去られていた……。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆ついに来た、来た、最終回！




　さて、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』の発売と共に始まったこの『セカンドウィンド』も、いよいよ最さい終しゆう巻かんを迎むかえる。

　物語はいよいよ佳か境きように向かって進み、紅炎剣プロミネンス、蒼月剣ルーナマーレ、黒影剣エクリプスの三本の魔剣の正体も判明した。一方、ルードの父親とフィンニーの父親との関係も明らかになり、フィンニーの心のしこりも和らいだと思ったのもつかの間、前巻のエンディングではレティシア王女がレーナにさらわれてしまう。しかも王女の胸むねからこぼれ出たのは、ルードの妹が持っているはずのメダル！　さらにバニィが古ふる巣すの第一三班はんから魔剣奪だつ取しゆの命令を受けたり、ジェイスはいまさらのように勝手な設定を赴おもむくままに垂たれ流ながしたりと、とても最終巻前とは思えぬ大だい展てん開かい！

　果たして、四人はフォースタスの野望を阻そ止しできるのか？

　そして、ルードは妹と巡めぐり合あうことができるのか？

　すべてはこのシナリオにかかっているのである！（と、自分にプレッシャー）




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：とゆーことで──『セカンドウィンド』、ついに最終回ですっ！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！




　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に男女の声が響ひびき渡わたる。これから起こることを期待するような、それでいて終わることを残念に思うような、さまざまな感かん情じようの入り交じった声だ。

　会議室にいるのはもちろん、『セカンドウィンド』シリーズのＧＭである私わたし、久保田悠羅と、セッションを共にしてきた四人のプレイヤーである。

　この場所で『セカンドウィンド』の第一話のセッションを行なったのが、ほぼ一年前のこと。それから四回のセッションを経へて、今日ついに最終回を迎えるのだ。長かったような、短かったような不思議な感じである。それはプレイヤーたちも同じだったろう。

　それでは、この『セカンドウィンド』に参加してきた、そして最後のセッションに挑いどむプレイヤーとＧＭを紹しよう介かいしておこう。




荻原秀樹おぎはら・ひでき（ルード・ヴェルフェ役）

　ティーズファクトリー所しよ属ぞくの声せい優ゆう。主な出しゆつ演えん作さくは『あの夏で待ってる』（石垣哲朗いしがき・てつろう役）、『らぶドル ～Lovely Idol～』（藤沢智弘ふじさわ・ともひろ役）、『俺おれたちに翼つばさはない』（森里和馬もりさと・かずま役）。そのほかにインターネットラジオのパーソナリティやトークライブなどでも大だい活かつ躍やく中！

『セカンドウィンド』では熱血青年の戦士ルード・ヴェルフェを担当している。

　ドライブ、登山、スロット、Ｆ１観戦など多た彩さいな趣しゆ味みを持っており、『セカンドウィンド』参加以降、ＴＲＰＧもそのひとつに加わったようである。それと共にダイス目に変化の兆きざしが見られるような気もするが、ここぞという時に平へい均きんの出目が出てしまうところは治らない。この愛すべき特徴に、〝ミスター平均〟の称号を差し上げます！（笑）




小暮英麻こぐれ・えま（フィンニー・ディーレ役）

『ナイトウィザード The ANIMATION』（アンゼロット、緋室灯ひむろ・あかりの二役）、ＯＶＡ『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など多彩な役を演えんじている女じよ性せい声優。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』のほか、数多くのリプレイにもプレイヤーとして参加しているベテランプレイヤー。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りするウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティでもお馴な染じみだろう。

『セカンドウィンド』では、騎き士しの家か系けいに生まれた魔術士フィンニー・ディーレを担当。

　シリーズスタート時は〝ツン〟の方の比ひ重じゆうが高かったが、〝ディーレ〟という姓せいが明らかになってからは〝デレ〟が見られるようになり、前巻の熾し烈れつを極めたヒロイン競争でついにトップに躍おどり出でた模も様よう。果たして、このまま逃にげ切きることができるかっ！




菊きく池ちたけし（ジェイス・ロウ役）

〝きくたけ〟の愛あい称しようで呼ばれているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の取とり締しまり役やく副社長。『アリアンロッド』シリーズのゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ、『シェローティアの空くう砦さい（エンターブレイン刊かん）』などのリプレイシリーズの著ちよ者しや＆ＧＭでもある。そして、前巻のあとがきで書いた新シリーズも始動する。乞こう、ご期待！

『セカンドウィンド』では、お金にうるさい神官ジェイス・ロウを担当。

　前巻ではルードやその妹ルディアを陰かげながら援えん助じよしていたといういい話をでっちあげ、一いつ所しよ懸けん命めいいい話に持っていこうとしてたが、過去の行ないのせいもあってか、ほかのプレイヤーからいっそう胡う散さん臭くさい目で見られていたような……。がんばれ、菊池たけし！




田中信二たなか・しんじ（〝マーチ〟バニィ役）

　かわいそうな田中──略りやくして〝かわたな〟と呼ばれているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。『アリアンロッド』関連では、『アリアンロッド・リプレイ・デスマーチ』シリーズのＧＭ兼けん執筆を担当している。エンターブレインのウェブサイト〝FBonline〟にて連載していた、『ナイトウィザード　The 2nd Edition（エンターブレイン刊）』のリプレイ『マリオネットの方ほう程てい式しき』が、このたび無事に最終回を迎えた。おめでとう[image: ][image: ]！

『セカンドウィンド』では錬金術士の〝マーチ〟バニィを担当している。

　かつてはかっこいいロールプレイをするプレイヤーとして知られていたが、最近はバニィのようなおかしなＰＣが目立つのは気のせいだろうか？




久保田悠羅（ＧＭ）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属するゲームデザイナー。総そう務む部ぶ兼開発部の部長でもあり、事じ務むや制せい作さくの進行管理なども行なっている。

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』発売以降、次々と刊行されるサプリメントなどの関係書しよ籍せきとリプレイ執筆を並へい行こうにこなす羽目になっていたが、予想どおりこの五巻でも『超上級ルールブック』の執筆と被かぶってしまった。なかなか楽はできないものである。とほほ……。

　とはいえ、『セカンドウィンド』もこれで最終回！　最後まで気を抜ぬかずにいきます！




　とゆー五人でお送りしていきます！




ＧＭ：さて、前回のシナリオは覚えていますか？

荻原：もちろんです！　ていうか、気になることばっかりですよ！（笑）

かわたな：いろんなイベントが立て続けに起こりましたからね。

きくたけ：イベント？

小暮：ルードさんが、いろんな女の子といちゃついてました！

荻原：そこかよっ！

かわたな：いえいえ、そういうのが重要なイベントなんですよ。

荻原：そ、そうなの？

小暮：そうです（きっぱり）。あとは──あ、ルードさんがフィンニーに叩たたかれてましたね。

荻原：やったのは英麻様じゃないですかっ！（一同笑）

小暮：違ちがいますよぉ。叩いたのはフィンニーです。




　一いつ緒しよである。




ＧＭ：まぁ、そういうイベントがあったのは否ひ定ていしませんけど、メインは剣の呪のろいを解といてもらうために、試練を受ける話ですから（笑）。

きくたけ：フォースタスを倒たおしにいったら、紅炎剣プロミネンスが無効化されたんだよな。

かわたな：フォースタスの隣となりにいた女の子のせいでしたよね？

ＧＭ：そうです。で、グランフェルデン軍の本ほん陣じんに戻もどってレイモン王子の副官を務つとめているタンガムさんに調べてもらったところ──。

荻原：紅炎剣プロミネンスに呪いが掛かけられていた。

ＧＭ：はい。で、その呪いを解いてもらうために霊れい獣じゆうの試練を受け、紅炎剣プロミネンスの呪いを解くことに成功しました。

きくたけ：でも、その試練を受けている間に、王女さまがレーナにさらわれるわけだ。

小暮：しかも、ルードさんの妹が持っているメダルを王女さまが持っていたんですよね。

荻原：つまり、それって王女さまが妹のルディアだったってことですよね？

ＧＭ：そういうことです。ようやく明らかになる驚きよう愕がくの事実！

きくたけ：まだ、ＰＣはそのことを知らないがな（一同笑）。

小暮：でも、最後の最後でそんなイベントを起こすなんて、無茶しますね（笑）。

かわたな：どうなるんでしょうね、ほんと。それに自分で言うのもなんですが、ここにきて第一三班の話も出てきてますしね。

荻原：そういえば、バニィさんは魔剣を奪うばってこいって命令されたんでしたっけ？

かわたな：ええ。なので、現在バニィは板いた挟ばさみ中（笑）。

きくたけ：まあそれもこれも、このシナリオですべて解決するんだろう。

ＧＭ：なんか、変なプレッシャーをかけてくるし（笑）。

きくたけ：いやいや、ゆーらさんならやってくれると信じているとも（ニヤリ）。

ＧＭ：そ、その笑顔が恐こわいんですけど（笑）。まぁ、いろいろと考えてきましたから、期待していてくださいませ。では、今回予告を発表します！

[image: ]

（戻る＊）




今回予告！

　霊獣カラドリウスの試練を乗のり越こえ、ルードたちは紅炎剣プロミネンスに掛けられていた呪いを解くことに成功した。フォースタスとの決着をつけるべく、地下神しん殿でんへ挑むスクラメイジ！

　だが、事件はこれで終わりではなかった。




小暮：王女さまがさらわれちゃいましたからね。

ＧＭ：あ、その件ですが、今回は呪いを解いた神殿から始まりますので、きくたけさんがさっき言ったように、みなさんは王女がさらわれたことは知りませんので、よろしく！

きくたけ：うわ、そっから始まるのか。

かわたな：じゃあ、「呪いを解いたぞ～」と喜びながら騎き士し団だんの本陣に戻ったら──。

きくたけ：王女さまがさらわれたでござる！（一同笑）




　なぜ、語ご尾びがござる。




　レティシア王女の誘ゆう拐かい。

　フォースタスと共にいた謎なぞの少女。

　新たな陰いん謀ぼうが、ルードたち四人を待ち受けていた。




『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』

　　　　────最終話「夢と未来と冒険者」




　冒険の舞ぶ台たいがキミを待つ！




小暮：いいですね、夢と未来と冒険者。（きくたけの方をちらりと見て）ジェイスさんには夢も希望もなさそうだけど。

きくたけ：あ、あるよ！　……ちょっとだけど。

荻原：ちょっとだけかい！（一同笑）

ＧＭ：はいはい（笑）。では次、ハンドアウトを発表しまーす。




▼ルード用シナリオハンドアウト

コネクション：紅炎剣プロミネンス　　　関係：所持

　キミは霊獣の課した試練に見事打ち勝ち、紅炎剣プロミネンスの呪いを解いた。

　喜ぶキミに、だが霊獣は諭さとすように言う。

「ルードよ。紅炎剣プロミネンスはまだ真の力に目覚めていない。紅炎剣プロミネンスは〝魔を断たち切きる剣〟であることを忘わすれるな」と──。




荻原（以降、ルード）：おお、今回のコネクションは魔剣だ。

小暮：女の子じゃないですね。

ＧＭ：今回はラッキースケベイベントはなしです。

ルード：あっ、もうないんだ……。




　どうやら残念らしい（笑）。




ＧＭ：今回も妹にしようかとも思ったんですが、結局こうなりました。

小暮：なんか、伏ふく線せんっぽいことも書いてあるし（笑）。

ルード：確たしかに。なんだか、主人公っぽいぞ！

ＧＭ：いや、主人公ですから（一同笑）。




▼フィンニー用シナリオハンドアウト

コネクション：ルード　　　関係：友人？

　ルードは見事に霊獣の試練を乗のり越こえた。もう立りつ派ぱな冒険者だ。

　そんな彼と一緒に行動するようになって、キミの気持ちもいろいろと変わってきた。父親の死とも向き合えるようになったのも、彼のおかげかもしれない。

　そしてキミは──。




小暮（以降、フィンニー）：「友人」に「？」がついてるんですけど（笑）。

きくたけ：友人かもしれない、そうじゃないかもしれない。

ルード：えぇ──────っ！　友だち以上って意味じゃないの？

かわたな：小暮さんは、明らかに友人以下って意味で解かい釈しやくしましたよね？

フィンニー：（荻原さんを見ながら）だって、ねえ？

ルード：だってじゃないよ。ほら、ハンドアウトをよく読んでよ。いいことっぽいことが書いてあるじゃん！

フィンニー：まぁ、ルードさんの活かつ躍やく次第ですね。

ルード：うすっ！　がんばるっす！




▼ジェイス用シナリオハンドアウト

コネクション：フォースタス　　　関係：仇かたき

　さぁ、準じゆん備びは整ととのった。あとはフォースタスを倒すだけだ。これでキミは恩おん人じんたるセオドリクの仇を討うつことができる。

　だが、地下神殿の奥おく底そこにいたのは──。




きくたけ（以下、ジェイス）：こっちは仇か……。

ＧＭ：セオドリクを殺した張ちよう本ほん人にんですからね。まあ、ジェイスがセオドリクに恩おん義ぎを感じていない、というなら別ですけど（笑）。

ジェイス：感じてる、感じてる、超ちよう恩義感じてるよ？

ルード：なんで疑ぎ問もん形なんすか（一同笑）。

ジェイス：いや、なんか最近ルードくんやフィンニーくんの視し線せんが冷たくてな。

ＧＭ：それは自業自得かと。では、最後はバニィです。




▼バニィ用シナリオハンドアウト

コネクション：魔剣　　　関係：切望

　意い識しき不明のまま、昏こん睡すいし続けるセプテンバー。

　この状じよう態たいが続けば、やがて魂たましいはみずからの形を失い、消しよう滅めつしてしまうだろう。

　だが、ルードとフォースタスの持つ魔剣を帝てい国こくに持ち帰れば──。

　時間はもうあまり残されていない。




かわたな（以降、バニィ）：ああっ、セプテンバーが拾われている!?

ＧＭ：かわたなが言ったんじゃないか！（一同笑）




セプテンバー

　バニィが第一三班にいた頃の後こう輩はい。その名から分かるとおり、第一三班のひとりである。四巻で突とつ如じよポップしてきたバニィの昔話に登場。

　ポジティブでボーイッシュな少女で、バニィは彼かの女じよの面おも影かげをルードに重ねていた。任にん務む中に瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負い、現在は生命維い持じ装そう置ちに入っている──らしい。




ジェイス：じゃあ、そのセプテンバーのために魔剣を持ってトンズラするのか、バニィは？

バニィ：そこで人知れず葛かつ藤とうしているのです。ああ、なんという運命でしょう！

フィンニー：実じつ際さい、あたしたちバニィさんの葛藤知らないですよね？

ルード：オレたち、なにも知らず、バニィさんをおかしな人だって思ってるから。

バニィ：こ、これはまずいですわ。なんとかほかの人にこのことを知らせないと、わたくしの立場が危あやういですわ（一同笑）。




　いまさらである。




ＧＭ：今回予告とシナリオハンドアウトはこれで終わり！　では、キャラクターの成長に移うつってください。




▼ルード・ヴェルフェの場合（５レベル）

ＧＭ：では、ルードから成長を報告してください。

ルード：はい、ルードは５レベルになって、ＨＰが75、ＭＰが45になりました。フェイトは６点で変わらず。スキルは《スラッシュブロウ》と《バーサーク》を３レベルにして、新しく《カバームーブ》を取りました。これで、二〇メートル離はなれたキャラクターも守ることができるようになります！

ジェイス：おっ、さらに頼たよれる感じに。

ルード：任まかせてください！　あと装そう備びとして、グレートヘルムと深しん紅くの腕うで輪わを買いました。

フィンニー：深紅の腕輪？

ＧＭ：命中判はん定ていに＋１するマジックアイテムです。回かい避ひ判定の達たつ成せい値ちが下がりますけど、《バーサーク》するルードならば問題ないですからね。

ルード：命中の方が大事！（一同笑）

ＧＭ：あ、それから今回のオープニングフェイズは試練の神殿から始まりますので、アイテムを購こう入にゆうすることはできませんので、ここで買ったアイテムは実際には後で手に入れた物となります。

ルード：なるほど。そういう方法もあるわけですね。

ＧＭ：戦せん闘とうなどは行なわない予定なので、問題にはならないはずですが、一いち応おう念のため。
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▼フィンニー・ディーレの場合（５レベル）

ＧＭ：次はフィンニーの成長を報告してください。

フィンニー：はい。５レベルになって、サポートクラスをメイジからセージにクラスチェンジしました。ＨＰは48、ＭＰは77、フェイト６点となります。




クラスチェンジ

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』では、キャラクターを成長させる時にサポートクラスを別のクラスへと変へん更こうすることができる。これをクラスチェンジという。

　また、サポートクラスだけでなく、メインクラスも『ルールブック①』『ルールブック②』に掲けい載さいされているものよりも、さらに強力な上級クラスへとクラスチェンジすることができる。上級クラスに興きよう味みのある方は、『上級ルールブック』を参照のこと。




ルード：セージって、賢けん者じやのことでしたっけ？

ＧＭ：そうです。一いつ般ぱん的てきな知ち識しきはもちろんですが、エネミーとかアイテムとか冒険に関することに通じているクラスですね。

ジェイス：あとは魔ま法ほうの効こう果かを上げたりとかもできるな。

ルード：それで、フィンニーはどんなスキルを取ったんですか？

フィンニー：新しくセージのスキル《エンサイクロペディア》を取って、あとは《アースブレイカー》のレベルを４に上げました。

ＧＭ：これでエネミー識しき別べつが、セットアッププロセスでできるようになりましたね。

ジェイス：結けつ構こう重要なスキルなんだよな、これ。

フィンニー：あとは武ぶ器きを〝赤レツきドサ斜ンセ陽ツトのソー剣ド〟に変えました。これで、魔ま法ほう攻こう撃げきのダメージが＋２です。以上です！
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▼ジェイス・ロウの場合（５レベル）

ジェイス：では、私の成長報告だな。

ＧＭ：お願いします。

ジェイス：私も５レベルになった。クラスは変わらず、ＨＰが55、ＭＰが69となった。フェイトは５点だ。

ルード：どういうスキルを取ったんですか？

ジェイス：まず、《ディスコード》のレベルを上げて３レベルに。そして、新たに《シルバリィソング》を取得した。これは、呪じゆ歌か判定に＋１Ｄのボーナスがある。さらに《アンプロンプチュ》を取った。このスキルは、１シーンに一回だけ、どんな判定も呪歌判定で行なうというものだから、さっきの《シルバリィソング》とも相あい性しようがいい。

フィンニー：いろんな判定を、３Ｄで判定できるんですね。

ジェイス：そうそう。ということで、今回はバードのスキルを中心に成長した。そして装備の方だが、ファインメイスとエレメンタルシールド、そして高位聖せい印いんを新調したよ。

ＧＭ：はい、分かりました。
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▼〝マーチ〟バニィの場合（５レベル）

ＧＭ：それでは最後、お待たせしました。バニィの成長報告をお願いします。

バニィ：はーい。わたくしも５レベルに成長しました。現在、ＨＰは56、ＭＰは55、フェイトは５になっていますわ。

ＧＭ：では、スキルの方ですが。

バニィ：はい、まずは《スペシャライズ：錬れん金きん銃じゆう》が３になりました。そして、《ビースティング》を新たに取得。メジャーアクションで使うと命中判定に＋２Ｄするスキルですわ。

ルード：おお、ますます攻撃が当たるね。

バニィ：そして、《オプションパーツ》を２レベルに。これでマスケットを強化するアイテムをふたつ取れるようになりましたので、ひとつは前回と同じくパウダーチャージ、もうひとつは【命めい中ちゆう値ち】と【行こう動どう値ち】が上がるガンストックをゲットしました。

フィンニー：銃のパーツが増ふえたんですね。

バニィ：そうです。そして、装備はハットがグリーンベレーになり、装そう身しん具ぐを射しや撃げき攻撃のダメージを＋３する鷹たかの目にしましたわ。ですので、射撃する時は眼鏡めがねを掛かけます（笑）。

ＧＭ：また、イラストの合あい鴨がも先生が大変になるようなことを……。

バニィ：おほほほほほ……。

ＧＭ：これでＰＣの成長報告は終わり。次はギルドサポートの決定です。
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●ギルドサポートの決定

ジェイス：我わがギルド、スクラメイジも成長して現在ギルドレベルは３だ。

バニィ：今持っているギルドサポートは、《蘇そ生せい》《目め利きき》《祝福》ですわ。

フィンニー：いつもだったら、これに《陣じん形けい》ですよね？

ルード：セットアップで戦せん闘とう移い動どうができるんですよね？

ジェイス：そうだ。これがあると結構先手を取ることができる。しかも、現在ＰＣは５レベルだから全部持っていけるな。

ルード：そうかぁ。じゃあ、やっぱり《陣形》を取ろう！

ＧＭ：では、《陣形》を取得するということでＯＫ？

ルード：問題ないっす！

ＧＭ：分かりました。それでは、オープニングフェイズに移りましょう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆霊れい獣じゆうから託たくされたもの




　紅炎剣プロミネンスの呪のろいを解とくため、〝エッツェンの森〟にある神しん殿でんへと向かったルードたち。

　そこで四人は数々の試練を見事に乗のり越こえ、そして今、最後に待ち受けていた霊れい獣じゆうカラドリウスとの戦いに勝利した。




ＧＭ：では、オープニングを始めましょう。先ほども言ったとおり、前回のエンディングの直後、ＰＣは全員登場で試練に挑ちよう戦せんした神殿からスタートとなります。

フィンニー：神殿の中ということは、もしかして英知の妖よう精せいもいる？（笑）




英知の妖精

　謎なぞ解ときやクイズを司つかさどる謎なぞの妖精──らしい。

　遺い跡せきなどに多く棲せい息そくし、訪おとずれた冒ぼう険けん者しやにさまざまなクイズを出題してくるぞ（笑）。
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ルード：あ[image: ][image: ]、いたいた！（笑）

フィンニー：（声を真似まねて）「すばらしい！　すばらしい英知です！」

ＧＭ：妖精さん、出しましょうか？

ジェイス：出てこなくていいよ、あいつは！

ルード：きくたけさんが作ったキャラなのに、なんという扱あつかい（笑）。

ジェイス：他人に使われると、あんなに嫌いやな奴やつだったとは……。

ＧＭ：じゃあ、ここでは出てこないということで（笑）。それでは、みなさんの前には、前回の最後に戦った霊獣カラドリウスがいます。

ルード：霊獣を倒たおした直後ですからね。

バニィ：かわいそうに……。ぴくぴくしてますわ。

ルード：し、死んでるっ!?（一同笑）




　死んでいません。




ＧＭ：「勝手に殺さないで欲ほしいものだな」光の狼おおかみの姿すがたに戻もどったカラドリウスが、あきれたように言います。
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バニィ：あら、生きてましたわ。

ＧＭ：「戦せん闘とう不ふ能のうの際さいにとどめを刺さされていないゆえ」

ジェイス：メタなこと言うな（笑）。

ＧＭ：「……それはともかく。ルードよ、よくぞ試練を乗のり越こえた。汝なんじを紅炎剣プロミネンスの主として、正式に認みとめよう」

ルード：おお、認めてもらえた！

フィンニー：認めてもらえると、どういう特典があるんですか？

ＧＭ：「紅炎剣プロミネンスの呪いは解とかれた。これからは、そなたが呼よび出だせば剣は求めに応おうじ、いつでもその手に現あらわれるだろう」

ルード：どういうこと？

ＧＭ：要するに、望むと剣が出てくるようになります。

ルード：ということは……「出でよ！　紅炎剣プロミネンス！」とか叫さけぶと、出てくるってこと？

フィンニー：かっこいいじゃないですか、ルードさん。

ルード：じゃ、こういう風にやると〝じゅびびーん！〟って出てくるんだ！　かっこいい！

ジェイス：じゅびびーんって何だ？（笑）

ルード：（右みぎ腕うでを前に出してポーズを取りながら）じゅびびーん！　こんな感じ（一同笑）。

ＧＭ：あと、呪いが解けたので、呼び出す前の形けい状じようも変えられます。別の物になっているとか、フォースタスみたいに普ふ段だんは見えないとか。その辺はプレイヤーにお任まかせします。

ルード：オレが決めていいの？　（うれしそうに）ど、どうしようかな？

バニィ：ちょうど深しん紅くの腕うで輪わを買ったことですし、念じれば腕輪が剣になる──というのはどうでしょう？

ルード：あ、それだ！

ＧＭ：じゃあ、普ふ段だんは腕輪の形になっていて、呼び出すと今持っている両手剣が炎をまとって紅炎剣プロミネンスになることにしましょうか。

ジェイス：きっと、かっこよく呪じゆ文もんを唱となえると紅炎剣プロミネンスになるんだな。

フィンニー：「黄昏たそがれよりも暗きもの……」とか。

ジェイス：懐なつかしいな、おい！（一同笑）

ルード：じゃあ、「上上下下左右左右ＢＡ」とか？




　それは呪文ではない。




ルード：ともかく、「紅炎剣プロミネンス!!」と叫ぶと、剣が変形する感じで。

フィンニー：シンプルだけど、それでいいんじゃないですか。

ジェイス：とうとう紅炎剣プロミネンスの主と認められたか。私わたしは感かん涙るいでも流していよう。ルードくん、立りつ派ぱにな──。

ルード：よーし、じゃあさっそく剣を召しよう喚かんしてみる！　出でよっ！　紅炎剣プロミネーンス!!　びゅいんびゅいん、かぎーん！　おお、すっげぇぞこれ!!（一同笑）

ＧＭ：……。

フィンニー：……。

バニィ：……。

ジェイス：──ってねぇしっ！（一同笑）




　まったく成長していないルードであった。




ＧＭ：まぁ、そんな感じでルードがひとしきり魔剣を出し入れした頃ころを見計らってカラドリウスが口を開きます。「では、ルードよ。その紅炎剣プロミネンスの力について教えよう」

ルード：はい、お願いします。

ＧＭ：「魔族の持つ蒼月剣ルーナマーレの力に対たい抗こうするために、神々が人間に与あたえた神具──それが紅炎剣プロミネンスだ。そこまではお主も知っておろう」

ルード：でも、フォースタスと対たい峙じした時、その力は発はつ揮きされなかったんだよな。

ジェイス：話を整理すると、蒼月剣ルーナマーレは紅炎剣プロミネンスに封ふうじられ、紅炎剣プロミネンスは黒影剣エクリプスに封ふうじられるという関係だったな。

ＧＭ：そうです。

ルード：でも、紅炎剣プロミネンスが呪のろわれていたために、その力を完全に発揮することはできなかった。

ＧＭ：「そのとおりだ。だが、もはや呪いは解けた。紅炎剣プロミネンスは完全に蒼月剣ルーナマーレの効こう果かを封じることができるだろう」とゆーことで、以後、フォースタスが妖よう魔まや魔族を召喚することを、ルードがいるだけで阻そ害がいすることができるようになります。ルール的にいうと、これはパッシブの能のう力りよくで発動します。

バニィ：でも、黒い剣があると……。

ジェイス：紅炎剣プロミネンスの能力が封じられてしまう──というわけだな。




　この辺りについては、四巻の一一五ページにまとまっているので参照してくださいませ。




フィンニー：フォースタスと一いつ緒しよにいた黒いローブの少女も黒影剣エクリプスに似た力を持っていたんですよね？

ジェイス：だが、レイモン王子の副官のタンガムによれば、フォースタスと一緒にいた少女の力は、黒影剣エクリプスには及およばないだろうということだったな。

ＧＭ：「うむ。邪じや神しんの力によるものとはいえ、黒影剣エクリプスも神具。そう簡かん単たんに複ふく製せいはできまい」その件けんについては、カラドリウスも太たい鼓こ判ばんを押おしてくれます。

バニィ：ということは、これでフォースタスと戦う準じゆん備びができたということですわね。

ルード：よし！　さっそく、フォースタスのところに行こう！

ＧＭ：「よかろう。では、グランフェルデン軍の本ほん陣じんまで送ってやろう」

ルード：本当ですかっ！

ジェイス：おぉ、万ばん能のうだな！　さすがは神の遣いの霊獣。……だが、今、王都に戻ったら誰だれかがさらわれているような気もするんだな（笑）。

ＧＭ：それは気のせいです。事実ですが、気のせいです（笑）。

ジェイス：うむ。気のせいでは仕方ない（一同笑）。

ＧＭ：「では、紅あかき剣の所有者よ。健けん闘とうを祈いのる」カラドリウスがルードに声を掛かけると同時に、みなさんを囲むように光の粒りゆう子しが立ち上り始めます。粒子の数は次第に増ふえ、それと共に辺りの景色も白く溶とけていき、あっという間に何も見えなくなる中──。




「ルードよ、紅炎剣プロミネンスは〝魔を断たち切きる剣〟であることを忘わすれるな」

　光溢あふれる世界で、カラドリウスの重々しい声だけが響ひびく。ルードは今や姿の見えなくなった霊獣に向かって、決意を込こめて大きくうなずいた。







◆Opening 02◆帰き還かん、そして戦いへ




　霊獣の力で、試練の神殿からグランフェルデン王国軍の本陣へと戻ってきた四人。

　だが、魔剣の呪いを解といた喜びは一いつ瞬しゆんにして消える。一見しただけでも分かる、あまりにも多い負ふ傷しようした騎き士したち。グランフェルデンの騎士たちが、無む限げんの兵力を持つフォースタスの軍ぐん勢ぜいに苦戦しているのは間ま違ちがいない。




ＧＭ：それでは、みなさんは霊獣カラドリウスによって、グランフェルデン王国軍の本陣に転送されます。

一同：はーい。

フィンニー：レティシア王女がさらわれたっていう情じよう報ほうはまだ来てないんですか？

ＧＭ：その情報はまだ届とどいてないようです。ともあれ、みなさんは本陣に到とう着ちやくしました。光が次第に薄うすれてくると、そこは多くの天てん幕まくが並ならぶ本陣の前。目の前には本陣の入口を守っている衛えい兵へいが、突とつ然ぜん目の前に現あらわれた四人に驚おどろき、ポカーンと口を開けたまま硬こう直ちよくしています。

ルード：ただいま！（笑）

ＧＭ：「ル、ルードさんっ!?」かろうじてルードの名前を口に出すのがやっとの衛兵。

ジェイス：よし、それじゃあルードくんの腕を取って、そのまま差し上げるぞ。

ルード：うわっ!?　な、何するんだ!?

ジェイス：見よ、騎士諸しよ君くん。勇者の帰還だ！（笑）

ＧＭ：「ほ、本当にルードさんなんですねっ!?」「なに？　ルードさんが戻ってきたって？」ジェイスの声にルードの帰還に気づいた騎士たちが集まってきます。

ルード：ちょ、ちょっ!?　恥はずかしいじゃないか！　やめてくださいよ!?（笑）

ジェイス：こういうことも、慣なれておくものだぞ。（演えん説ぜつっぽい感じで）騎士諸君、スクラメイジの英えい雄ゆうルード・ヴェルフェが、見事に紅炎剣プロミネンスの呪いを解とき、ここに生せい還かんした。この戦い、これで勝てるぞ！

一同：（騎士になって）おぉ────────っ！

フィンニー：……。

ルード：どうした、フィン？

フィンニー：これ、お金取ったら集まるかな？

ルード：オレは見世物じゃねーよ!!（一同笑）

ジェイス：（しばらく考えたのち）いや、これはこれで有ゆう効こうな手しゆ段だんかもしれん！　さあ、諸君。勇者は新たな装そう備びを必要としている。キミたちの心ばかりの寄き付ふを！

ルード：おいっ！

ＧＭ：じゃあ、コインがぱらぱらと（笑）。

ジェイス：ラッキー、ラッキー!!（コインを拾う仕草）

バニィ：あらあらまぁまぁ。じゃあ、これで装備を調えましょう。

ＧＭ：じゃあ、サービスで２Ｄ分の金貨が手に入ったということにしましょう。

一同：少なっ!?

ＧＭ：少なって、どれだけ手に入れるつもりだったんですか？

ジェイス：ん[image: ][image: ]、一万Ｇくらい？

ＧＭ：集まるかっ!!（爆ばく笑しよう）

ジェイス：まぁ、仕方がないか。さて、そろそろレイモン王子のところに行くとしよう。手近な騎士を捕つかまえて──さぁ、レイモン殿でん下かの許もとへ案内してくれたまえ。

ＧＭ：「はっ、すぐにご案内いたします」

ルード：お、いい扱いですよ。

ジェイス：当たり前だ。ルードくん、キミはすでに英雄なのだよ（笑）。

ＧＭ：英雄になるかどうかは、このあとの戦い次第ですけど（笑）。とゆーことで、出発前にも訪おとずれた本陣でも一番大きな天幕へとやってきました。天幕の奥おくに設しつらえられた椅い子すに腰こし掛かけたレイモン王子、そしてその横に立つ副官のタンガムがみなさんを出で迎むかえてくれます。ふたり共に鎧よろい姿で、その顔は疲ひ労ろうの色が浮うかんでいます。

ジェイス：やはり苦戦しているようだな。

バニィ：ですわね。

ＧＭ：「よくぞ戻ってこられた。して、紅炎剣プロミネンスの呪いの方は？」タンガムが待ちきれないように訊きいてきます。

ジェイス：ご安心ください。目的は果たしました。さっ、ルードくん！　呪いが解けた紅炎剣プロミネンスを見せてさしあげなさい。

ルード：出でよ！　紅炎剣プロミネンス!!　しゃきーん！（一同笑）

ＧＭ：「おぉ[image: ][image: ][image: ]。この美しい紅あかき輝かがやきは間ま違ちがいない。本当に呪いは解けたのですね」ルードの腕輪より出しゆつ現げんした紅炎剣プロミネンスの刀身をまじまじと見たタンガムが感かん嘆たんの声をあげます。

ルード：はい、大変な試練が待ち受けていましたが。

ジェイス：妖よう精せいとか、妖精とか、妖精とかな。

ＧＭ：レイモン王子はジェイスの戯ざれ言ごとをまるっと無む視しして──。

ジェイス：無視するなよ！（一同笑）

ＧＭ：──まるっと無視して訊いてきます。「では、とりあえず報ほう告こくを聞こうか」

ジェイス：……仕方ない。こちらも真ま面じ目めに話そう（笑）。霊獣からの過か酷こくな試練を受けたすえに紅炎剣プロミネンスの呪いは解け、今は彼かれの腕輪となっております。

ルード：はい、このように。（腕を前に出して）しゃきーん！

ジェイス：ごらんのように、呪いはすっかり解けております（笑）。




　すっかり大道芸である。




ＧＭ：ひととおり報告を聞いたレイモン王子は、その表ひよう情じようこそは変えないながらも、みなさんに礼を述のべます。「よくやってくれた。感かん謝しやする」

ジェイス：いえいえ。冒険者として当然のことをしたまででございます。

ＧＭ：「では、こちらの状じよう況きようだ。タンガム！」レイモン王子に呼よばれたタンガムがずずっと前に出てくると説明を始めます。かいつまんで言うと、一いつ進しん一いつ退たいの状じよう態たいがずっと続いているとのことです。

ルード：一進一退？

ＧＭ：はい。地下神殿はとにかく狭せまい上に待まち伏ぶせされやすいので、状じよう況きよう的てきにはとても不利。したがって、出てきた妖魔や魔獣を叩たたくという、対たい処しよ法的な戦いをせざるをえないわけです。

バニィ：つまり、地下神殿を封ふう鎖さしている状態なのですね。

ジェイス：しかし、敵てきの数は無限。こちらには限かぎりがあるゆえ、そろそろ押おされかかっている……そんなところでしょうか？

ＧＭ：「まあ、そんなところです」と、タンガムは忌いま々いましげに言います。

ジェイス：となると、やはり元から断たたねばダメ！

ルード：そのとおりだよ、ジェイスさん！

ジェイス：臭くさいものには蓋ふたをしろ。つまり！　ルードくんの持つ魔剣は、臭いものの蓋！

ルード：そうそう。こう、ぱかっとね……って、蓋かよっ！（一同笑）

フィンニー：でも、紅炎剣プロミネンスの召喚妨ぼう害がい能力って、どれぐらいの範はん囲いで有効なんですか？

ＧＭ：ルール的に言えば、同じシーンにいるだけで有効となります（笑）。

ルード：じゃあ、またフォースタスのところへ向かえばいいんだな。よし、今度こそ決着をつけてやるぜ！

ジェイス：だが、まだ多少の時間はあるだろう。その前に食事と休きゆう憩けい。そして装備の買かい替かえを頼たのみたいのだが。

ＧＭ：「分かりました。食事は用意しましょう。装備についても、なるべくご希望に沿そう物を準備いたしましょう」さっそく兵に手配させるタンガム。

フィンニー：すでに装備は手に入れてますけどね（笑）。

ジェイス：それは言わない約束だ（笑）。ただ、ひとつ気になることが……。

ＧＭ：「ん？　なんでしょう？」

ジェイス：黒い剣──黒影剣エクリプスだ。あれがフォースタスの手に渡わたっていると、我々の方が一気に不利になる。

ＧＭ：「何を言い出すかと思えば……。かの黒き魔剣は王おう城じようにいるレーナ殿が持っております。フォースタスの手に渡っているわけはありますまい。まったく、ジェイス殿も心しん配ぱい性しようですな。はっはっは」高らかに笑うタンガム（笑）。

ジェイス：まったくです。あっはっは……って、そのレーナが王城からいなくなってるんだよっ！（一同笑）

フィンニー：あたしたちはレーナが王女さまをさらったこと、まだ知りませんものね（笑）。

ＧＭ：はい。プレイヤー的には知っていても、ＰＣ的には知りません。

ルード：なるほど、そういうことか！　くっそー！（笑）

ＧＭ：だいたいこんなところですね。では、話題が尽つきたところでレイモン王子がすっくと立ち上がると──「では、さっそくキミたちの護ご衛えい部隊を編へん制せいしよう。休憩ののち、地下神殿へと向かってもらおうと思うが、よいか？」

ルード：任せてください！

ＧＭ：といったところで、装備を新調し、ポーションを購こう入にゆう。まだ多少お金は余あまっていますので、もし何か買うものがあればここでお願いします。

ジェイス：とはいえ、ポーションの買い足しぐらいしかない気がするぞ。

ルード：ハイＭＰポーションを多めに買ったほうがいいと思うな。

ジェイス：フィンニーと私は、三本じゃ足らない気がするしな。

フィンニー：うんうん。三〇〇Ｇだよね？　じゃあ、買えるだけ買いますか（笑）。

ジェイス：あと買うもの何もないかな？

ルード：ないと思う。これでいいよね？　バニィさんは大だい丈じよう夫ぶ？

バニィ：自前でハイＭＰポーションを三本持ってますから、大丈夫ですわ。

ジェイス：足りなくなったらそっちに渡す方向で行こう。

ルード：三本ずつ、ふたりに持ってもらおう。

フィンニー：了りよう解かい～。

ＧＭ：では六本購入。所持金からお金を減へらしてください。

ジェイス：ああ、稼かせいだ金がみんな経けい費ひに消えていく……（笑）。

ルード：残り所持金は四〇五Ｇだね。

ＧＭ：では、休息をとり、準備を整えて神殿に向かう──というところでオープニングは終わりになりますが……。

一同：が？

ＧＭ：その前にちょっとだけ演出を差し込んでおきますね。

ジェイス：演出？　なんか、嫌な予感がするぞ（笑）。

ＧＭ：（笑）。とまぁ、みなさんが地下神殿へ突入する準備をしている数刻前──。




「どうなされました？　フォースタス様？」

　フォモールのひとりが、フォースタスに声を掛かける。別にフォースタスを心配したのではない。心ここにあらずという彼かれに注意を喚かん起きするためだ。作戦前にこのような状じよう態たいでは困こまる。

「……いや、なんでもありません」

　体てい裁さいを取とり繕つくろうように答えるフォースタス。だが、彼の意い識しきは再ふたたび目の前のフォモールから、みずからの思考へと戻もどる。

『私わたしはこの間違った世の中を変えるために、〝粛しゆく清せい〟を起こすことを決意した。だが、それは本当に私の意思なのか？』

　心の中で自問するフォースタス。だが、答えは出ない。ここから先は、いつも霧きりが掛かかったように考えが進まなくなるのだ。まるで、誰だれかに邪じや魔まされているかのように……。

「……フォースタス。……フォースタス」

　そして、いつものように自分の名を呼よぶ声が聞こえてくる。これは誰の声だ？

「……フォースタス様！　準じゆん備びが整いました。急ぎ、こちらへ！」

　……そうだ。これは部下のフォモールの声だ。グランフェルデンの戦力はここに集中している。今こそがチャンスなのだ。フォースタスの双そう眸ぼうに鈍い輝きが宿る。

「分かりました。では、みなには盛せい大だいに出で迎むかえろ、と伝えてください」

　そして、フォースタスは神殿の奥おくへと向かう。それがみずから選んだ道だと信じて……。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆出しゆつ撃げき前──バニィの告白




　五時間ほど睡すい眠みんを取り、試練の神しん殿でんでの疲つかれを癒いやした四人は、目覚めると同時に行動を開始した。タンガムの用意してくれた食事を取り、兵へい站たんの担たん当とう者しやの許もとへ行って装そう備びを調達する。すべてはフォースタスとの決着をつけるため──。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズを始めましょう。というわけで、みなさんは与あたえられた天てん幕まくの中で、フォースタスのいる地下神殿に向かうための準じゆん備びが調ととのえているところです。もちろん、ＰＣは全員登場となります。さほど広くない天幕の片かた隅すみには、騎き士し団だんが用意してくれた武ぶ器きや防ぼう具ぐ、ポーションの類たぐいが運ばれてきています。

ジェイス：では、さっそくファインメイスとエレメンタルシールドの使い心地を確かく認にんしよう。ふんっ！　ふんっ！（メイスを振ふり回まわしているらしい）

ルード：でも、さっきのフォースタスの演出はなんでしょうね？

ジェイス：う～ん。さすがにあれだけじゃ、分からんな。

フィンニー：なにかを企んでいるみたいでしたけど？

バニィ：なにかって、なんでしょうね～。

ジェイス：それが分かれば苦労はせん（笑）。

ＧＭ：まぁ、ここではまだ分からないように演出してますから（笑）。とまぁ、そんな感じで各おの々おのが準備していると──。

バニィ：あっ！　ちょっと待ってください。ひとつ演出を思いついたので（笑）。

ジェイス：今回もかよ！（笑）

バニィ：はい。いや、四巻かんを読み直して気がついたのですが、ＰＣのみなさんはわたくしとセプテンバーの関係について、まったく知らないのですよ。




　言ってないのだから当たり前である。




バニィ：ですので、これはよくない。ということで、わたくしはバックパックに荷物を詰つめている時に、一いち枚まいの写真をはらりと落としてしまうのです。

ルード：おや？

バニィ：……。

ルード：……？

バニィ：あの、できれば気づいて、写真を拾ってくださいませんか？

一同：おいっ！（笑）

ルード：あっ、そういうフリだったんだ（笑）。じゃあ、写真を拾います。バニィさん、写真を──。

バニィ：どうされました？

ルード：この世界って、写真あるんですか？

バニィ：あるのです。これも素す晴ばらしき錬れん金きん術じゆつの力です（きっぱり）。




　ちなみにこれは本当。エリンディルには写真機があるのだ！




ルード：あるんじゃ仕方ないか（笑）。バニィさん、バニィさん、写真を落としましたよ。

バニィ：（驚おどろいたように）はっ!?　この写真は……。

フィンニー：自分で振ふってるのに～（笑）。




　これが、かわたなクオリティ。




ルード：で、写真には誰だれが写うつっているんですか？

バニィ：年としの頃ころは一六歳さいくらいの、どこか少年っぽい感じのするウルフヘアの少女。髪かみのカラーがアッシュ・ブラウンなので、どことなくルードさんに似にてなくもないですわ。

[image: ]

ルード：へぇ～、オレに似てるんだ。で、この子誰なんですか？

バニィ：セプテンバーです。わたくしの妹みたいな子ですわ。

ルード：妹みたいな子？

フィンニー：そういえば、あたしたちってセプテンバーのことは知らないんだっけ？




　はい、知りません。




ジェイス：これは何か事じ情じようがありそうだな（笑）。

フィンニー：もし、よければ話してくれませんか、バニィさん？

バニィ：（ため息混じりに）話せば長くなりますわ……と、前置きしてから、わたくしとセプテンバーの事情を語り始めます。

一同：……。

バニィ：まぁ、簡かん単たんに言えば、わたくしのせいで大おお怪け我がをしてしまって、それ以来ずっと昏こん睡すい状じよう態たいにある──ということですわ。

一同：短っ！（笑）

ジェイス：はしょり過すぎだろう（笑）。




　くわしくは『セカンドウィンド』四巻をお読みください。




バニィ：あっ、剣を持ち帰るという話は伏ふせておきますね（笑）。

ルード：な、なんと、バニィさんにそんな過か去こが……。

バニィ：黙だまっているつもりはなかったのですが……。

ジェイス：というか、わざとらしく落としてるからな（一同笑）。

ルード：じゃあ、そのセプテンバーさんを助けるためにも、無事帰りましょう！

バニィ：え、ええ……と、複ふく雑ざつな感かん情じようを抱いだきつつ、うなずくことしかできないバニィであった（一同笑）。

ＧＭ：と、そんな雰ふん囲い気きを破やぶるように天幕がばさっと開いて、騎士のひとりが声をかけてきます。「騎士団の出撃準備が整いました！　スクラメイジの方々もお急ぎを」

ルード：分かった、すぐ行くっ！

ＧＭ：とゆーところで、このシーンは終しゆう了りようとなります──って、なんのシーンだったんだ、これ？（一同笑）







◆Middle 02◆再ふたたび地下神殿へ




　地下神殿へと続く洞どう窟くつの前──。

　ルードたちが〝エッツェンの森〟へ向かってからは、王立騎士たちは、ときおり洞窟から出てくる妖よう魔またちと散発的な小競り合いを繰くり返かえしていたのだが、四人の帰き還かんと合わせるように事じ態たいは一変した。




ＧＭ：それでは、地下神殿へと再び突とつ入にゆうするシーンへと参りましょう。みなさんが、地下神殿の入口である洞窟の前に行くと、そこでは激はげしい戦いが繰くり広ひろげられています！

ルード：もう始まってる？

ＧＭ：いや。予定ではまだ戦せん闘とう開始の時じ刻こくになっていません。と、騎き士しのひとりがみなさんの許もとへとやってきて報ほう告こくに来てくれます。「て、敵てきが大だい規き模ぼな攻こう勢せいに出てきました！　妖魔の数は多数！　そのほかに魔ま獣じゆうの姿も確かく認にんされています！」

一同：なんだってっ！

ＧＭ：「ま、まさか、敵にこれほどの戦力があるとは……。この数では、こちらの方が不利です！」

ジェイス：こちらが紅炎剣プロミネンスの呪のろいを解といたことがばれたか？

フィンニー：蒼月剣ルーナマーレの力が封ふうじられる前に、数で押おしきろうということ？

ジェイス：うむ。一気にここの騎士団を全ぜん滅めつさせようという腹はらづもりだろう。

ルード：急ごう！

ＧＭ：さて、とゆーことで地下神殿のイベントとなりますが、今回はＦＳ判はん定ていで処しよ理りしようと思います！

ルード：おおっ。

ＧＭ：名めい称しようは「地下神殿へ向かえ」。制せい限げん人数はふたり。終しゆう了りよう条じよう件けんは３ラウンドです。騎士に守られながら、洞窟を突とつ破ぱして地下神殿へ向かうという状じよう況きようとなります。

ルード：前回と同じように騎士が守ってくれるんだ。

バニィ：紅炎剣プロミネンスの使い手であるルードさんを奥おく底そこへ届とどけるために、道を切り拓ひらく役やく割わりを負っているんですわね。

ＧＭ：そうです。ですので、みなさんの周りには大おお勢ぜいの騎士がいるわけですが、そのうちのひとり──まだ若わかい、二五、六歳の騎士が、思い詰めた顔で駆け寄ってきます。「お待ちください！　もしや、ヴァルター・ディーレ卿きようの娘むすめさんですか？」

フィンニー：あたし？　そうですけど、あなたは？

ＧＭ：「失礼しました。昔、あなたの父上にお世話になっていた者です」

ルード：（フィンニーの方を見ながら）フィンの親父さんの知り合い？

フィンニー：（急に無む感かん情じようになって）……そうですか。

ジェイス：こ、恐ぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。

フィンニー：演えん技ぎですよ、演技（笑）。

ジェイス：やっぱり、役者はずるいわ（一同笑）。

ＧＭ：フィンニーのそんな様子に、騎士は申しわけなさそうな表ひよう情じようを浮うかべます。「あなたがお怒いかりなのはもっともです。ですから、今日はフィンニー殿にお詫わびかたがた、レイモン王子にみなさんの護ご衛えいをさせてもらえるようお願いに参ったのです」

ルード：（声を荒あらげた感じで）今さらお詫びかよ！　フィンが今までどれだけ苦労してきたか分かってんのか？

ジェイス：まぁ、不ふ名めい誉よの騎士をかばい立てしたら、自分がどうなるか分からないからな。触さわらぬ神に祟たたりなしだ。

フィンニー：……。

ＧＭ：「お怒りはもっともです。しかし、話だけでも聞いてください！」

フィンニー：……。

ＧＭ：「実はヴァルター卿に世話になった者たちで、レイモン殿でん下かへお願いしに参ったところ、ヴァルター卿の名誉を回かい復ふくするとのお言葉をいただきました」

フィンニー：……え？

ＧＭ：「レティシア殿下の口くち添ぞえもあったのですが。もっとも、現げん在ざいはこの状じよう況きようです。フォースタスとの戦いが終わったあと、ということになるでしょうが……」

フィンニー：お父さまの名誉が回復？

ＧＭ：「ヴァルター卿がお亡なくなりになった時はなにもできず、本当に申しわけございませんでした」騎士はそう言うと、深々と頭を下げます。

フィンニー：気にしないでください。それよりも…………父のことを覚えていてくださって、ありがとうございます。それだけでも、あたしは嬉うれしいです。

ルード：よかったな、フィン！

フィンニー：……はい！

ＧＭ：「では、露つゆ払はらいと護衛は我われら王立騎士団にお任まかせください。みなさんは、一命に代えても私わたしたちがお守りいたします！」

フィンニー：分かりました。よろしくお願いします！

ルード：でも、絶ぜつ対たいに死なないでくださいね。

ジェイス：え？　そのセリフは死し亡ぼうフラグだって！（一同笑）

ルード：いやいや、励はげましてるだけですよ（笑）。

ジェイス：いやいや、死ぬ、これは死ぬって（笑）。

ＧＭ：「無む論ろん、我われ々われも無む駄だ死じにするつもりはありません！」

ジェイス：いやいや、無駄死にしそうだから（一同笑）。

ＧＭ：「この戦いが終わったあと、みなで勝利の杯さかずきを交わそうではありませんかっ！　では参ろう！　王立騎士団の力を見せるのだ！」と言うと周囲がそれに応おうじ、先せん遣けん隊たいが突つっ込こんでいきます。

ジェイス：終わったな、王立騎士団（笑）。




　終わりにしないでいただきたい。




バニィ：（言いい淀よどみながら）か、彼かれらのがんばりを無駄にしないためにも、わたくしたちもがんばりましょう！

ルード：お、おうっ！

ＧＭ：というわけで、思ったよりも前まえ振ふりが長くなってしまいましたが、ここからＦＳ判定となります。初期のＦＳ判定は【器き用よう】で、難なん易い度ど15！　今回、支し援えん判定はすべての能のう力りよく値ちが使えます。では、【行こう動どう値ち】の高い順に宣せん言げんをお願いします。




●第１ラウンド

▼行動値

　バニィ　　　　　10

　フィンニー　　　７

　ジェイス　　　　７

　ルード　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：三巻でもＦＳ判定を使用していますけど、ここでもう一度説明しておきましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：ＦＳ判定は、進しん行こう判定と支援判定に分かれています。進行判定の達たつ成せい値と難なん易い度どの差分によって進行値が進み、その値あたいは完かん了りよう値──今回は10となっています──まで到とう達たつするとＦＳ判定に成功。みなさんは、地下神殿内に突入したことになります。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：一方、支援判定は進行判定のサポートです。イニシアチブプロセスで宣言し、成功するとそのメインプロセスのＦＳ判定の達成値に＋２されます。

ジェイス：つまり進行判定で指定された能力値が低くても、支援判定を行なうことで貢こう献けんできるわけだな。

ＧＭ：そうです。ただし、支援判定を行なった人は進行判定を行なうことはできません。なお、今回のＦＳ判定では、制限人数がふたりですから、１ラウンドに進行判定ができるのはふたりだけですね。

ルード：了りよう解かいです！

ＧＭ：それと、終了条件である３ラウンド目までに進行値が完了値に届とどかなかった場合は、先遣隊とみなさんの護衛を行なってくれている騎士たちが全ぜん滅めつしますので、気をつけてくださいね。

ルード：なっ、なぬっ!?（笑）

バニィ：あらあら、死亡フラグが現げん実じつになってしまいましたわ。

フィンニー：まぁ、致いたし方かたないです（笑）。

ルード：致し方ないじゃないだろっ！　フィンの知り合いもいるだろうがっ！（一同笑）

フィンニー：（笑顔で）大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　地下神殿までたどり着ければいいんですよ。

ルード：まったく、気楽に言ってくれるよ（笑）。

ＧＭ：それでは、ＦＳ判定に戻もどりましょう！　最初は群むらがってくる妖よう魔またちを攻こう撃げきしながら洞窟へ進んでいく、というイベントです。護衛の騎士たちと共に戦ったり、手伝ったりするイメージですので、使用する能力値は先ほども言ったとおり【器用】となります。

バニィ：あなたたち、邪じや魔まですわ！　ばきゅーん！

ルード：じゃあ、オレは近づいてくる奴やつを叩たたき斬きる感じかな。

フィンニー：あたしも剣けんを買ったので、斬ります！（笑）

ジェイス：じゃあ、私は目め潰つぶしだ。目潰し！　目潰し！

ＧＭ：目潰し？

ジェイス：懐ふところに隠かくしてあったコショウを、手近な妖魔の顔面目掛けて投げるのだよ。




　なぜ、コショウ？




ＧＭ：では、みなさんは各々そんな感じで騎士たちを援えん護ごするということで、セットアッププロセスから。特に何もないと思いますが……。

フィンニー：《エンサイクロペディア》！

ＧＭ：戦せん闘とうじゃないんで、エネミーいませんから。いやまぁ、演えん出しゆつとして妖魔は山ほどいますが……エネミー識しき別べつしますか？（笑）

フィンニー：いえ、言ってみたかっただけですから（笑）。しなくてもいいです。

ルード：言ってみたかっただけかよ（一同笑）。

ＧＭ：では、バニィから！

バニィ：【器用】は７なので、ダイス目で８以上ですわね。ちょっと厳きびしいかしら？

フィンニー：支援判定しましょうか？

バニィ：そうですね。支援をしていただけるんでしたらそのまま振ふりますし、失敗したらフェイトを使いますわ。

ジェイス：いや、まだ序じよ盤ばんだし、ここでフェイトは使わずに支援判定はした方がいいかもしれん。ここは【器用】が高いバニィくんとルードくんにＦＳ判定を任せて、私とフィンニーくんは支援だな。このあと【知力】になりそうな予感がするがな！（笑）

ＧＭ：ジェイスの言うとおり、進行値によってイベントが起こって判定の能力値は変わることがあります。

ジェイス：それなら、まずは私がバニィくんを支援しよう。精せい神しん的てきにがんばれと応おう援えんする（笑）。【精神】で支援判定だ。

ＧＭ：了解しました。支援判定の難易度は同じく15です。

ジェイス：そうかぁ……。結けつ構こう厳しいな。

フィンニー：フェイト使ってもいいですよ？（笑）

ジェイス：私が使うんだったら向こうが使った方が絶対いいじゃないか!!（一同笑）

バニィ：いいから支援をお願いします（笑）。

ジェイス：（ダイスを振る）出目は４！　うっ、失敗した！

フィンニー：あー（笑）。

ＧＭ：では、ジェイスの精神的な応援は、妖魔たちの叫さけび声ごえによりかき消され、バニィの耳には届とどきませんでした（笑）。

ジェイス：私は超ちよういいこと言った気分でいるぞ（笑）。

バニィ：わたくしのバニィイヤーでも聞き取れないなんて！（一同笑）

フィンニー：耳長いのに……（笑）。

バニィ：仕方がありませんわ、フェイトを１点入れましょう。

ジェイス：では、頼たのんだぞバニィくん！

バニィ：分かりましたわ。はっ！　（ダイスを振る）ダイス目７！　ああっ!?

フィンニー：ああっ、惜おしい！　１足らなかった……！

バニィ：振り直しは……今回はまだ止めておきましょう。達成値は14！

ＧＭ：１少ない。わずか成功には届かず、進行値に変化はなし。ジェイスは支援判定をしているので行動済ずみ。次はフィンニーです。支援判定をする場合は待機してルードに順番を回し、ルードのイニシアチブでフィンニーが支援判定をすることになります。

フィンニー：それじゃあ、待機しますね。

ＧＭ：では、ルードのイニシアチブ。

フィンニー：じゃあ、支援判定します。【知力】で。ダイス目８以上……いきます！　（ダイスを振る）出た、８ぴったり！

ジェイス：おおっ！

フィンニー：ルードさん、あっちです！

ルード：ありがとう、フィン！

フィンニー：……べ、別にルードさんのために、教えてあげたわけじゃないんだからね！（一同笑）

ジェイス：実に正しいツンデレだ（笑）。

ＧＭ：フィンニーが敵てきの布ふ陣じんが薄うすい部分に気づき、ルードに伝えました。その結果、支援で＋２入りました。ではルード、どうぞ。

ルード：じゃあ、＋２されているから、ダイス目で６以上だ。

ジェイス：６と８だと全然違ちがうぞ。出る確かく率りつが違う。

ＧＭ：七割わり以上で成功ってことですからね。

フィンニー：ルードさん、平へい均きんでいいんですよ！

ルード：すげぇ、その言葉で成功しそうな気がしてきた！（一同笑）

ＧＭ：ルードは、騎士たちと共に敵の薄い部分へと突っ込んでいく！

ルード：よし、こっちだ！　せーのっ！　（ダイスを振る）よし出た！　ダイス目９！

フィンニー：おっ、普ふ通つうにいけましたね。

ルード：達成値は18、今日の目は悪くないですよ！

ジェイス：差分は＋３か。

ＧＭ：ということで、進行値が２点上じよう昇しようします。

ルード：よしよし！

ＧＭ：これで、１ラウンド目は終了です。

ルード：あと２ラウンドで８上昇させないといけないってことか。結構きついぞ！

バニィ：次のラウンドの頭にどうにかしないといけませんね。




●第２ラウンド

ＧＭ：では、第２ラウンド。まだまだ、妖魔の数は多く、なかなか奥へと進めない状況が続きます！　最初はもちろんバニィから。

バニィ：やりますわ。フェイトを１点使用。３Ｄでいきますわ。

ジェイス：いけ、３Ｄなら成功するはずだ。いつものように技名を言うんだ（笑）。

フィンニー：期待してますよ、バニィさん！

バニィ：えぇっ？　あ、ああ、じゃあ…………バニィ器用っ!!（一同笑）

一同：バニィ器用!?

ジェイス：バニィ器用って何だよ！　せめて英語で言おうよ！（笑）

バニィ：じゃあ……スパイラルバニィですわ！　回りながら判定よ！（一同笑）

ルード：回転してるんだ（笑）。

バニィ：くるくる回りながら、四方八方に弾たまを撃うちまくるんですわ（一同笑）。

ルード：乱らん射しやかよ!!（笑）

フィンニー：ちょっ、危あぶない、危ないですよ!?（笑）

バニィ：ふふ、危ないですわ、寄よると死んでしまいますわよ？（笑）

ルード：いてててて！　お、オレたちまで!?（笑）

バニィ：伏ふせてぇー！（笑）

ＧＭ：バニィが撃つ瞬しゆん間かん、周りの騎士たちが伏せる（笑）。と、その頭の上を銃じゆう弾だんが、ばばばばっと（笑）。

バニィ：妖魔たちも「やべぇ、あいつ危ねぇ！」とか言って逃にげていくのですわ（笑）。というわけで、判定。はぁーっ!!　（ダイスを振る）今度は大丈夫。出目が12なので、達成値は19ですわ。

ＧＭ：ということは、進行値２点上昇。では、進行値３の時点でイベントが起こります。

ジェイス：おっ、判定の能力値が変わるか？

ＧＭ：いえ、能力値は変わりません。その代わり、妖魔の数が減へってきたので、難易度が15から13に下がります。

フィンニー：下がった！

ＧＭ：もっとも、妖魔だけでなく騎士たちの中にも負傷者が出ています。

ルード：なんてこった……。

フィンニー：かわいそうに。きっと、スパイラルバニィに巻まき込こまれたんですね。

一同：あ、なるほど（笑）。

バニィ：ち、違ちがいます！　妖魔の仕し業わざですわ、妖魔の！

ジェイス：そうは思えない惨さん状じようだったがな。さっきの演出は（笑）。

バニィ：（虚こ空くうを見上げながら）騎士のみなさんをこんな目に遭わせた、妖魔は断だんじて許ゆるせませんわ。見ていてください、仇かたきは必ず討うって差し上げます！（一同笑）




　いや、まだ死んでないから。




ジェイス：な、なんか無理矢理いい話にまとめたな（笑）。

ＧＭ：（笑）では、次。ジェイスとフィンニーですね。

フィンニー：待機です！

ジェイス：私も待機だ。そのままルードが【器用】で判定だな。13なら、普通に振ってもいけそうじゃないか。

フィンニー：じゃあ、フェイトがなくてもいけそうですね。

ジェイス：だが、達成値が高いほど差分が大きくなるからな。進行値も変わってくる。

ルード：結局はダイスの出目は大きい方がいいってことだよね。だったらオレはフェイトを６点も持ってるし、１点使います！　せーのっ！（ダイスを振る）うわっ、低っ!?

ジェイス：１、１、６!?

フィンニー：危あぶなかった～！　もうちょっとでファンブルじゃないですか。

ルード：で、でも８だから達成値15。成功してるよ！

ＧＭ：差分は２点、進行値＋１点上昇。

ルード：ふう、フェイト入れておいてよかった。

ＧＭ：というわけで、進行値５でイベントが発生します。

バニィ：来ましたわっ！

ＧＭ：地下神殿へ続く洞どう窟くつの中、辺あたりを警けい戒かいしながらみなさんは進んでいます。と、突とつ然ぜんみなさんのうしろにゴブリンの群むれが出しゆつ現げん！　どうやら、小さい横よこ穴あなから現あらわれた模も様よう！

ルード：なにっ!?

ジェイス：伏ふく兵へいか……。してやられたな。

ＧＭ：どうやら妖魔軍に優ゆう秀しゆうなリーダーがおり、みなさんの動きに対たい応おうして遊ゆう撃げき隊たいを配置しているようです。思わぬ攻撃を受けないように気をつけながら進むということで、以い降こうの判定を【感知】に変へん更こうします。

ジェイス：【感知】っ!?　また私の苦手な分野だ。まったく住みにくい世の中だな（笑）。

ＧＭ：なお、難易度は13のままです。

ジェイス：みんな、【感知】はいくつだ？　ちなみに私は４だ（笑）。

フィンニー：あたし５です。

ルード：３！

バニィ：わたくしは６ですわ。

ルード：やっぱり、バニィさんが一番だなあ。

フィンニー：じゃあ、あたしからいきます。でも、８以上出さないと成功しません。

ジェイス：では、私が支援するからフェイトを１点使って一気に進行値を上昇させてくれ。

フィンニー：分かりましたっ！

ＧＭ：では、ジェイスが支援判定ですね。能力値は？

ジェイス：もちろん【精神】だ！

ルード：また精神的な応援かい！（一同笑）

ジェイス：今回は大丈夫だ、５以上だしな！　（ダイスを振る）よし！　出目が８で成功だ。フィンニーくん、こっちには敵はいない！

フィンニー：では、進行判定いきます。フェイト１点使います！

ルード：一気に駆かけ抜ぬけるんだ、フィン！

フィンニー：はい！　３Ｄ＋５で判定します。えい！（ダイスを振る）やった、ダイス目は12！　支援を足して達成値は19です！

ＧＭ：差分は＋６──と、いうことは進行値４点上昇！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：で、進行値６でイベント。押おし寄よせる敵を排はい除じよする。以降の判定を【敏びん捷しよう】に変更。

ジェイス：今度は【敏捷】かよっ!!

ＧＭ：ただし、進行値８でもう一回イベントが発生しますので、進行値６のイベントは発生せず！　進路を妨ぼう害がいするために配置されていた妖魔は、みなさんが通とおり過すぎたあとに出現したことにしましょう。うしろから憤ふん慨がいしている妖魔たちの叫さけび声が聞こえてきます。

ルード：さすがだな、フィン！

フィンニー：こ、これくらい、たいしたことないです！　別にルードさんのために、やってるわけじゃないですからねっ！

ルード：いや、だからもういいって（笑）。

フィンニー：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：では、進行値８のイベント。洞窟を進んだ先は広い空間になっており、そこには見るからに禍まが々まがしい神殿が建たてられています。その入口の前には、妖魔軍の本隊が待ち受けていて、ここを突破できれば、神殿に突入することができます。以降の判定を【幸運】に変更！

ルード：【幸運】か……。オレ、４しかないぞ。

フィンニー：（ジェイスのキャラクターシートを見て）あ、ジェイスさん、５もあるじゃないですか！

ジェイス：しかし、難易度13だぞ？　８以上だから、ちょっと厳しいかな。

ルード：ジェイスさん、がんばってくださいっ！（笑）

ジェイス：（態たい度どががらっと変わって）ふっ、任せてくれたまえ。

フィンニー：失敗したら、騎士隊全ぜん滅めつですよ。

バニィ：責せき任にん重大ですわね。

ジェイス：あまりそういうことを言わないでくれ。私はプレッシャーに弱いんだ（一同笑）。

ＧＭ：さて、それでは第３ラウンドに移うつりましょう！




●第３ラウンド

ＧＭ：さて、このラウンドが最後です。ここで、騎士団が全滅するか、それとも生き残るかが決まります！

ジェイス：だから、プレッシャー掛かけるなって！（一同笑）

バニィ：あっ、ＧＭ。ここでやりたい演出があるんですけど……。

ＧＭ：演出？

バニィ：はい。洞窟に入る前にフィンニーさんの父親のことを知っていた騎士がいたじゃないですか。その彼がここでこう言うんですよ。「ここは我々に任せて、みなさんは先に行ってください！」

ルード：おお、かっこいいぞ！（笑）

フィンニー：（しばらく考えてから）……では、みなさんにお任せします。でも、この戦いが終わったら、ぜひお父さまの話を聞かせてください。

バニィ：その言葉にその若わかき騎士──エディはこう言います。




　あ、名前がついた。




バニィ：（騎士エディになって）「もちろんですとも！　ヴァルター卿がいかに高こう潔けつで、素す晴ばらしい騎士だったか、お話しして差し上げます！」

フィンニー：ありがとうございます。生きて帰れたら、ぜひお願いします（笑）

バニィ：（騎士エディになって）「ヴァルター卿を助けられなかったせめてもの罪つみ滅ほろぼしとして、みなさんの進む道を、今ここで我々王立騎士が切り拓ひらきましょう！」

ジェイス：ダメだ！　それ以上はダメだ！　話をすればするほど、こいつの死亡確率が上昇していく！（一同笑）

フィンニー：……分かりました。あなたの拓いた道を、あたしは進んでいきます。だから……だから、絶対に死なないでください！

バニィ：（騎士エディになって）「もちろんです！」そしてエディはフィンニーに笑顔を向けて、仲間の騎士たちと共に妖魔の群れへと突っ込んでいくのです！　ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]（爽さわやかな笑顔、そしてため息）。

ＧＭ：ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]、じゃないっ！　なに、すべてをやり遂とげたような顔をしてるんだよ！（笑）

バニィ：今回のセッションは、これでもう満足ですわ（笑）。

ＧＭ：まだ始まったばかりだろ！（一同笑）

バニィ：あらあら？（笑）

ＧＭ：はいはい。それでは、ＦＳ判定の続きいきますよ！　ちなみに、このラウンドが最後です。さっきも言いましたが、全員が失敗すると騎士たちは全滅です。

フィンニー：みんなで支援突つっ込こみます？

ルード：それしかないかな？

ジェイス：だが、残り１だ。普通に13以上で成功すれば問題ない。

ＧＭ：そうですね。ひとりが13以上を出せば突破できます。

ジェイス：ひとり支援してくれれば、私はダイス目６以上で成功できるぞ。

バニィ：なら、わたくしは支援判定に回ってジェイスさんを支援しますわ。ここは待機で。

ＧＭ：じゃあ、次はフィンニーとジェイス。

フィンニー：待機します。

バニィ：では、ジェイスさんのイニシアチブプロセスで支援判定。【器用】で判定しますわ。

ジェイス：うむ、頼たのんだぞ！

バニィ：　バニィサポート！　と叫びつつ、援えん護ご射しや撃げきします。（ダイスを振る）達成値は16で成功！　ジェイスさんの背はい後ごに忍しのび寄よっていた妖魔たちを一いつ掃そうしますわ。

ジェイス：おお、ご苦労。あとは任せたまえ。よし、ここで《アンプロンプチュ》を使用！　【幸運】判定を呪歌判定に変えるぞ……（ダイスを振る）どりゃ！　あっ……。

フィンニー：ええぇ────っ!?（がたっ！）




　無常にも、ダイスの目はすべて〝１〟だった。




一同：ファンブルっ!?

ルード：ジェ、ジェイスさんっ!?

フィンニー：（ジト目で）ちょっと、ジェイスさん？

バニィ：あまりの衝しよう撃げきに、思わず立ち上がってしまいましたわ（笑）。

ジェイス：おいしいだろ？　これがリプレイのプロというものだ（笑）。

ＧＭ：（英知の妖よう精せいっぽい感じで）素晴らしい、素晴らしいダイス目です！

ジェイス：その言い方、なんかむかつくんだが（笑）。仕方ない。振り直しに１点、ダイスを増ふやすために１点、フェイトを使おう！

フィンニー：ええぇ────っ!?（一同笑）

ジェイス：と思ったが、さすがにもったいないので、３Ｄのままでいいか。フェイトを振り直しに１点使うだけで……（ダイスを振る）ほら、いけた！　支援判定の分もあるので、達成値は20だ！

ルード：ふぅ[image: ][image: ]（ため息）。

フィンニー：よかった、よかったー（笑）。

ＧＭ：というわけで、ＦＳ判定は無事に成功です。騎士たちの活かつ躍やく、そしてバニィの援護射撃のおかげで、入口に立たち塞ふさがっていた妖魔たちを突破することができました。

ジェイス：うむ。一いつ瞬しゆん、行く方向を間ま違ちがえそうになったがな。

バニィ：援護射撃が無駄になるところでしたわ（笑）。

ジェイス：結果オーライというやつだ（笑）。

ＧＭ：では、このシーンは終了。次の地下神殿の中となります！







◆Middle 03◆決戦！　地下神しん殿でん




　護ご衛えいの騎き士しと共に、地下神殿の入口を力ずくで突とつ破ぱするルードたち。

　神殿の中に入るやいなや騎士たちは散開する。妖よう魔まが中に入ってこられないように横一列になり、盾たてを掲かかげ、武ぶ器きを構かまえる騎士たち。騎士隊のうしろにいた、一ひと際きわ立りつ派ぱな鎧よろいを着ている騎士隊長がヘルムのバイザーを上げ、振ふり向むきながら叫さけぶ。

「ここから先はお任まかせします。ご武ぶ運うんを！」




ＧＭ：では、次のシーンに移うつります。入口を守るために残った騎士たちを背せに、みなさんは地下神殿の奥おくへと進んでいきます！

ジェイス：そしてドーン！　と扉とびらが閉しまり、「ぎゃあ！」とか「ぐはっ！」とかいう、騎士たちの悲鳴が聞こえるという展てん開かいなんだな、きっと。

ルード：ＦＳ判定にちゃんと成功してますから！　死んでませんから！（一同笑）

ＧＭ：さて、神殿の中は外の喧けん騒そうが嘘うそのように、しーんと静まり返っています。

フィンニー：やっぱり、不気味な雰ふん囲い気きなんですか？

ＧＭ：そうですね。奇き怪かいな彫ちよう像ぞうが刻きざまれた柱や得体の知れない怪かい物ぶつが彫ほられたレリーフなど、禍まが々まがしい雰囲気に包まれています。

バニィ：はー、まがまがしていますわね。

ジェイス：まがまがってなんだ？（一同笑）

ＧＭ：そんなまがまがした中、みなさんは神殿の奥へと向かって、薄うす暗ぐらい通路を進んでいきます。壁かべにはたいまつ、炎ほのおがちらちらと燃もえて、ほのかに照らしています。

ルード：で、その先には……？

ＧＭ：漆しつ黒こくの祭さい壇だんのある大広間になっています。その祭壇の前には大小ふたつの人ひと影かげが……。ひとりは白はく衣い姿すがたのフォースタス。だらりと下げた右手には蒼月剣ルーナマーレが見えます。そして、もうひとりはフォースタスに寄より添そうように立っている黒いローブを羽は織おった少女。ただし、うつむいているため、その顔は陰かげになってよく見えません。

ルード：いたな、フォースタス！

ジェイス：待たせたな。恩おん人じんの仇かたき、今こそ討うたせてもらおう。

ＧＭ：「それはどうですか」フォースタスはそう言うと……（指を鳴らす）。彼の合図と共に、祭壇の陰から錬れん金きん銃じゆうを持ったフォモールが二体、現あらわれます。

ジェイス：ふっ、甘あまいな。今回は前のようにはいかんぞ。なぜならば、ここにいる少年が、新たな力を手に入れたからな！　いや、元に戻もどっただけなんだが（一同笑）。

フィンニー：そうですよ、紅炎剣プロミネンスの呪のろいが解とけたんですから！（笑）

ジェイス：それはそれとして、そっちに黒い剣はないだろうな？

ＧＭ：今のところ見えないです。

ジェイス：よーし、よしよし！

ルード：なら、勝ったも同然だ！

ＧＭ：「では、その新たなる力とやら、見せてもらいましょうか」

ジェイス：ふふん、後で吠ほえ面づらをかくなよ？

ルード：おうよ！

ＧＭ：「さて、吠え面をかくのはどちらでしょうか？」ジェイスの言葉に、意味ありげな笑みを浮うかべるフォースタス。

ルード：もちろん、そっちだ！

ＧＭ：「それでは、この地下神殿をみなさんの墓はか場ばとしてさしあげましょう！」と言って、フォースタスは蒼月剣ルーナマーレを掲げ、それと同時にフォモールたちもがちゃっと銃を構かまえます。

[image: ]

ルード：それはこっちのセリフだ。フォースタス、今度こそ、絶ぜつ対たいに逃にがしはしないからな！

ＧＭ：「逃げる？　この私わたしは、逃げも隠かくれもしない」

フィンニー：この私？　どういう意味？

ＧＭ：「それはこの私を倒たおした時に分かります」ニヤリと笑みを浮かべるフォースタス。

バニィ：倒した時に……？

ＧＭ：「もっとも、キミたちがそれを知ることは無理でしょうが……。なぜならば、ここで倒れるのはキミたちだからです」

ルード：はっ！　そう言っていられるのも、今のうちだけだ！

ジェイス：……悪役はいいなあ、話しやすくて（笑）。

フィンニー：ジェイスさん、羨うらやましがらないでください！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、戦せん闘とうを開始しましょうか。




●第１ラウンド

ＧＭ：エネミーの配置は、ＰＣのエンゲージから五メートル先にフォースタスと黒衣の少女。さらにその五メートル後方に、フォモールシューターが別々のエンゲージとなっています。行動値はフォースタスは13、黒衣の少女が８。

フィンニー：うわっ、速いなぁ……。

ＧＭ：そして、フォモールシューターが３。

フィンニー：こっちはそうでもないけど……あとだから怖こわいかも。

ルード：そうだね。




▼行こう動どう値ち

　フォースタス　　　　　　　　　　13

　バニィ　　　　　　　　　　　　　10

　黒衣の少女　　　　　　　　　　　８

　フィンニー　　　　　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　　　　　６

　フォモールシューター×２　　　　３

[image: ]




ＧＭ：まずはセットアップ！　こっちはなし。バニィは？

バニィ：ありませんわ。

ＧＭ：次はジェイスとフィンニー。

フィンニー：《エンサイクロペディア》を使います。

ＧＭ：誰だれに使いますか？

フィンニー：うーん、どうしよう？　ローブの子を調べようかな。

ジェイス：おお、それだ。あの子の能のう力りよくは気になるからな。

ルード：オレも、あの女の子のことは気になる。頼たのむよ、フィン。

ジェイス：さあ、やつの化けの皮をはがしてやれ。

フィンニー：ローブの子に《エンサイクロペディア》です！

ＧＭ：了りよう解かいしました。では判はん定ていをどうぞ。

フィンニー：《モンスターロア》も持ってるから３Ｄ。（ダイスを振ふる）よし、高め！　ダイス目は、４、５、６！　エネミー識しき別べつの達成値は22です（笑）。

ＧＭ：それは余よ裕ゆうで抜ぬけますね。レベルは５、分類は人じん造ぞう生物です。

フィンニー：人造生物!?

ルード：ど、どういうこと？

ＧＭ：取得しているスキルは《ファイアボルト》《マジックフォージ》《マジックブラスト》《インタラプト》。

フィンニー：《インタラプト》を持ってるんだ。

ＧＭ：あとは、《魔ま力りよく増ぞう強きよう》《魔ま術じゆつ強きよう化か》《禁きん忌き魔術》《超ちよう絶ぜつ魔力》で、この辺は全部パッシブで、魔ま法ほう関係の能力が上がるものです。ほかに《アクロバット》も持ってます。

ルード：なるほど。

ジェイス：《ファイアボルト》か……。当てずっぽうではあったが、見事に的中したな。今回、この私が購こう入にゆうしたエレメンタルシールドは、選んだ属ぞく性せいのダメージを20点軽けい減げんする。（自信満々に）そして、私がプリプレイで選んだのは────〈火〉属性!!




　本文では省しよう略りやくしているが、そのとおりである。




ＧＭ：くそー、絶対に言われると思ってたんだよな（笑）。

ジェイス：はっはははは。なんだか、すっげーいい気分だ（一同笑）。

ルード：すごいよジェイスさん！

ジェイス：しかし、分類が人造生物か……。まぁ、前巻のオープニングのシーンから考えれば、当然といえるか。

ＧＭ：で、セットアップは終わりとなりますが……。

ジェイス：さて、ここで《陣じん形けい》を使うかどうかだが。

ルード：使いましょう。

ジェイス：そうだな。ローブの少女が《マジックブラスト》を持ってるからな。ここは、さっさとこちらのエンゲージを分けた方がよさそうだ。

ルード：了解。じゃあ、《陣形》を使用します！　オレが前に出てフォースタスとエンゲージ！

フィンニー：あたしは魔法が届とどけば大だい丈じよう夫ぶだから、五メートル下がります。

ジェイス：私も離はなれるぞ。

バニィ：同じく、わたくしもエンゲージから外れます。




　ルードの合図と共に、フィンニー、ジェイス、バニィの三人は一いつ斉せいに距きよ離りを取った。

　ルードは雄お叫たけびを上げながら、フォースタスに向かって突とつ進しんする！




ＧＭ：では改めてフォースタスの行動。向かってきたルードに、蒼月剣ルーナマーレで攻こう撃げきします。

ルード：武ぶ器きで攻撃!?

ジェイス：まぁ、フォースタスは元もと騎き士しだからな。剣で攻撃してもおかしくない。

ルード：確たしかにそうですね。

ＧＭ：（ニヤリ）命中は２Ｄ＋８。えいやっ！　（ダイスを振る）達成値は13！

ルード：そんな攻撃は……（ダイスを振る）ほーら、ダイス目が11だから、達成値は15！　回かい避ひ成功っ!!

バニィ：すばらしいですわ！

ジェイス：（ぼそっと）２Ｄ＋８？　思ったよりも低いな……。

ＧＭ：フォースタスの斬ざん撃げきを、あっさりと避さけるルード！

ルード：ふんっ！　たいしたことねぇな！　そんな攻撃、効きくわけないじゃないかっ。

ＧＭ：「フッ、いきがっているのも今のうちです」と、フォースタスはニヤリと笑う。

バニィ：次はわたくしですね。ローブの子とフォースタスをまとめて射しや撃げきしますわ。マイナーで《フェイント》、メジャーで《ワイドアタック》。３Ｄ＋11で判定します！

ＧＭ：「くっ！」

バニィ：ではいきますよ。《フェイント》なので、リアクションにマイナス１Ｄをお願いします。いきますわよ！　バニィフラッシュ！　（ダイスを振る）11、達成値22！

ＧＭ：くっそー！　毎回のことながら、バニィの《フェイント》が超イヤ！　　ダイスが一個こしか振ふれないんじゃ……（ダイスを振る）無理無理……フォースタスは回避失敗。ローブの少女の方は……（ダイスを振る）あ、ファンブル！（一同笑）

バニィ：ファンブルですか……。では、このわたくしの攻撃で、少女のローブがはらりと脱ぬげて、顔が見えたことにするのはどうでしょう？

ルード：おっ、それはいい演えん出しゆつですね！

ＧＭ：（なるほど。ここで顔が見えるのも面白いか……）




　クリティカルやファンブルによって、判定の成功や失敗以外のことが起きるとは、ルールブックには書かれていない。が、ゲームを面白くするために、判定でクリティカルやファンブルが出た時、ハプニングやアクシデントが起こったことにして、ちょっとした演出や効こう果かなどを加えてもよいだろう。

　ただし、あくまでも〝おまけ〟ということを忘わすれないように。




ＧＭ：分かりました。では、そのアイデア採さい用よう！

ルード：おっ！　ついにローブの少女の正体が明らかにっ！

ＧＭ：牽けん制せい射撃によって相手を足止めし、すぐさま狙ねらいをつけて攻撃するバニィ。フォースタスはその攻撃を避けることができず、バニィの放った銃じゆう弾だんをすべて食らってしまう。そして、その攻撃はローブの少女も巻まき込こみ、少女のローブが銃弾によって斬きり裂さかれ、その顔が露あらわになる！　と、そこに見えたのは──。

フィンニー：（間かん髪はつ入いれずに）レーナ？　レーナさんっ!?

ルード：え？　なにっ!?

ＧＭ：そう！　フィンニーの叫さけび声ごえのとおり、フォースタスの隣となりにいたのはレーナ！

ルード：なんだってっ!!

ＧＭ：がっ！　よく見ると髪かみの色がレーナとは異ことなります。レーナの髪は榛はしばみ色ですが、目の前にいる少女の髪はレーナよりも薄うすく、ブラウンというよりはイエローに近い色です。そして、表ひよう情じようも変えないまま、虚ろで冷たい瞳ひとみをみなさんの方に向けています。

ジェイス：まぁ、予想はついていたがな（笑）。

ルード：レーナではないんですね？

ジェイス：フィンニーくんの見立てでは、彼女はどうやら人造生物のようだからな。レーナくんではないだろう。

フィンニー：それに、あの目は、レーナさんの目じゃありませんっ。本物のレーナさんの瞳は、もうちょっと輝かがやいてます！　あんな死んだ魚みたいな目はしてません！（笑）

ルード：本当に!?　レーナの目に、自分の目が映うつってるような感じに覗のぞき込こみます。

ＧＭ：まぁ、エンゲージしてるから可か能のうか（笑）。そうすると、やっぱり目の輝きがありません。死んだような目をしています。

ルード：こいつ、レーナじゃない！　レーナはこんな死んだ魚みたいな目はしてない！（笑）

ジェイス：よく知っているじゃないか。そんな至し近きん距きよ離りで見たことがあるのか？（笑）

ルード：え？　えーっと……た、たまに。

フィンニー：どういうことっ!?（一同笑）

ジェイス：ふむ。そういえば、前の巻かんでレーナくんと顔を近づけ合っていたな。

ルード：ここでそれを言い出しますか!?

フィンニー：（ふくれっ面で）むっ！

ルード：あ、あれは誤ご解かいだって！　ほら、なにもなかったことは、あのあとにレーナから聞いていたじゃないですかっ!!（一同笑）

フィンニー：それとこれとは話は別です！

ルード：別じゃないだろ！

ジェイス：うむうむ。若わかいということはいいことだ（笑）。

ルード：他人ごとのように言わないでください！（一同笑）

バニィ：（恐おそる恐る）あのー。

ジェイス：なんだね？　バニィくん？

バニィ：ところでわたくしはそのまま範はん囲い攻撃しちゃってもいいのでしょうか？　まぁ、すでに命中はしてしまっているので、どうしようもないですが……（笑）。

フィンニー：あっ！（笑）

ジェイス：構かまわん、やれ！　あれは、レーナの偽にせ者ものだ！（笑）




　ジェイスの言葉に、バニィは《ピアシングストライク》を宣せん言げん。フォースタスとレーナにそっくりな少女に40点の物理ダメージを与あたえる。

　ちなみに技わざ名はバニィジェノサイドであった。もっとも、どの辺りがジェノサイドなのかは、まったく不明なのはいつものことである。




ＧＭ：次は【行動値】８のレーナに似にた少女──面めん倒どうなので〝偽にせレーナ〟としておきましょうか──が、目の前のルードに攻撃！　レーナとまったく同じ顔をした少女が、躊ちゆう躇ちよすることなく、《ファイアボルト》を放ちます。

ジェイス：「ルード、避けないで」って言ってくるんだな（笑）。

ルード：うん、分かった！　……じゃなくて！　くそ、レーナと同じ顔で惑まどわせるなんて。

ＧＭ：《ファイアボルト》です。いきますよ！（ダイスを振る）

ルード：うわっ、でかっ!?

ＧＭ：出た、四五六っ！（一同笑）　15だから、命中が23！

ルード：（ダイスを振る）ん、６だから10、無理だった。やっぱり動どう揺ようしたから。

フィンニー：動揺したから、ダイス目がまた平へい均きんに（笑）。

ルード：ほんとだよ！　６だもんな！（笑）

ＧＭ：はーい。では、《マジックフォージ》を乗せます。

ジェイス：いきなりかっ!?　……ま、当たった時に突つっ込こむのは基き本ほんだな。

ＧＭ：ダメージは11Ｄ＋20になります。

ルード：ち、ちょっとでかいぞ、これ……！

ＧＭ：偽レーナの放った火か球きゆうが一気に巨きよ大だい化かし、ルードを押おしつぶすかのように飲のみ込こんでいきます！　てい！（ダイスを振る）65点の魔法ダメージ！

ルード：うお、でけぇ!?　それはかなりやばいぞ！

ジェイス：大丈夫だ。この私が守ろう。《プロテクション》！

ＧＭ：おっと、それを《インタラプト》！

ルード：うおっ!?　そこに使うのか!!

ジェイス：ぐおっ！　私の《プロテクション》が!?　なんてえげつない！

ルード：【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が５点なので、60点ダメージ！　残りＨＰが15点になります。ぐわっ！　一気に減へった！

ＧＭ：ルードが炎ほのおに包まれている様子を、彼女は無む表ひよう情じようでじーっと見つめています。

ルード：そ、そんな顔で見るな！（一同笑）

ＧＭ：これで行動は終しゆう了りよう。次はジェイスとフィンニーの行動ですが。

ジェイス：おっと、その前にイニシアチブで《クイックヒール》をルードくんに。

ＧＭ：了解です。どうぞ。

ジェイス：魔術判定は……（ダイスを振る）成功。回かい復ふくは……（ダイスを振る）28点だ。

ルード：43点まで回復しました！　ありがとうございます、ジェイスさん！

ＧＭ：では改めて。フィンニーとジェイスの行動です。

フィンニー：マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《アースバレット》！　フォースタスと偽レーナさんのエンゲージに！　命中は３Ｄ＋９です！　（ダイスを振る）低っ!?　３、３、２…達成値は17です。

ＧＭ：まずは偽レーナから回避。ダイス目は11以上。（ダイスを振る）ダイス目９、残念！

ジェイス：危あぶないな、おい。

ＧＭ：次はフォースタス。こちらは10以上！　（ダイスを振る）よし、避さけたっ！

ジェイス：避けたっ!?

ＧＭ：「ふっ、どこを狙ねらって攻撃してるんですか？」フィンニーの魔法を最さい小しよう限げんの動きでかわしたフォースタスが、バカにしたように言います（笑）。

フィンニー：むっ！　で、でも偽レーナには当たったからいいんです！　ダメージは７Ｄ＋24！　えいっ！　（ダイスを振る）まそっぷ！

ジェイス：ソード○スターヤ○トかよっ！（一同笑）

フィンニー：ほら、ダイス目悪かったから（笑）。

ルード：なんでだよ！　なんでダイスが悪いと「まそっぷ」なんだよっ！（一同爆笑）

バニィ：でも、７Ｄで23出てますよ。

ジェイス：まあ、平均近くは出てるな。

ルード：平均で低いって言われたら、オレの立場がないじゃないですか！（一同笑）

ＧＭ：と、ともかく！　フィンニーの魔法が偽レーナに命中、39点のＨＰダメージを受けました。フォースタスには避さけられたものの、魔力のこもった石飛礫つぶてを全身に受けた偽レーナは、バッドステータスの［スリップ］によって体たい勢せいを崩くずしてしまいます。しかし、まったく表情は変わりません。その様子はまるで人形のよう……。

ジェイス：こわっ！

ＧＭ：攻撃してきたフィンニーの方をじーっと見ている。

フィンニー：こ、この子恐こわい！（笑）

ＧＭ：これでフィンニーの行動が終わり。次はジェイス。

ジェイス：んー、私は待機しよう。物理攻撃か魔法攻撃か、様子を見てから決めよう。

ＧＭ：了解しました。ではルードです。

ルード：お、オレか。ダメージ受けている偽レーナを……。

ＧＭ：ルードが剣を振ふりかぶると、転てん倒とうしたままじーっと見つめます。

ルード：うおっ……（笑）。

ＧＭ：そんなルードの様子を見て、フォースタスは「いいんですか、そのまま攻撃しても？」と言います（笑）。

ルード：お、お前にはだまされないぞ、フォースタス！　いままで散々だまされてきたんだからな！

ＧＭ：「おやおや、本当にいいんですか？」

ルード：とにかく、いくぞ！　もう迷まよわない。マイナーは《スマッシュ》、メジャーが《バッシュ》で斬きり込こむ！　命中は３Ｄ＋７で。

ＧＭ：では、どうぞ。

ルード：せーのっ！　（ダイスを振る）おっ、ダイス目14だ！　命中は21！

ＧＭ：本当に容よう赦しやねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。回避は……（ダイスを振る）ダメ！　回避失敗っ!!　ならば……（しばらく考えて）偽レーナは攻撃してくるルードから視線を外すことなく、その剣が自分の身体に当たるまで、暗い瞳ひとみでずーっとルードを見つめています（笑）。

一同：ひぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ルード：くそーっ、なんか、ものすごいやりにくいんですけど……（気を取り直して）でも、ダメージいくぜ！（ダイスを振る）ダイス目が28だから、50点の物理ダメージ！

ＧＭ：ルードの剣は容赦なく、レーナによく似た少女を斬きり裂さく！

ルード：お、お願いだから、容赦なくとか言わないでくださいよ！　う、なんだか悪いことをしているような気がするじゃないですか……。

フィンニー：あぁ、ルードさんがレーナさんのことをっ！

ルード：いや、だから、こいつはレーナじゃないって！（一同笑）

ＧＭ：そう、目の前にいる少女は確たしかにレーナではありません。が、その姿すがたは、髪かみの色が違ちがうことを除のぞけば、まさにレーナ！　彼女はルードに斬られ、崩くずれ落おちながらも表情を変えることはありません。痛いたみなど感じていないかのように……。

ルード：恐い、それは恐いっ!!

ＧＭ：そして────どさっ！　ずだ袋ぶくろが床ゆかに落ちるかのような鈍にぶい音と共に、レーナによく似た少女はその場に倒たおれます。

ジェイス：えっ!?　倒れるの!?　なにかしてくるかと思ったんだが……。

ＧＭ：そう。レーナによく似た少女は、ルードの攻撃に対してなにをするわけもなく、なぜと問うこともなく倒れ、ただただルードをじっと見つめ続ける……。

ルード：見るなっ！　こっちを見るな───っ!!（一同笑）

ジェイス：う～む。

フィンニー：どうしました？

ジェイス：おかしい。あまりにも脆もろすぎる。

バニィ：そうですわね。確かに弱すぎるような気がしますわ。

ＧＭ：（ニヤリ）では、最後にフォモールシューターが攻撃。さて、誰を狙ねらおうか……こんな時は「まずは神官から」という原げん則そくにしたがおう（笑）。

ジェイス：おい、ちょっと待て！（一同笑）

ＧＭ：ムーブアクションで《ホークアイ》。マイナーはなし。メジャーは……《ワイドアタック》を使って＋２しておこう（笑）。

ジェイス：くそー。

ＧＭ：命中は４Ｄ＋５。よっと！　（ダイスを振る）出目が16だから、達成値は21。

ジェイス：こっちは２Ｄ＋２だからクリティカルのみ……（ダイスを振る）４、失敗。

ＧＭ：ではダメージ。ずきゅーん！（ダイスを振る）32点の物理ダメージ！

フィンニー：さっきから、６ばっかり出ますね！

ＧＭ：う～ん、確かに６は出てるんだけど……あまり高くないという（笑）。

ジェイス：だが、このままだと15点もＨＰダメージを受けてしまうので、自分に《プロテクション》だ。（ダイスを振る）【物理防御力】と合わせて30点止めるので、ＨＰダメージは２点か。……貴き様さま、この私の頬ほおに傷きずをつけたなっ!?（一同笑）




　なぜ、悪役っぽくなる。




ＧＭ：では、もう一体がフィンニーに攻撃……（ダイスを振る）命中は19です。

フィンニー：ほら、ゆーらさんのダイスは６が必ず一個は出て恐いっ！　回避は２Ｄ＋５です、クリティカルのみ。（ダイスを振る）うっ、低い。６で失敗です。

ジェイス：６は低くない、普ふ通つうだ（笑）。

ルード：そうだよ、オレはいっつも６か７だよ！（一同笑）

ＧＭ：それではダメージ、３Ｄ＋20……（ダイスを振る）！

ジェイス：うおっ!?　また６が一個か（笑）。

フィンニー：ほら！　６が必ず出るのー！（笑）

ＧＭ：でも、一個しか出ない。これはこれで中ちゆう途と半はん端ぱ（笑）。ダメージは31点。

ジェイス：フィンニーくんに《プロテクション》。（ダイスを振る）おっ、いいぞ。

フィンニー：ちょっと！　何で１が二個も出てるんですか（笑）。

ジェイス：それでも16点軽減（笑）。

フィンニー：それだと８点ダメージで、ＨＰの残りが40点です。まだまだ平気！

ジェイス：ふふふ、思った以上に後方の射しや撃げき陣じんは弱いようだ。

ＧＭ：これでフォモールシューターの行動が終了。最後は待機していたジェイスです。

ジェイス：さて、どうするか……。ん？　待てよ。確か、フォースタスは元騎士だったな。ということは、魔法攻撃の方が効くかもしれん。

ＧＭ：ちなみに、《エンチャントウェポン：無》の射しや程ていは至近ね。

ジェイス：……（←ごまかしの笑み）。

バニィ：でも、近くにいればルードさんが守ってくれるはずですわ。

ジェイス：おぉ～、それもそうだな！　よし！　ルードぉぉぉ！　と、叫さけびながらムーブアクションで走っていく（笑）。

ルード：お願いしますっ！

ＧＭ：では、フォースタスが剣を構かまえ──。

ジェイス：いや、だからルードと一いつ緒しよのエンゲージだと殴なぐられるんだって（笑）。取り消し、取り消し！　《ジョイフルジョイフル》をフィンニーに！

ルード：期待させておいて、そりゃないですよ、ジェイスさんっ！（一同笑）

ジェイス：そう言うな。私が攻撃を受けると、ルードくんが《カバーリング》を使わねばならなくなるからな。まだ序じよ盤ばんも序盤。ＭＰは温おん存ぞんしておこうじゃないか（笑）。ということで、呪歌判定……（ダイスを振る）成功！　さぁ、フィンニーくん！

フィンニー：はい！　マイナーで《エキスパート》。メジャーで《アースバレット》で攻撃します！（ダイスを振る）命中は21です！

ＧＭ：こちらの回避は２Ｄ＋７！（ダイスを振る）おっ！（←６が一個出て止まる）

一同：ちょ、ちょっとっ！




　じっと回転するダイスを凝ぎよう視しする一行。

　だが、もうひとつのダイスの出目は３。クリティカルはしなかった。




ＧＭ：……残念（笑）。

フィンニー：ふぅ。ゆーらさんのダイス目、心しん臓ぞうによくない！（笑）

ＧＭ：先ほどはフィンニーの攻撃を回避したフォースタスですが、二度目はありませんでした。「くっ！　魔力の展開が早いっ！」

フィンニー：（ダイスを振る）ダイス目は22だから、46点の魔法ダメージです！

ＧＭ：「ぐぐうっ！」フィンニーの放った石飛礫を一身に浴び、痛みに耐たえるフォースタス。その威い力りよくに思わず跪ひざまずいてしまいます。だが、まだ倒たおれない。ただ、バッドステータスの［スリップ］は受けてしまう。

ルード：やったぞフィン！　こっちが押おしてるぞ。

ジェイス：フォースタス、貴様の実力はそんなものか！

ＧＭ：「……この程てい度どで勝った気にならないでほしいものですね」これで全員の行動が終了。次のラウンドに移うつります！




●第２ラウンド

▼行動値

　フォースタス　　　　　　　　　　13

　バニィ　　　　　　　　　　　　　10

　フィンニー　　　　　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　　　　　６

　フォモールシューター×２　　　　３
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ＧＭ：それでは第２ラウンドのセットアッププロセスから！　こちらのセットアップはありません。

バニィ：わたくしもありませんわ。

フィンニー：《エンサイクロペディア》をフォースタスに！　（ダイスを振る）あらら、達成値14だと、ちょっと無理かも？

ＧＭ：14か……それだと識別値に届とどかないので、フォースタスの能力は分かりません。それでは、通つう常じようのイニシアチブプロセスに移ります。フォースタスが目の前にいるルードを蒼月剣ルーナマーレで攻撃！　（ダイスを振る）命中は14です。

ルード：さっきは回避できたけど……（ダイスを振る）ダメだ。回避失敗！

ＧＭ：では、フォースタスの蒼月剣ルーナマーレが、ルードを横一文字に斬る！（ダイスを振る）24点ダメージ！

ジェイス：24ダメージ？　スキルは？

ＧＭ：使用してませんよ。さっきも宣せん言げんしなかったでしょ？

ジェイス：使用していない？　どういうことだ？　（ルードに）ダメージは？

ルード：【物理防御力】が18点だから、６点のＨＰダメージです。

ジェイス：う～ん……（しばし悩なやむ）たいしたダメージではないが、一いち応おう《プロテクション》で防ふせいでおくか。（ダイスを振る）おぉっ！　20点軽減したぞ（笑）。

ＧＭ：なら、ノーダメージですね。ジェイスの張はった魔法の障しよう壁へきによって、フォースタスの攻撃は完全に弾はじかれます。

ルード：（余裕そうに）どうした、そんなもんかよ？

ＧＭ：「さて、どうですかね」ここでまたしてもフォースタスはニヤリと笑います。

ルード：やっぱり、なにか企たくらんでるのか？

バニィ：だとしても、このラウンドで倒してしまいましょう。長引くと、それはそれで面めん倒どうですわ。それでは、わたくしの攻撃ですわね。ここは新しん技わざをお見せしましょう！

ルード：おおっ、新技!?

バニィ：マイナーで《フェイント》、メジャーで《ビースティング》。新しん必ひつ殺さつ技わざアナグマシュート！（一同笑）

ルード：ア、アナグマ!?（笑）

ジェイス：何だよそれ!?（笑）

バニィ：たまには技の雰囲気を変えてみようかと思いまして（笑）。

ジェイス：でも、なんでアナグマなんだ!?（笑）

バニィ：ルードさんがディフェンスしている時に、後方からぴしゅんぴしゅん撃うつからですわ（笑）。

ジェイス：だから、アナグマ？（笑）

バニィ：そういうことです。では、命中振りますわ！　（ダイスを振る）くっ、クリティカルしてもよかったのに！　達成値は27です。

ＧＭ：それに１Ｄでとか無理、避けられない！

バニィ：《ピアシングストライク》を宣言します。たっ！（ダイスを振る）

ルード：おぉ──っ！　６が二個も出てる！

バニィ：でも、１が二個も出てますわ。

ジェイス：合計した結果、平均になったな。

フィンニー：あぁ、バニィさんにも平均の呪のろいが！

ルード：オレの平均目は呪いかよっ！（一同笑）

バニィ：というわけで、37点ダメージですわ！

ルード：スルーかよっ！（一同爆笑）

ＧＭ：おっと、それだとフォースタスは戦せん闘とう不ふ能のうになりますね。

ルード：えっ、やられちゃうの!?

ＧＭ：「ぐ、ぐはっ！」短い悲鳴と共にフォースタスは、レーナによく似た少女に覆おおい被かぶさるように、その場に倒たおれます。

ジェイス：なんだ、えらくあっけないな。戦闘終了か？

ＧＭ：いえいえ。戦闘は続きますよ。

ジェイス：続くのか！

ルード：ふたりとも倒したら終わりだと思ってたけど……。

ＧＭ：いえいえ。まだ、フォモールシューターがいますから（笑）。

ジェイス：降こう伏ふくには応おうじそうもない？

ＧＭ：なさそうですね。その場から動くことなく、銃じゆう口こうをみなさんに向けています。

ジェイス：なら、後方にいる雑魚ざこをやってしまおう。

ＧＭ：では、ジェイスとフィンニーの行動です。

フィンニー：あたしからいきます！　《エキスパート》《アースバレット》です。えい！　（ダイスを振る）あ、クリティカル──!!

ジェイス：ここでか!?

フィンニー：ちょっとダイス目が戻ってきました。遅おそかったけど（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ああ、クリティカルしない。回避失敗！




　フォースタス、黒衣の少女が倒れても退こうとしないフォモールたち。

　妖魔たちの解げせない行動に首を傾かしげながらも、四人はフォモールシューターへの攻撃を続ける。

　とはいえ、前ぜん衛えいのいなくなった射撃手に勝ち目があるはずない。

　フォモールシューターはフィンニーの魔法──《アースバレット》、さらにルードの一いち撃げきを受け、あっという間に戦闘不能に陥おちいった。




バニィ：終わりましたね。

フィンニー：でも、これで本当に終わり？

ジェイス：いや、これで終わりとは思えない。なんといっても、まだミドルフェイズの前半も前半。これで終わりとは思えない！

ＧＭ：いや、だからそういうメタな発言を。いや、まぁそうなんですけど（笑）。

一同：ですよね～（笑）。

ルード：ということは……。

ＧＭ：（大きくうなずく）みなさんの目の前で、倒れていたフォースタスの姿が薄くぼやけ始め、それと同時にみるみると姿すがた形かたちが変わっていきます。そして──。




　そこに倒れていたのは、フォースタスとは似にても似つかぬ妖魔だった。







◆Middle 04◆囮おとり




　ルードたちが倒たおしたのはフォースタスではなかった。

　痩やせこけた顔は人間ではなく妖よう魔まフォモールのものだ。気がつくと、特とく徴ちよう的てきな眼鏡めがねや白はく衣いもなくなり、まったく違ちがう服ふく装そうになっている。

　手にしていた蒼月剣ルーナマーレもその輝かがやきはすでに失せ、それどころかただの短たん剣けんへと変わっていた。




ルード：……は？

フィンニー：短剣？

ＧＭ：しかも、フォースタスの姿はフォモールに変わっています。

ジェイス：フォモールということは、おそらくフォモールフィーラーだな。変へん身しん能のう力りよくを持つ妖よう魔まで、人間の街などに潜せん入にゆうしている連中だ。
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ＧＭ：当たりです（笑）。

ルード：やっぱり偽にせ者ものか。だから弱かったんだな。

フィンニー：偽レーナさんは？

ＧＭ：そちらはそのままです。フォモールフィーラーは一体だけのようですね。

ジェイス：ということは、偽レーナは使つかい捨すてか？

ＧＭ：「……俺おれだけだと、怪あやしまれるからな。それに、そいつはもう用なしさ。本物が手に入ったからな」

ルード：本物？　レーナのことかっ！

ＧＭ：ルードの叫さけび声ごえに、フォモールは意味ありげな笑えみを浮うかべます。

ジェイス：そりゃそうだ。なにしろ、もうすでにレーナもレティシアもいないからなぁ。

ＧＭ：とはいえ、みなさんはまだそのことを知りませんから（笑）。

ルード：そ、そうだった。ということは、今のフォモールの言葉を聞いたら……。

バニィ：レーナさんがさらわれたと思いますわね。

ルード：うわっ！　それは大変だっ！　早く王おう城じように戻もどらないとっ！

ＧＭ：「わざわざこんなところまで来て、無む駄だ足あしだったな。まったくご苦労なことだ」慌あわてるルードの様子を見て、フォモールは嘲あざ笑わらいます。

ルード：フォモールのくせにっ！（一同笑）

ジェイス：ひとつ教えてくれないか？　なぜ、この少女はレーナくんと同じ姿すがたをしている？　レーナくんとは何者なのだ？

ＧＭ：「教えて欲ほしいか？」

ルード：教えろっ！

ＧＭ：「そんなに教えて欲しいか？」

ルード：いいから、早く教えろっ!!

ＧＭ：ルードの剣けん幕まくを十分に堪たん能のうしたあと、フォモールはこう答えます。「い、や、だ、ね！」

ルード：うわっ！　すげーむかつくっ!!（一同笑）

ＧＭ：「ふはははは！　今いま頃ごろ我わが主は本来の目的を達成されていることだろう……楽しみにしているのだな」

ルード：本来の目的ってなんだっ!?　レーナはどうしたんだっ!?

ＧＭ：しかし、その問いにフォモールは答えません。代わりに、口からごぼっと大量の血が噴ふき出だす。

ジェイス：どうやら自害したようだな。

ルード：くそー、言いたいことだけ言いやがって！

ＧＭ：と、そこに戦いの終わった騎き士したちが、神しん殿でんの中に走はしり込こんできます。「神殿の外の掃そう討とうは、ほぼ終しゆう了りよういたしました」

ジェイス：ご苦労！

ＧＭ：「して、そちらはいかがでしたか？」

ルード：こっちは……偽者だったよ。

ＧＭ：「に、偽者ですと!?」ルードの言葉に驚おどろく騎士たち。

ルード：ああ。どうして外に妖魔が湧わいたかは分からないけど……ともかく、ここにはフォースタスはいなかった。

ジェイス：おそらく、あらかじめ召喚しておいたんだろうな。

ＧＭ：「そうですか……。とりあえず、地下神殿内の捜そう索さくは進めます」

ジェイス：よろしく頼たのむ。さて、このあとどうするかだな。

ルード：フォースタスの行方ゆくえは分からないし……。

フィンニー：レーナと王女さまの情じよう報ほうもまだ入ってないですしね。

バニィ：困こまりましたわね。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでみなさんが相談していると、探たん索さくを終えた騎士が戻もどってきます。「神殿の奥おくに転てん送そう装そう置ちらしき機械を発見しました！」

ルード：転送装置？

ジェイス：どこだ？　すぐに案内したまえ！

ＧＭ：「はっ！」とゆーことで、転送装置の前です。

一同：早っ！（笑）

ＧＭ：途と中ちゆうになにかイベントが起こるわけではありませんから（笑）。で、転送装置ですが、床ゆかに魔ま法ほう陣じんが描えがかれている円えん筒とう形けいの機械ですね。バニィには分かりますけど、錬れん金きん術じゆつとはまた違う概がい念ねんで造つくられているようです。

バニィ：なるほど。

ジェイス：ためしに乗ってみよう。よいしょっと。

ＧＭ：作動しません。

ジェイス：おい、作動しないぞ。




　とゆーか、作動したらどうするつもりだ。




ルード：作動しない？

フィンニー：なんででしょう？

ＧＭ：あ、それは簡かん単たん……とゆーか、見て分かります。壊こわされていますから（笑）。

ジェイス：壊れている……。

ルード：ジェイスさんが壊したんでしょ、それ（笑）。

ジェイス：わ、私わたしはなにもしてないっ！（一同笑）

フィンニー：あとから追われないように妖魔たちに破は壊かいさせたんじゃない？

ジェイス：あ、なるほど（ぽん！　←手を叩たたく音）。さすがはフィンニーくん。セージにクラスチェンジしただけのことはある。

フィンニー：そんなこと……当然じゃないですかぁ（一同笑）。

ジェイス：ところで、こいつを調べれば、どこに飛んだか分かるかな？

ＧＭ：調べてみます？

ジェイス：お、いけるの？

ＧＭ：いいですよ。調べるには【知力】でどうぞ。難なん易い度どは秘ひ密みつです。

ジェイス：フィンニーくん、キミに任まかせた。

フィンニー：いきまーす。（ダイスを振ふる）ん、出目が８で、達成値は15です。

ルード：お、結けつ構こういいじゃないか、フィン。

フィンニー：当然です、賢けん者じやですから（一同笑）。

ルード：それで、フォースタスの向かった先は？

ＧＭ：どうやらヴェンガルド峡きよう谷こくへ向かったようです。

ルード：ヴェンガルド峡谷？

バニィ：そこって、魔族との戦いの戦場となった場所ですよね？

ジェイス：あぁ、そうだ。一〇〇年ほど前に起こった〝バラムの乱らん〟と呼よばれる戦いの跡あと地ちだな。今でも数多くの妖魔、魔ま獣じゆうが棲せい息そくしているといわれている。




　ヴェンガルド峡谷の位置は、＊の地図を参照のこと。




ジェイス：ほかになにか書類とか、わざとらしく隠かくしてある秘密の通路とかないの？

ＧＭ：まったくといっていいほどないです。書類なども、すべて焼かれています。

ジェイス：焼しよう却きやく済ずみか……。これでは手て掛がかりはない。

ルード：いっそ気持ちいいぐらいだよ！

ジェイス：仕方がない、本ほん陣じんに戻もどるか。（騎士たちに向かって）キミたちの犠ぎ牲せいは無む駄だになってしまったよ。




　だから死んでませんって。




ＧＭ：とゆーわけで、とりあえず騎士隊による、地下神殿内の掃討はほぼ終わりました。予よ測そくしていたよりも、妖魔や魔獣の数は少なかったと、報ほう告こくしてくれます。

ジェイス：そりゃそうだろう。新しく湧わいて出てこないわけだからな。

ＧＭ：「とりあえず……我われ々われはどうしましょう、ルードさん？」と騎士たちも拍ひよう子し抜ぬけした様子です。

ルード：とにかく、本陣に戻もどりましょう。

ＧＭ：では、帰かえり際ぎわに残ざん党とうを倒しながら、本陣に戻っていく。というところで、シーン終了となります。







◆Middle 05◆難なん題だい、難題、また難題




　地下神殿を出て、地上のグランフェルデン軍の本ほん陣じんへと戻ったルードたち。

　フォースタスを倒したという喜びは、彼かれを逃にがしたという後こう悔かいへと変わり、そして、さらなる事じ件けんは四人を失意のどん底へと叩たたき落おとす──。




ＧＭ：では、次のシーンです。場所はフォースタス討とう伐ばつ隊たいの本陣。みなさんが地下神殿へとつながる洞どう窟くつから出てきた瞬しゆん間かん、どっと歓かん声せいが沸わき起おこります。

バニィ：（騎き士しになって）「我われらが英えい雄ゆうが帰き還かんしたぞ────っ！」

ジェイス：（同じく騎士になって）「みんな無事だ────っ！」

フィンニー：でも、騎士は全ぜん滅めつだぞ！（笑）

ルード：どさくさに紛まぎれて、変なこと言わないでくださいよ。ＦＳ判はん定ていに成功したじゃないですかっ！（一同笑）

ジェイス：そのとおり！　今、この瞬間、ここにひとりの英雄が誕たん生じようしたのだ！　もっとも、フォースタスは逃がしたけどな（笑）。

ルード：いらんこと言わないでくださいっ！（一同笑）

ＧＭ：すると騎士たちが……「なんですって!?」

ジェイス：残念ながら。すでにフォースタスは逃とう亡ぼうしたあとだった。だから、これはけっして、ルードくんのせいというわけではない。

ルード：だから、余よ計けいなこと言わないで……（一同笑）。

ＧＭ：「なるほど。では、さっそくその報告をレイモン王子へ」とゆーことで、みなさんはまたまたレイモン王子の天てん幕まくへと連れていかれます。天幕の中には、レイモン王子、副官のタンガム、ほか数人の上級騎士たちがいます。彼らの突つき刺さすような視し線せんはみな、ルードへと向かい、静かにその報告を待っています。

ルード：うっ！　なんか、すごいプレッシャーが……だが、仕方ない。正直に事じ情じようを話そう。かくかくしかじか（笑）。

ＧＭ：「なるほど。すでにフォースタスはいなかった、というわけですな」ルードの報告をかいつまんで、タンガムがまとめます（笑）。

ルード：そのとおりです。

ジェイス：あやつが向かった先は、ヴェンガルド峡きよう谷こくだと予想されます。

フィンニー：あたしが調べました！（一同笑）

ＧＭ：ジェイスの言葉に、レイモン王子は納なつ得とくしたようにつぶやきます。「ヴェンガルド峡谷か……。なるほど、蒼月剣ルーナマーレに新たな妖よう魔まや魔ま獣じゆうを補ほ充じゆうしようというわけか？」

ジェイス：補充？　なるほど、地下神殿で消しよう耗もうした分を穴あな埋うめしようというわけですな。

ＧＭ：「そのとおりだ。ここで我々の足止めをしていたのは、ヴェンガルド峡谷へと向かうための大だい規き模ぼな陽動作戦だったというわけか。まったく、食えない奴やつだ」

ジェイス：なるほど。してやられましたな。

ＧＭ：と、ゆーところで！　「伝令！　伝令！」と天幕にひとりの兵士が飛とび込こんできます。

ジェイス：「伝令ー、伝令ー！　王都で前回のマスターシーンが発生いたしました！」ってやつだな？（笑）

ＧＭ：はい、そうです（笑）。伝令はタンガムに何か光る物を渡わたすと、何事かを囁ささやく。すると、みるみるうちにタンガムの顔色が青ざめていきます

一同：……。

ＧＭ：タンガムは青ざめた顔のまま、かろうじて口を開くと──「レティシア殿でん下かとレーナ殿が、何者かによってさらわれました……」

一同：きた───────っ！

ＧＭ：「これがレティシア殿下の部屋に……」と、タンガムは伝令から受け取ったペンダントを王子に渡わたします。

ルード：そのペンダントは……。

ＧＭ：はい！　もちろん、ルードは見たことがあります。




　レイモン王子がタンガムから受け取ったペンダント。そのペンダントにつけられている金色のメダルにルードは見覚えがあった。

　いや、忘わすれるはずもない。

　妹と別れる日、その身の証あかしとして分け合ったものだ。




ルード：それは、妹が──ルディアが持っていたペンダント……。王子さん！　これはどういうことですかっ！

バニィ：偶ぐう然ぜん落ちているものを拾ったんでは？

一同：拾うかっ！

バニィ：あらあら、一いつ斉せいに突つっ込こみが（笑）。




　当たり前である。




ルード：そ、そんなことよりも、メダルのペンダントだよっ！　教えてくれっ!!

ＧＭ：だが、そんなルードの叫び声を聞いても、レイモン王子はじっとルードを見つめるだけです。その冷れい徹てつな表ひよう情じようからは、彼の心中を察することはできません。

ルード：王子をじっと見つめる！　妹のことを話してくれるまで、目をそらさないっ!!

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：数秒か、それとも数分か。短くとも長くとも感じる時間が過すぎたのち、レイモン王子は無言のまま、配下に向かって右手を振ふります。

ルード：……。

ＧＭ：すると、天幕の中にいた騎士たちは王子に一礼し、そこから出て行きます。天幕の中に残っているのはみなさん四人と、タンガム、そしてレイモン王子だけです。

ジェイス：おお、重要な真実が明かされるようだぞ。

ＧＭ：「ここから話すことは一切、他言無用のこと。もし、それが破やぶられた時は、その命がなきものと思え」視線をそらさず、レイモン王子は重々しく告つげます。

ルード：分かった。約束する。だから、教えてくれ！

ＧＭ：ルードの返事に、レイモン王子はうなずきます。「これは、確たしかに我が妹レティシアのものだ。そして、今キミが考えていることにも間違いはない」

ルード：ということは、やっぱり王女さまがオレの妹ルディアだったのか……。

ＧＭ：「そのとおりだ。ルード、もしキミが警けい護ご騎士セオドリクの息子むすこであることを知っていれば、余もキミとレティシアを会わせるようなことはしなかっただろう。だが、運命の女神はキミたちふたりを巡めぐり合あわせてしまった」

ルード：会わせるようなことはしなかった？　どういうことだ？

ＧＭ：「キミが蒼月剣ルーナマーレと関わりを持ってしまったからだ」

ジェイス：そうか！　レティシア王女が蒼月剣ルーナマーレに接せつ触しよくすると、剣に封ふうじられている魔族に身体を乗っ取られる可か能のう性せいがあるからか！

ＧＭ：そのとおり！　そのことは四巻で神官長のソーンダイクがジェイスに説明していたんだけど、ここでもう一度おさらいしておきましょう。




　ヴェルフェ家に伝わっていた魔剣──蒼月剣ルーナマーレは、魔族、妖魔、魔獣といった瘴しよう気きを帯びるものを封ふう印いんする能力を持っている。それはまさにグランフェルデン王国の妖魔殲せん滅めつ用の切り札として、代々警護騎士の家か系けいであるヴェルフェ家に伝えられていた。

　だが、長きにわたって蒼月剣ルーナマーレと接せつしていたためか、ヴェルフェ家には魔剣への適性が高すぎる子どもがまれに生まれることがあった。もし、このような子どもが蒼月剣ルーナマーレと長く接触していると、剣に封じられている魔族カスピエルに身体を乗っ取られてしまう可能性がある。セオドリクの息子ルードは大だい丈じよう夫ぶだったのだが……。




フィンニー：ルードさんの妹さんには、その性せい質しつが表われていた……。

ジェイス：そして、ルードくんには適性がまったくなかった（笑）。

ルード：……まるで、ダメ人間のように言わないでください。

ＧＭ：適性がないということは、その影響を受けにくいっていうことですから、別にルードがダメってわけじゃないです（笑）。

ジェイス：そうか（笑）。

ルード：そうですよ。別にオレがダメ人間だってことじゃないですから！

ＧＭ：で、王女の話に戻りますね。普ふ通つうは剣に近づけなければ平気なので、今までは問題になることはなかったのですが、セオドリクが亡なくなり、さらに剣のありかが分からない状じよう態たいになってしまった。それゆえに、蒼月剣ルーナマーレからルディアを隔かく離りする必要があったんですよ。

ルード：うんうん。

ＧＭ：「そこでキミの妹を、我がグランフェルデン王家が養子として預あずかり、王女として育ててきたのだ。もっとも、あのようなお転てん婆ばに育ち、騎き士し団だんの副ふく団だん長ちようになるとは夢ゆめにも思わなかったがな」珍めずらしく感かん情じようを表に出し、苦笑いするレイモン王子。

ルード：レイモン王子も意外と苦労してるんだな（笑）。

フィンニー：でも、これで王女さまが今回お城しろで留る守す番ばんになった理由も分かりました。

バニィ：フォースタスに出会うと、魔族に乗っ取られてしまうかも知れませんからね。

ルード：なるほどね。フィンがレイモン王子になんで王女が残るのかって訊きいた時、ちょっとＧＭが慌あわてたのは、そんな秘密があったからか。

ＧＭ：そういうことです（笑）。

ジェイス：さて、状じよう況きようを整理しよう。我々が城を出るまでは、まだ王城に王女はいたよな。

ＧＭ：少なくとも、出かける間ま際ぎわまではいました。現げん状じようはレーナもいない、レティシアもいない。そしてレティシアの部屋にペンダントが落ちていた。そして、行方は不明です。

ジェイス：蒼月剣ルーナマーレの影響を受けやすい王女と黒影剣エクリプスを持つレーナが行方不明。となれば、その背はい後ごで陰いん謀ぼうを巡らせているのは奴しかいない。

ルード：フォースタス……。

ジェイス：（うなずく）どうするルードくん？　もっとも、行く道はひとつだろうがな。

ルード：もちろんだ。ルディアとレーナを救いに行く！

バニィ：でも、王女をさらってどうするつもりでしょう？

ジェイス：そうだな。蒼月剣ルーナマーレに封じられている魔族に王女を乗っ取らせて、魔族の勢せい力りよくを強化して〝粛しゆく清せい〟を起こそうとしている、ってところだろうが……。

バニィ：その魔族が復ふつ活かつして、黒影剣エクリプスを手に入れたらまさに無む敵てきですものね。

ルード：そんなことさせるかよっ！

フィンニー：そうですよ！

ＧＭ：「分かった。では、キミたちは急ぎ王城へ戻もどり、レティシアとレーナの行方を探さぐってくれ」キミたちの話を聞いていた王子が、意を決したように言います。

ジェイス：それは、依い頼らいですか？

ＧＭ：「もちろん。王家から冒ぼう険けん者しやギルド──スクラメイジへの依頼だ」

ジェイス：して、殿下はいかがなさいますか？

ＧＭ：「さすがにヴェンガルド峡谷に騎士団を出すとすると、国外ゆえにいろいろと問題が発生する。すぐには動けん。それにこの地下神殿に残る部隊と、王都へ戻る部隊とに再さい編へん制せいする必要もある。そちらが片かたづき次第、余もすぐに戻る」

ルード：分かりました！

ＧＭ：「タンガム！　聞いたとおりだ。至し急きゆう、騎士隊の再編制だ。ヴェンガルド峡谷への遠えん征せいも考こう慮りよにいれて、ここには最さい低てい限げんの騎士だけ残しておけ。それと、各隊の隊長を呼よべ」「はっ！」レイモン王子の命令を受け、タンガムは急ぎ天幕を出ていきます。

ジェイス：しかし、二巻の時は王子が黒くろ幕まくかと疑うたがったものだが、ただの嫌いやな奴であったとは（一同笑）。

ＧＭ：まあ、いい奴ではないです。

ルード：ちょっと嫌いや味みっぽいところあるし、王女の危き機きだっていうのにすぐ戻ろうとはしないし（笑）。

ＧＭ：その辺はドライに割わり切きってるんでしょう。フォースタスを倒たおすのと、レティシアを助けるのを天てん秤びんに掛かけた場合、レイモン王子は躊躇わずにフォースタスを倒す方を選ぶ──そういう人でしょうね。

ルード：オレの妹なのに！

ジェイス：ともかく、いったん王城に戻ろう。ヴェンガルド峡谷に向かうとしても、王都は途中だからな。今のところ手がかりはなにもないから、王子の依頼を受けて、情報収集すればなにか分かるかもしれん。それに──。

一同：それに？

ジェイス：報ほう酬しゆうももらえるしな。

一同：結局、報酬かいっ！（一同笑）

ＧＭ：「では依頼成立だな。それならば、神官をひとりつけよう」

ジェイス：神官を？

ＧＭ：はい、《テレポート》で戻ってくれ、という話です。

ジェイス：おお、それは楽ちん、楽ちん。では遠えん慮りよなく（笑）。

ルード：それでは、一足先に王城へ戻ります！




　ルードたちがレイモン王子に一礼すると同時に、騎士隊長たちが鎧よろいの音を響ひびかせながら天幕の中に入ってきた。すぐにレイモン王子が騎士隊長たちに、撤てつ収しゆうの準じゆん備びの指し示じを出す。その声を背せに、ルードたちは天幕から出て行く。







◆Middle 06◆背後にいるもの




　風が吹ふいていた。

　目の前には広がるは赤茶けた大地。巨きよ大だいな獣けものに食いちぎられたかのような亀き裂れつがあちこちに見える。遥はるか真下に流れている濁にごった河かわは、あまりにも細く、糸のようだ。それほどまでに、目の前の谷は遠く、深い。

　そんな断だん崖がいの上にフォースタスはひとり立っていた。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンをひとつ入れます。みなさんがグランフェルデンの王城へと戻もどろうとしている頃ころ、地下神殿から転送されたフォースタスが、ブーンという効こう果か音おんと共にヴェンガルド峡谷へと出しゆつ現げんします。

ルード：やっぱりヴェンガルド峡谷か……。

ＧＭ：しかし、その様子はどこか変です。

一同：変？

ＧＭ：はい。そして、自分がなぜこんなところにいるのかが分からないのか、不思議そうに辺りを見み渡わたし、こうつぶやきます。「ここは……どこだ？」

ジェイス：オープニングの時にも思ったんだけど、こいつ……もしかして操あやつられている？

ＧＭ：さぁ、どうでしょう（笑）。さて、とりあえず演えん出しゆつを進めますね。崖がけの上で呆ぼう然ぜんとしているフォースタス。しかし、彼かれの右みぎ胸むねに剣が歪んだような形をした紋もん章しようが浮うかび上あがった瞬しゆん間かん、もがき苦しみ出します。そしてなにかに抵てい抗こうするかのように叫さけび出す。「確たしかに私わたしは怨うらんでいた……。我わが父母を殺した妖よう魔まを、見殺しにした騎き士したちを！　そして、この理り不ふ尽じんな世界を！　だが……」

フィンニー：操られてます！　これ、絶ぜつ対たいになにかに操られてますよ!!

ルード：ですね。

ＧＭ：そして、この苦しみは一昼夜続き、フォースタスはその間、叫び声を上げ続ける。

バニィ：ま、まるで拷ごう問もんですわね。

ＧＭ：やがて、悲鳴は止み、フォースタスの身体ががくっと力なく落ち、両りよう膝ひざ立ちになります。しばらくすると、フォースタスの口からかすかに声が聞こえてきます。「この間ま違ちがった世界に〝粛しゆく清せい〟を与あたえん。妖魔に復ふく讐しゆうを……騎士に復讐を……世界に復讐を……」

一同：また、乗っ取られたぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：「そのために──」




「蒼月剣ルーナマーレを王女の手に。それこそが我が望み……」

　フォースタスの双そう眸ぼうに、再ふたたび鈍にぶい輝かがやきが宿っていた。







◆Middle 07◆消えた王女




　グランフェルデンの王城へ《テレポート》で戻ってきたルードたち。

　レティシア王女が行方不明、しかも王城の中から、さらわれたかもしれないという一大事である。城じよう下かに情報が漏もれぬよう箝かん口こう令れいは敷しかれているようではあったが、ピリピリと刺さすような雰ふん囲い気きを、四人は肌はだで感じ取っていた。




ＧＭ：そして、次のシーン。場所はもちろん王城となります。

ジェイス：帰ってきたぞー（一同笑）。

ＧＭ：みなさんが《テレポート》で城に戻ってくると、あらかじめ連れん絡らくがしてあったのか、レティシア王女の侍じ女じよであるクラリッサが出で迎むかえてくれます。




クラリッサ

　第三巻『騎士と王都と冒険者』に登場したレティシア王女の侍女である。

　とある事件に巻まき込こまれ、魔族に囚とらわれていたが、ルードたちに助けられた。

[image: ]




ジェイス：重要人物かと思ったらそんなことなかったぜ、というあのクラリッサだな（笑）。

ＧＭ：「……お待ちしておりました」深々と頭を下げるクラリッサ。表面上は落ち着いているものの、内心は気が気でない様子が見て取れます。

ジェイス：出迎むかえご苦労。レイモン殿下から話は聞いている。

フィンニー：なんでそんなに偉えらそうなんですか！（一同笑）

ジェイス：ふっ、偉そうじゃない。私は偉いのだよ。

ルード：そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　クラリッサ、いったいなにが起こったんだっ!?

ＧＭ：ルードの問いにクラリッサは状況を説明してくれます。「レティシア殿下とレーナさんがいなくなったのは夜です。翌よく朝あさには、おふたりとももういませんでしたから……」

フィンニー：それで？　部屋の様子とかはどうだったんですか？

ＧＭ：「はい。特に部屋が荒あらされたりとか、争った様子はありませんでした。それと、窓まどが開け放たれていて、犯はん人にんはそこから飛とび降おりたんじゃないかって……」

ジェイス：女じよ性せいふたりを抱かかえて窓から飛び降りるのは、いくらなんでも無理があるな……と言いつつ、マスターシーンがあるから知っているのだが（一同笑）。

バニィ：ほかに情報はないんですか？

ＧＭ：「城じよう門もんの衛えい兵へいがひとり、何者かに攻こう撃げきされて意い識しき不明になっています」

ジェイス：ほほう。手しゆ段だんは何だね？　剣けんか、魔法か、拳こぶしか？

ＧＭ：「それがまだお目覚めになられていないので……。ただ、医者の見立てでは、刃は物ものによる傷きずらしいと……」

ジェイス：刃物か……。間ま違ちがいなく剣だな（笑）。よし、その衛兵とやらを起こして訊きこうではないか。

ＧＭ：「で、でも大おお怪け我がしてるんですよ？　そんな無理に起こしたら……」

ジェイス：いや、私は単たん純じゆんにレーナが犯人だということを知りたいんだ！　我々はマスターシーンで知っているんだ！　情報を統とう一いつしたいんだよ！（一同笑）




　無茶言うな。




ＧＭ：「と、とにかく！　今のところ面会は無理ですから！　衛兵さんが目を覚ましたらご連絡いたしますので、それまで待ってください！」

ジェイス：くっ！　仕方ない、しばらく待たせてもらおうか。

ルード：それで、脱だつ走そうの痕こん跡せきは？　部屋にはなにも残されていないのか？

ＧＭ：「すでに近この衛えの方が調べていますが……。とりあえず部屋はそのままにしてあります。レイモン殿下からの依頼ということですので、調べることはできると思います」

バニィ：判定したりすれば、なにか分かったりするかしら？

ＧＭ：部屋に行けば分かるかも知れません（笑）。とゆーことで、ここからは情報収しゆう集しゆうです。

ジェイス：なるほど、そうなるのか。

ＧＭ：すでにいくつか情報は出ていますので、誰だれが、どこに、なにを調べに行くかを申告お願いしま～す。

ルード：まずは王女の部屋だな。あとは衛兵が目を覚ましたら訊きに行けるな。

フィンニー：城の外──特に王女さまの部屋の窓の下を調べたいですね。他にも、街の外に聞きき込こみに行くってのもあります。

ルード：こっちは四人いるから、手分けした方がいいかな？

ジェイス：いや、街での聞き込みはどんなやつが逃にげたかとか、そういうことが分かってからの方がいいだろう。情報がない状態で行っても、無駄足になりそうだ。

フィンニー：それじゃあ、王女さまの部屋はあたしが調べましょう。女の子のお部屋ですし。

ジェイス：私も王女の部屋に行こうかと思っていたんだが……。

フィンニー：ジェイスさんをひとりで行かせると、金目の物を取っていきそう（笑）。

ジェイス：取らないよ！　ていうか、そんなこと考えてもいなかったよっ！（一同笑）




　日ひ頃ごろの行ないのおかげである。




バニィ：では、わたくしがフィンニーさんと一いつ緒しよに王女さまの部屋へ行きますわ。シーフとしてのスキルが役に立つかもしれませんし。

フィンニー：あ、そうしてくださると助かります！

ジェイス：そういうことならば仕方ない。私は神官長に事情を訊きに行くか。神官長は、まだなにか知っているような気がする（笑）。

ルード：じゃあ、オレも行きます！

ジェイス：うむ。ついてきたまえ。

ＧＭ：では、フィンニーとバニィが王女の部屋で、ルードとジェイスが神殿に行くということでＯＫですか？

一同：はーい。

ＧＭ：では、まずはフィンニーとバニィが向かった王女の部屋からにしましょう。一いち応おう立たち入いり禁きん止しになっていますが──。

フィンニー：お邪じや魔ましま～す！（笑）

バニィ：あ、もう調査なんですね。

ＧＭ：クラリッサさんが「あぁっ!?　まだそんな、駄だ目めですー！」と言いながら、入口にいる騎士たちに「すいません、すいません。今回の事件を依頼されている冒険者の方々なので……」と説明をしていたりします。

バニィ：はい。王家御ご用よう達たしの冒険者ですわ～。

フィンニー：（騎士たちに）ご苦労、ご苦労（笑）。

ジェイス：なんか偉そうだ（笑）。

バニィ：わたくしもバニィウォークで部屋に入りますわ。しゃなり、しゃなり（一同笑）。

フィンニー：見たところ、怪あやしいところとかあったりしますか？

ＧＭ：さっきも言ったとおり、ざっと見た感じでは部屋が荒らされた様子はないです。争った形けい跡せきも見られません。

バニィ：では、部屋を調べるために眼鏡を掛けますわ！

一同：眼鏡？

バニィ：はい。というわけで、ふところから鷹の目という眼鏡を取り出して、すちゃっと装そう着ちやくしますわ。バニィアイ！　ぴきゃーん!!（一同笑）

フィンニー：それを使うとどうなるんですかっ？

ＧＭ：単に射しや撃げき攻撃のダメージが上がるだけです。

一同：関係ないじゃん！

バニィ：でも見えます、見えますわっ！（一同笑）

ＧＭ：はいはい（笑）。さて、この状況から何かを探すのであれば【感知】、この状況から推すい測そくするのであれば【知力】で判定してください。難易度は秘密です。

フィンニー：先に【感知】お願いしまーす！（笑）

バニィ：はぁい。では【感知】判定します。いきま～す。くわっ!!　（ダイスを振る）……ダイス目は８。達成値は14です。

ＧＭ：それなら分かりますね。まず、窓や扉とびらの鍵かぎがこじ開けられた形跡はありません。

バニィ：ということは、顔見知りの犯はん行こう？

フィンニー：なんですって!?

ＧＭ：これは見て分かるのですが、椅子の位置や机つくえの様子から判はん断だんすると、王女が執しつ務む中にさらわれたものだと思われます。王女が抵てい抗こうした様子もないです。

バニィ：これはもう親しい人間が相手だったとしか思えませんわ。

フィンニー：もしかして、クラリッサ!?（笑）

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?

ＧＭ：「ええーっ!?」クラリッサも驚おどろきの声を上げます（笑）。

フィンニー：（指差して）びしっ！　さてはあなたが犯人ですねっ!?（一同笑）

ＧＭ：「わ、私はなにもしてないですよ！」クラリッサは首を左右にぶんぶんと振って、フィンニーの言葉を否定します。

バニィ：さ、さすがに違うんじゃないでしょうか？

フィンニー：冗じよう談だんです（きっぱり）。

ＧＭ：「び、びっくりしましたぁ」胸むねに手を当てて、大きく深しん呼こ吸きゆうするクラリッサ（笑）。

ルード：そりゃ、びっくりするわな（笑）。

フィンニー：あとは、窓も確認してみましょう。

ＧＭ：今は窓は開いています。王女の部屋は四階にありますので、窓から下を覗のぞき込こむとかなりの高さであることが分かります。ちょうど窓の下は植うえ込こみになっていて、緑の低木と剥むき出だしの土が見えます。

フィンニー：土？　ということは、足あし跡あとが残っているかも。見に行きましょう！




　王女の部屋を出て、城の外に出るふたり。

　ぐるりと城を回って、部屋の窓のちょうど真下へとやってくる。




ＧＭ：植え込みの土にはいくつか足跡が残っていますが……。

フィンニー：その足跡の中でいかにも怪しい物はあります？　たとえば、小さい子どもの足跡なのに深く沈しずんでいるとか（笑）。

ＧＭ：またずいぶんと具体的な（笑）。では、【感知】か【知力】の判定をお願いします。

フィンニー：もちろん【知力】で！（ダイスを振る）高いっ！　出目11で達成値は18です。

ＧＭ：なら問題ないですね。いかにもおかしい足跡を発見できます（笑）。

フィンニー：はっ！　ここに一四、五歳さいほどの子ども──しかも女の子くらいの大きさなのに、大人の体重ぐらいまで沈んでいる足跡があります！（一同笑）

バニィ：確かにちょうどフィンニーさんと同じくらいの足跡ですわ。

フィンニー：……。

バニィ：……。

フィンニー：あ、あたしじゃないですよっ!?（一同笑）




　当たり前である。




バニィ：分かってます、分かってます（笑）。

フィンニー：（演えん技ぎがかった感じで）あたしと同じぐらいの女の子、ということは……。もしかして……レーナさん……？　でも、そんな、まさか……（一同笑）。

ＧＭ：はい！　とゆーところで、次のシーンに移うつりましょう！







◆Middle 08◆結びつく一本の糸




　フィンニーとバニィが王女の部屋を捜索している間に、ルードとジェイスは神官長に話を聞きに行くことにした。

　おそらく、神官長はまだなにか知っている。

　ジェイスはそう確信していた。




ＧＭ：では、次のシーンはグランフェルデン大神殿。ルードとジェイスの登場となります。

ルード：はい！

ＧＭ：ふたりが神殿に着くと神官のひとりが出迎えてくれます。そして、神官長のソーンダイクの部屋までそのまま案内してくれます。

ジェイス：どうやら神官長はすべてご存ぞんじのようだな。

ＧＭ：そんなジェイスの言葉を裏うらづけるように、ふたりを迎えてくれたソーンダイクの顔からは覚かく悟ごとも、あきらめとも取れる表情が見えます。「やはり来ましたか……。どうぞ、お掛かけください」応おう接せつ用ようの椅い子すを勧すすめるソーンダイク。

ジェイス：では、遠慮なく腰こし掛けて……もうお話は聞いておられますな、神官長。レティシア殿下が何者かにさらわれました。
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ＧＭ：「ええ。こちらにも連絡が来ています。すでに信しん頼らいできる冒険者たちに、殿下の捜索を手伝ってもらっています」

ルード：それでっ!?

ＧＭ：「残念ながら、今のところ吉きつ報ぽうは届とどいていません」ソーンダイクの表情が曇くもる。

ルード：（ため息をつきながら）そうですか……。

ジェイス：（意を決したように）神官長。時は満ちたようです。もうそろそろ、ルードくんにすべてを話してもよいのではありませんか？

ＧＭ：「そうですね。これ以上、隠し続けることは、ルードくんのためにもならないのかも知れません。すべてお話ししましょう」

ルード：……はい。

ジェイス：私は、横でお茶でも飲みながら、じーっと聞いていよう（笑）。

ＧＭ：「それはキミの父上セオドリク卿が亡くなった時のことです……」昔を思い出すように、ソーンダイクは話し始めます。ルードの妹ルディアが王家の養子になったところまでは、レイモン王子が教えてくれたことと同じです。蒼月剣ルーナマーレに対する適性が強すぎるため、ルディアは剣の影響を受けやすいこと。セオドリクが亡くなり、蒼月剣ルーナマーレも盗ぬすまれたため、王様と話し合い、ルディアを養子として迎むかえたこと。

ジェイス：ここまでは、すでに知っていることだな。

ＧＭ：はい。ちなみに、そういう理由もあって、セオドリクは家に蒼月剣ルーナマーレを持ち帰っていないんですよ。出しゆつ撃げきするたびに城から持っていったようです。

ルード：なるほど。だからオレは蒼月剣ルーナマーレを見たことなかったのか。

ＧＭ：そういうことです。

ジェイス：すまなかったな。私はずっと昔からキミやルディアくんのことを知っていたのだよ。まぁ、私が知ったのもつい最近のことなんだが……。

ルード：それはジェイスじゃなくて、きくたけさんでしょうが！（一同笑）

ＧＭ：「そして、セオドリクに助けられた彼……ジェイスが、陰かげながらルードと王女を見守り、支し援えんしてきたのです」

ジェイス：そ、そのとおりだよ、ルードくん！　キミの父上には、本当に世話になった。なぁに、キミの父上がやるべきだったことを、私が引ひき継ついだだけのことだ。

ルード：そう言われると、なんだかいい話のような気がするから不思議ですね。

ジェイス：なにを言うんだ。いい話じゃないか！　感動的な話だとは思わんかね？

ルード：そ、そうですね！　オレもそんな気がしてきました！（一同笑）

ジェイス：神官長、事じ態たいは一いつ刻こくを争います。地下神殿の偽フォースタス。そしてヤツの持つ蒼月剣ルーナマーレ、さらわれた王女と黒影剣エクリプスを持つレーナ。あまりにもタイミングがよすぎます。間違いなく王女誘拐の背後にはフォースタスがいます。

ルード：ジェイスさんの言うとおりですっ！

ジェイス：もっとも、そのさらに背後に何者かがいるのは間違いないのだが、それはまだプレイヤーしか知らないので、ここでは言えない（一同笑）。

ＧＭ：そこについてはお楽しみにということで。それはともかくとして、ソーンダイクもジェイスの言うことに賛同します。

ジェイス：それともうひとつ、お訊きしたいことが……。

ＧＭ：「なんでしょうか？」

ジェイス：そもそも、レーナくんは何者なのですか？　彼かの女じよには謎なぞが多すぎる。そもそも、なぜ彼女が黒影剣エクリプスを持っているのですか？

ルード：そうだ。それはオレも知りたいぞ！

ＧＭ：詰つめ寄よるふたりに、ソーンダイクは落ち着くように言うと──「話はルードくんの父上であるセオドリク卿きようが、警護騎士として受けた任にん務むまで遡さかのぼります」

ルード：おっ！

ＧＭ：「紅炎剣プロミネンスに対たい抗こうするために魔族が邪じや神しんより授さずかった剣──それが黒影剣エクリプスであると言われています。そして、蒼月剣ルーナマーレを我々人間に奪うばわれたことを知った魔族は、この黒影剣エクリプスをいずこかに隠してしまった……これはジェイスさんにお話ししたとおりです」

ジェイス：お？　おぉ（ぎくしゃくとうなずく）。

ルード：……。

ジェイス：な、なんだルードくん。その冷たい眼まな差ざしは？

ルード：覚えてないんですか？

ジェイス：そ、そんなことはないぞ。覚えているとも（←覚えてないらしい）。

ＧＭ：そんなジェイスの態たい度どに苦笑しながら、ソーンダイクは話を続けます。「黒影剣エクリプスの行方については、我々もずっと探さがしていました。もし、黒影剣エクリプスと蒼月剣ルーナマーレのふたつが魔族や妖魔の手に渡わたったら……」

ルード：蒼月剣ルーナマーレを封ふうじる力を持った紅炎剣プロミネンスの力が抑おさえられてしまう……。

ＧＭ：「そのとおりです。そして、ついに有力な情報を手に入れ、ルードくんの父セオドリク卿と、フィンニーくんの父ヴァルター卿がとある場所に向かったのです。そこで、黒影剣エクリプスと少女の姿をした人じん造ぞう生物を発見しました」

ルード：その少女がレーナ？

ＧＭ：「そうです。セオドリク卿は、この少女──レーナにはなにか関係があると考え、黒影剣エクリプスと共にレーナを王城へと連れて帰ることにしました。しかし……」

ジェイス：その途中、フォースタスに蒼月剣ルーナマーレを奪われ、殺されてしまったというわけか。

ＧＭ：「幸いなことに──と言うとルードくんには失礼ですが、黒影剣エクリプスとレーナはフォースタスに奪われることなく、ヴァルター卿が王城へと持ち帰りました」

ルード：なるほど、そういうことがあったんですね。でも、神官長。親父のことは気にしないでください。別に神官長のせいというわけじゃないんですから。

ＧＭ：「そう言ってもらえると助かります」ルードの温かい言葉に、ソーンダイクは軽く笑みを漏もらします。

ルード：でも、レーナの過か去こや生い立ちって、今まで出てきてなかったよね？　なんで、オレの育った村にいたんだ？

ＧＭ：「レーナと黒影剣エクリプスの存そん在ざいについてはもちろん極ごく秘ひとされ、人の多いところではなく、辺へん境きように隠かくすこととなったのです。そして、その管理を同じく警護騎士であったセオドリク卿の兄君に任まかされたのです」

ルード：えっ!?　伯父おじさんも警護騎士だったのかっ!!

ＧＭ：はい。とゆーことになりました。とりあえずこれで設せつ定ていは全部繋つながったかしら？（笑）

ジェイス：はい、お疲つかれさま！（笑）

ルード：すげぇ[image: ][image: ]。でも、面白い、面白い。こうやって、ＰＣの設定とかシナリオの内ない容ようと繋げていくんですね。

ＧＭ：まぁ、全部が全部繋げられるわけじゃないけど（笑）。

ジェイス：あ、あとこれは確かく認にんなんだけど、レーナは人造生物。これは確かく定てい情報として、そのほかには？

ルード：うん、それは聞きたい。

ＧＭ：それ以外は、今のところはありません。レーナ自身も自分が人造生物であることを知りませんし、黒影剣エクリプスを持っている理由も父親から預あずけられたと思っています。

ジェイス：なるほど。レーナ、地下神殿にいた偽レーナ、黒影剣エクリプス。なんか関係あるとは思うんだが、今のところは情報はなしか。

ルード：偽レーナの様子からすると、レーナもフォースタスに操あやつられた感じかな？

ジェイス：その可能性は高いな。とはいっても、王女をさらったのがレーナであることは、我々はまだ知らないのだ（笑）。

ルード：そういえばそうか。犯人はいったい誰なんだー（一同笑）。

ジェイス：何にしろ、調べないと分からんな。そっち、早く調べろ（笑）。

バニィ：早くしろとか言われても困りますわ（笑）。

フィンニー：もう～。

ＧＭ：では、ちょうどよさそうなので、ここでシーンが暗転して──次のシーンへといきますか（笑）。







◆Middle 09◆今度は事じ情じよう聴ちよう取しゆ？




　神しん殿でんから戻もどってきたルードとジェイスは、部屋を調べていたフィンニーとバニィと合流し、それぞれが入手した情じよう報ほうを交こう換かんする。と、そこに怪け我がをしていた衛えい兵へいが目を覚ましたという連れん絡らくをクラリッサから受けた。

　四人は急いで施せ療りよう室へと向かうが……。




ＧＭ：では次のシーンです。みなさんが合流したところに、ちょうどクラリッサから衛兵が目を覚ましたという連絡を受けます。場所は、城じよう内ないの施療室です。

ルード：よし！　行くぞっ!!

ジェイス：では、その施療室にがたがたと皆みなで椅い子すを並ならべて、どかっと座すわる。ばちっとライト当てて……さて、話を聞かせてもらおう（一同笑）。

ＧＭ：「お、俺おれは犯はん人にんじゃねぇ!?」

ルード：ジェイスさん、その前にカツ丼どん食べさせてやろうよ（笑）。

ジェイス：ほら、カツ丼だ。腹はらが減へっているだろう？（笑）

ＧＭ：「うめぇー！」

フィンニー：（呆あきれたように）そんな小こ芝しば居いはいらないから（笑）。

ＧＭ：あははは。では、話を元に戻もどしましょうか。みなさんの前には、ベッドに横になっている衛兵がいます。意い識しきこそ取とり戻もどしてはいますが、包帯には血がにじみ、その傷きずはけっして浅いものではないのが分かります。

バニィ：お怪我なさっているところ、申しわけございません。

ＧＭ：「いや、気にしないでくれ。王女殿でん下かがさらわれたんだ。本当はオレだって、こんなところで寝ねている場合じゃ……」衛兵はそう言って起き上がろうとしますが、その瞬しゆん間かんに苦く痛つうで顔を歪ゆがめます。

ルード：いいから寝てろって。王女さまはオレたちが助け出すから！

ＧＭ：「……すまない」

フィンニー：それで、どんな人に襲おそわれたんですか？

ＧＭ：「暗がりの中、急に脇わきから出てきた人ひと影かげに襲われたんで顔は見てないんだが、ずいぶんと小こ柄がらだったな。左ひだり肩かたに人のようなものを担かついでいたから、おそらく王女殿下の誘ゆう拐かい犯はんと思って間ま違ちがいない」

ジェイス：小柄な人影か……。（フィンニーを指差して）ちょうどこのくらいか？

フィンニー：指差さないでくださいっ！（一同笑）

ＧＭ：「そうだな。ちょうどお嬢じようちゃんくらいだった気がする。そういえば城しろの侍じ女じよが着ているような服ふく装そうにシルエットが似にてたな」

一同：メイド服じゃないかっ！（笑）

バニィ：もしや……そのメイドさん、猫ねこ耳がついていませんでしたか!?（笑）

ＧＭ：「猫耳……？　ああ、そういえば、ヴァーナだったような気がする」

フィンニー：おおっ！

ジェイス：王女を抱かかえた状じよう態たいで攻こう撃げきか……。どんな怪かい力りき娘むすめだよ！（笑）

ルード：レーナ、すごいな（笑）。

バニィ：あまりに怪力すぎて、ヒロインレースから脱だつ落らくしますわね。これでわたくしにも勝利の光が見えてきましたわ！（笑）




　とうの昔に、その光は消えているがな。




ジェイス：……まあいい。ともかく状じよう況きよう証しよう拠こ的に、もうレーナしかいないだろう。

フィンニー：それじゃあ街に行ってみましょう。

ルード：そうだね。




　衛兵から事情を聞いた一行は、グランフェルデンの城じよう下か町まちへ。

　日は沈しずみ、時は夜。すっかり暗くなってきたが、歓かん楽らく街がいは雑ざつ多たな賑にぎわいに満ちていた。




ＧＭ：はい。では街にやってきました。時間は夜となっていますが、歓楽街はまだ賑わっています。ここで情報収しゆう集しゆう判はん定ていー。【感知】判定で難易度は13でーす。

バニィ：13かぁ……ちょい厳きびしいですわね。わたくしの【感知】は７ですし。

ジェイス：私わたしも【感知】は苦手だ。

フィンニー：あたしは８以上出ないと駄だ目め。

バニィ：とりあえず振ふってしまいますね。えい！　（ダイスを振る）あ、成功！

フィンニー：あたしも振ってみます。（ダイスを振る）あっ、11が出た。16で成功！（笑）

ルード：一いち応おう振っておこうかな？　（ダイスを振る）おっ、オレも11出たよ。14で成功。

ジェイス：（ダイスを振る）ははは、なにも分からんぞ。おっ！　あっちに旨うまそうな匂においのする店が（一同笑）。

ＧＭ：ジェイス以外は成功ですね。では、手分けして聞きき込こみをしたところ、冒ぼう険けん者しや向けに馬車を貸かしているところへ、メイド服を着た小柄な女の子が馬車を借りに来た……という情報が手に入りました。

ジェイス：そんな怪しい女に貸したのか！

バニィ：その時は王女さまを背せ負おってなかったに違いありませんわ（笑）。

ジェイス：当たり前だ（笑）。

フィンニー：その馬車は、どっちの方に？

ＧＭ：「東に向かっていったみたいだぞ」と、行き先を教えてくれます。

フィンニー：東？

ＧＭ：東には、ヴェンガルド峡きよう谷こくがあります（笑）。

ルード：まさに！

フィンニー：追いかけましょう！　その前に、回かい復ふくとかいろいろしたいです！

ジェイス：うむ！

ＧＭ：そうですね、それなりに時間がありましたから、ＨＰとＭＰの両方を２Ｄ分だけ回復してもいいです。




　クエスト形式など、シーンとシーンの間に時間があるシナリオでは、ポーションなどを使用せずともＨＰやＭＰが回復するとしてもよいだろう。

　ただし、あまりやり過すぎると、回復アイテムの意味がなくなるので注意すること。




ジェイス：よし！　ポーションも多少使ったが。ほぼ、ＨＰとＭＰが満タンになった。

ルード：ジェイスさんの《ヒール》のおかげです！

ＧＭ：では、次のシーンに移うつりましょう！







◆Middle 10◆バニィの過か去こと魔剣の誘惑




　レティシア王女をさらったレーナが向かっているのは、ヴェンガルド峡谷。

　今でも妖よう魔まや魔ま獣じゆうが数多く棲せい息そくしている場所だ。もし、峡谷の中に入はいり込こまれてしまっては、もはやルードたちの力ではどうしようもない。




ＧＭ：では、情報収集を終えて次のシーンですが……。

ルード：もちろん、レーナを追うよ！

ジェイス：王女がさらわれているんだ、騎き士し団だんにも動いてもらおう。とりあえず、レーナが犯人でヴェンガルド峡谷に向かったことは報ほう告こくとして上げておくぞ。

ＧＭ：じゃあ、ソーンダイクに報告しているシーンにしましょう。そうすると、場所は神殿ですね。では、みなさんの報告を聞いたソーンダイクはこう言います。「騎士団にも話をつけておきます。レイモン殿下は不ふ在ざいですが、捜そう索さく隊たいをそちらに向かわせるようにしますので、みなさんは先に向かってください」

ルード：もちろんだ！　急いでヴェンガルド峡谷に向かおう！

ジェイス：東か。

ＧＭ：正せい確かくには北東になります。

バニィ：ちなみに、レイモン王子がいる地下神殿はどっちの方になります？

ＧＭ：グランフェルデンの北西にあります。まるっきり逆ぎやくですね。

ルード：向こうに比くらべたら、こっちの方が近いか……。

ジェイス：馬車だとどのくらいかかるのかね？

ＧＭ：馬車でも一〇日はかかりますね。

ジェイス：ぜひとも馬車をお借りしたい（笑）。

ルード：馬車より馬の方がよくない？　そっちの方が速いと思うけど……。

バニィ：確たしかに、馬の方が速いかもしれませんね。

ＧＭ：と、ゆーところに、ひとりの人物がうしろから声を掛かけてきます。「どうせ、普ふ通つうの馬じゃとても間に合わないぜ」

ルード：誰だれだっ!?　振ふり向むく！

ＧＭ：そこにはフードを目深にかぶったフィルボルがいます。

バニィ：あぁ、冬や眠ま鼠ねですわね。




冬眠鼠

　バニィに接せつ触しよくしてくるフィルボルの情じよう報ほう屋や。

　前回は、第一三班はんのメッセンジャーとして登場した。

[image: ]




ジェイス：おお、キミはいつぞやの情報屋じゃないか。

ＧＭ：「おふたりは初めまして、かな？」

ルード：は、はい。初めまして（ペコリ）。

バニィ：あらあら、鼻が利きますわね。さすがは冬眠鼠と言っておきましょうか。で、なにかご用ですか？

ＧＭ：「さっきも言ったが、おそらく普通の馬じゃあ間に合わねぇだろう。もしよければ、こっちで錬れん金きん馬ばの馬車を用意するが……どうだ？」

ルード：錬金馬？

バニィ：錬金術で造つくられた機械仕じ掛かけの馬ですわ。普通の馬と違ちがって、脚あしは速いですし、休ませる必要もありません。

ジェイス：錬金馬か……、乗り心地が硬かたそうだな！　尻しりが痛いたくなりそうだ（笑）。

フィンニー：え？　でも、馬車だから関係ないんじゃないですか？

ルード：きっと、ジェイスさんはお尻の病気だったんだよ。

ジェイス：なんだと!?（一同笑）

バニィ：し、知りませんでしたわ……それは……おかわいそうに……（笑）。

フィンニー：（哀あわれむような声で）ジェイスさん……。

ジェイス：違ちがうわ！（一同笑）

ＧＭ：「どうだ？　悪い話じゃないだろ？」

ジェイス：確かに悪い話じゃない。だが、タダというわけではないだろう。その見返りにお前はなにを望むんだ？

ＧＭ：「見返り？　バニィとは古いつき合いだしな。ここはサービスということにしておいてやるよ。それに、バニィにはひとつ仕事を頼たのもうと思っているからな。その報酬からさっぴいておくさ」冬眠鼠はそう言うと、ニヤリと笑います。

ルード：そうなんだ、よかったー。

ジェイス：お気楽だな、おい（笑）。

フィンニー：でも、バニィさんへの仕事って……なんですか？

バニィ：そ、それは……言えませんわ。

ルード：言えない仕事なんだ。

フィンニー：言えない仕事……？　大人ですね、バニィさん……（←意味深）。

バニィ：え？　いやいや……って、ちょっと待ってちょっと待ってください!?（一同爆ばく笑しよう）




　バニィへの報酬を大きく誤ご解かいしているフィンニーであった。




バニィ：違います！　そういうお仕事じゃありませんわ！（笑）

ルード：じゃあ、どういう仕事なんだい、バニィさん？

バニィ：それは……口では言えませんわ！（爆笑）

フィンニー：やっぱりー！

バニィ：だって、魔ま剣けんを奪うばうなんて話はできないじゃないですか！

ジェイス：そりゃ、そうだ（笑）。

フィンニー：バニィさん、お、と、な（一同笑）。

ルード：ヒューヒュー！（笑）

バニィ：（ごまかすように）と、ともかく！　今はふたりを助けるのが先決ですわ。

ＧＭ：そんな様子にキョトンとする冬眠鼠。「まぁ、なんだかよく分からないが、チャンスは逃のがすなよ。かわいい仲間のためだろ？」

バニィ：そ、そう言われてはうなずくしかありませんわ。（真面目な声で）セプテンバーのことを思い出して、アンニュイな顔になります。

ルード：なんか、バニィさんの様子がおかしいよ、フィン。バニィさんとあの男、あやしい関係だよ？

フィンニー：バニィさん、大人だから（笑）。

バニィ：だから、違います！（一同笑）

ジェイス：まぁ、なんにせよ。錬金馬を用意してくれるのはありがたい。ぜひ、頼たのみたい。

ＧＭ：「分かった。すぐに用意してくるから待っていてくれ」フィンニーとルードの妙な視し線せんを感じながら、冬眠鼠はその場を離はなれていきます。

ルード＆フィンニー：（ニヤニヤ）

バニィ：違いますって！（一同笑）

ＧＭ：とまぁ、そんなことがあった晩。翌朝早くに出発しようということになり、王城に用意されたそれぞれの部屋で寝ている時のことです。

フィンニー：イベントだっ！（笑）。

ＧＭ：バニィはこんな夢を見ます。

バニィ：わたくしですか？

ＧＭ：真っ暗な空間の中で、バニィの前にはなにかの装そう置ち──おそらく錬金術で作られた機械に繋つながれ、ベッドに横になっているセプテンバーの姿。

バニィ：ぴこーん、ぴこーん（機械の音らしい）。

ＧＭ：その横にあなたは立っている──そんな光景だと思ってください。

バニィ：まったく無茶なことをして……。本当にしょうがない子ね。と、言いながら悲しげな顔をしますわ。

ＧＭ：しかし、セプテンバーは目を覚ますこともなく、ただひたすら眠ねむり続けています。手を伸のばしても触さわることもできず、バニィの手はセプテンバーの身体を素す通どおりしてしまいます。

バニィ：ああ。こんなに近くにいるのに触ふれることもできないなんて。……これが、わたくしの罪つみだというのですか？

ＧＭ：嘆なげき悲かなしむバニィ。しかも、セプテンバーの姿はどんどんと遠ざかっていき、暗くら闇やみの中に消えていく……。バニィがふと気がつくと、目の前には蒼あおい魔剣が浮うかんでいる。

ルード：蒼月剣ルーナマーレか？

ＧＭ：そして冬眠鼠の声が聞こえてきます。「もしお前が魔剣を持って帰ってくれば、皇こう帝ていはセプテンバーを助けるために、全力を尽つくしてくれるとのことだ───」

フィンニー：バニィさんを誘惑する声が（笑）。

バニィ：あの皇帝が約束を守るとは限かぎらないものの、その言葉にはすがらずにはいられない！　このわたくしの弱さは、いったい……！

ＧＭ：目の前には、先ほどと変わらず魔剣が浮かんでいます。

バニィ：これは、手を伸ばそうとして掴つかめないというパターン。

ＧＭ：手を伸ばしてみますか？

バニィ：あら？　もしかして、そういう選せん択たくのシーンなのかしら？　伸ばして届とどくというのであれば……伸ばしてみますわ。

ＧＭ：では、手を伸ばすと剣を掴むことができます。

一同：掴めた!?

ＧＭ：その瞬間、バニィさんに力が流ながれ込こんできます。

バニィ：な、何故なぜわたくしに？　ちょっと、使う宿主を間ま違ちがえてますわよ？　わたくしのメインウェポンは銃じゆうですわよ？（一同笑）

ＧＭ：と、慌あわてた瞬間、あなたは目を覚まします！

ルード：ここで登場してもいいですか？　バニィさんのうなされている声を聞いて、慌ててやってきたということで。

ＧＭ：いいですよ。




　扉を叩き続ける音を聞き、フィンニーやジェイスもバニィの部屋へと集まってくる。そこでは、ルードが懸命にノックし続けていた。部屋の中からはバニィのうなされている声。

　やがて声は聞こえなくなり、それからしばらくすると、申しわけなさそうな顔のバニィが扉を開けて出てきた。




ルード：バニィさん、大だい丈じよう夫ぶ？

バニィ：大丈夫ですわ。とても悪い夢を見ていたもの……。

ルード：どんな夢だったの？　よければ、話してもらえないかな？

バニィ：そうですか……。（うれしそうに）ようやくすべてを話す時が来ましたわっ！

ルード：うわっ！　なんか、バニィさんが生き生きとしてきたよ（一同笑）。

バニィ：（真面目な声で）ルードさん。神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくはご存ぞんじでしょう。

ルード：あぁ、知ってる。西の方にある帝国だよな。

バニィ：そうです。この大陸で勢せい力りよくを拡かく大だいしている強大な力を持つ帝国ですわ。その情じよう報ほう部ぶ第一三班、泣く子も黙だまる地じ獄ごくの組そ織しきにわたくしは所しよ属ぞくしていたのです。

ジェイス：地獄の組織ってなんだよ！（一同笑）

バニィ：その組織には、わたくしが妹のようにかわいがっていた後こう輩はい──セプテンバーがいました……。

ルード：あっ、最初のシーンで拾った写真の女の子のことですね。

バニィ：ええ。でも、セプテンバーと共に任にん務むに当たった時、わたくしは彼かの女じよを守れず傷きずつけてしまいました。

ルード：そうだったんだ……。

バニィ：今もなお、彼女は眠ねむったままです。

ルード：意識不明状態のまま？

バニィ：ええ、自分の力のなさを痛つう感かんしたわたくしは、ゼダン皇帝と取り引きをして部隊を抜ぬけ、冒険者の身となりました。その時、わたくしの能のう力りよくは皇帝に封ふう印いんされました。

ルード：バニィさんにそんな過去があったなんて。知らなかったよ（笑）。

フィンニー：あの冬眠鼠って人も、昔の関係者なんですか？

バニィ：そのとおりです。実はゼダン皇帝から接触がありました。あの冬眠鼠という男が、そのパイプなのですが。

ルード：あの男、バニィに仕事を依い頼らいするって言っていたけど。

バニィ：ええ、今もなお意識の戻もどらぬセプテンバー、彼女の治ち療りように全力を尽つくす代わりに、フォースタスの持つ魔剣を持ってこい、と───。

ルード：な、なんだって!?

バニィ：冬眠鼠が〝仕事〟と言っていたことは、蒼月剣ルーナマーレを帝国にもたらすこと……。いずれにせよ、この錬金馬を借りられなければ、ヴェンガルド峡谷に行けないでしょうから黙だまってましたが。

ルード：ど、どうして言ってくれなかったんだよっ!!

バニィ：ごめんなさい、ルードさん。わたくしの中では結けつ論ろんが出ていないのです。もしも魔剣を手にした時、もしかしたら、あなたがたの敵てきに回るかもしれませんわ。

ルード：オレたちの……敵に？

フィンニー：バニィさん……。

バニィ：もし、わたくしが敵に回ったら……その時は殺してくれて構かまいませんわ。

ルード：な、なにを言うんだ、バニィさん!?

バニィ：でも、今は剣の回かい収しゆうには力を貸します。そのあとは……。

ジェイス：……そのあとは？

バニィ：……。その問いには、黙って答えないでおきますわ。

ルード：……帝国は魔剣を使って何をする気なんだろう？

バニィ：間ま違ちがいなく、戦争に利用しようとしているんでしょう。帝国、いえ皇帝はエリンディルの統とう一いつを目指していますから。

ルード：（しばらく考えてから）ダメだ、バニィさん！　やっぱり魔剣は渡わたせない！

バニィ：…………。

ルード：オレの紅炎剣プロミネンスもあいつが持っている蒼月剣ルーナマーレも、レーナが持っていた黒影剣エクリプスだって、父さんや他の人が命をかけて守ってきたんだ。……だから、帝国には渡せない！

ジェイス：立りつ派ぱになったなルードくん。その言葉を聞いて、私は感動に震ふるえているぞ（笑）。

バニィ：でも、そうしなければセプテンバーを助けることは……。

ルード：だったら、オレが助けるよ！　だって、オレたちは仲間じゃないか───。

バニィ：ルードさん……。

ルード：バニィさんは、オレが困こまっていれば助けようとしてくれるだろう？　だったら、バニィさんが困っている時はオレが助けるよ。オレたち、仲間じゃないか。

バニィ：でも、相手はヴァンスター帝国なのですよ？

ルード：大きな国を敵に回すってことは、分かってるさ。でも、それは今だってそうだよ！　だから、もっとオレを頼たよってくれよ！

フィンニー：違いますよ、ルードさん。

ルード：え？　フィン、それって……。

フィンニー：〝オレ〟じゃなくて〝オレたち〟ですよ。

バニィ：フィンニーさん……。

フィンニー：ルードさんの言うとおりです、バニィさん。今だって、力を合わせて蒼月剣ルーナマーレを取とり戻もどすために戦っています。今までも、これからも、一いつ緒しよに戦いましょう、ね。

ジェイス：頼れる仲間、か……。いい言葉だ。

バニィ：ありがとう、ルードさん。おかげで、楽になりましたわ。

ルード：それなら、よかった。

フィンニー：その後のことは、それが終わった後に決めましょう。

バニィ：ええ、そうします。だから──




「今はわたくしもみなさんに協力して、魔剣と王女さまを取り戻すことだけを考えますわ」

　そう答えるバニィの瞳ひとみに、もう迷まよいはなかった。







◆Middle 11◆紅あかき剣と蒼き剣、そして黒き剣




　レーナを追って、ルードたちは馬車を飛ばす。

　疲れを知らず、エサもいらない錬金馬。この機械の馬に牽ひかれた馬車は、普通のそれに比べて遙かに速い。だが、日数を差を埋めるは容易なことではない。

　いつまで経っても馬車は見えてこない。焦しよう燥そう感だけがつのり、不安に心が押おしつぶされそうになる。




ＧＭ：では次のシーン。現げん在ざい、みなさんは錬金馬の馬車でガタガタと揺ゆられながら移い動どう中です。錬金馬は普通の馬よりも速いので、日につ程ていは通つう常じようの半分で済すみそうです。

ジェイス：さすがだな。

フィンニー：でも、あんまり急ぎすぎるとジェイスさんの病気にもよくありませんよ。

ジェイス：だから、違うと言ってるだろう！（一同笑）

ＧＭ：さて、グランフェルデンを出立してから数日後。急いで馬車を飛ばし、ヴェンガルド峡谷の手前までやってきた時、ようやくレーナが乗っていると思しき馬車が見えます。

ジェイス：むっ、あれか。よし飛ばすぞ！（なにか考えている）……そうだ！　馬車のスピードを上げて向こうの進路を塞ふさげないか？

ＧＭ：そうですね。こちらの錬金馬の方が速いですからね。では、難易度14の【感知】判定に成功したら、うまく馬車を操って前に出たことにしましょう。

ジェイス：難易度14か……。ルードくん、頼んだっ!!　ほいっ！（手綱を投げるらしい）

ルード：え、えぇ────────っ！

ジェイス：アコライトの私よりも、ウォーリアのルードくんの方が【器用】は高いはず。ここは任せるぞ。さぁ、キミの素晴らしい手綱捌きを見せてくれ！

ルード：は、はいっ！（ダイスを振る）しまったぁ！　フェイト使えばよかった！　勢いでダイスを振ったら忘れたぁ───っ！

フィンニー：なにやってるんですか、ルードさん！（笑）

ルード：７以上、７以上[image: ][image: ][image: ]。




　ルードの祈りにダイスは応えた。ダイス目は９！




ルード：出た────っ！

ＧＭ：では、馬車は進路を塞がれて強きよう制せい的てきに止まります。

ルード：よしっ！　御者台から飛び降りるぜ！

フィンニー：あ、あたしも馬車から出ます！

バニィ：では、わたくしも。

ジェイス：ぎりぎり間に合ったというところだな。だが──。




　ルードたちに続いて馬車を降りたジェイスがつぶやいた。

　じっと馬車を見つめる四人。その視線の先、馬車の御者台にはレーナがひとり座っている。無表情にルードたちを見下ろすレーナ。

　急に行く手を遮られたことが不満なのか、馬車に繋がれた馬の一頭が、二度、三度と蹄で地面を蹴る。

　その音が合図だったかのように、レーナは手綱から手を離し、ゆっくりと御者台から降りた。




ルード：レーナ……。

ＧＭ：「そこを、どいてください」感かん情じようのこもっていない声で話すレーナの手には、黒影剣エクリプスがしっかりと握にぎられています。

ルード：レーナ、レーナだよな？　本物のレーナだよな？（笑）

ＧＭ：ルードの問いにこくりとレーナはうなずく。その仕草は間違いなくレーナのものであることが、ルードには分かります。

ルード：本物だよ。やっぱり、本物のレーナだよ！

ＧＭ：「わたしは、この先に行かなければならないのです。そこを、どいてください」

ルード：……ごめん。ここをどくわけにはいかないんだよ。

ジェイス：そのとおり。どくわけにはいかんのだ。キミがさらった王女を返してもらおうか。

ＧＭ：「それは困こまります」どこからともなく、低い男の声が聞こえたかと思うと、レーナの横に黒い風が巻まき起おこります。

ルード：フォースタス？

ジェイス：《テレポート》か！

ＧＭ：いえ、アコライトであるジェイスには分かりますが、なにかもっと別な力です。《テレポート》が神々の力だとすれば、瘴気あふれる邪じや神しんの力といったところでしょうか。

ジェイス：なるほど。邪神の力か……。

ルード：邪神？

ジェイス：となると、フォースタスが魔族に操られているのは間違いなさそうだな。

ルード：それなら、ここでフォースタスを倒し、奴からすべてを訊くまでだっ！　出でよ！　紅炎剣プロミネンス!!

ＧＭ：ルードの声と共に深しん紅くの腕うで輪わが光り、ルードの持つ護まもりの剣の姿が紅炎剣プロミネンスへと変わります。それと同時に、黒き風が弾はじけ、フォースタスが姿を現あらわす！

バニィ：また、フォースタスとレーナコンビですわね。

ジェイス：前回は両方とも偽にせ者ものだったがな。

フィンニー：今回は、本物なのかしら？

ＧＭ：「どうでしょうね」フィンニーの問いに、フォースタスは眼鏡めがねの奥おくから蛇へびのような笑みを浮うかべます。

ジェイス：おのれ、偽者だろうが私のメイスの錆さびにしてくれる。いずれにせよ、お前はここより先に進むことはできん。ここを通りたくば、我われ々われを倒たおしてから行け！

フィンニー：なんで、そんな悪役っぽいセリフを吐はくんですか!?（一同笑）

ジェイス：あっ、いや。つい（笑）。

ＧＭ：「では、そうさせてもらいましょう」とフォースタスは武ぶ器きを構かまえます。

ジェイス：えっ、ちょっと待て！　戦せん闘とうは想定外だぞ！（笑）

ＧＭ：「あなたがたを倒して、私はこの先に進むとしましょうか。今回は黒影剣エクリプスも手元にありますのでね」

ルード：くっ！　やめろ、フォースタス！　お前は操られているだけなんだぞ!!

ＧＭ：「操られている？　この私が？」

ジェイス：そうだ。おそらくお前はその蒼月剣ルーナマーレに封じられている魔族に操られて……ん？

バニィ：どうしました？　ジェイスさん？

ジェイス：フォースタスが魔族に操られているとして、その魔族の目的はなんだ？

ルード：え？　王女さまの身体を乗っ取るつもりなんじゃないの？

ジェイス：つまり、最初からそれが目的だった？

フィンニー：じゃあ、フォースタスは単なる捨て駒ってこと？

ＧＭ：「さきほどから、なにをごちゃごちゃ言ってるんですか？　なにもするつもりがないならば、そこをどいてください。私は私の目的──世界に粛清を起こすために、この先へと行かねばならないのです」

ジェイス：くっ！　操られている奴になにを言ってもムダか。

ルード：ちなみに、王女はどこにいるんですか？

ＧＭ：ルードがちらりと馬車の中に目をやると、そこに王女の姿が見えます。

フィンニー：よかった、王女さまは無事なんですね。

ＧＭ：「今のところは、ですがね」フォースタスが右手を掲かかげると、蒼い刀身の剣──蒼月剣ルーナマーレが出しゆつ現げんします。それと同時に、レーナの持つ黒影剣エクリプスが脈動し始め、紅炎剣プロミネンスの光が徐じよ々じよに弱まっていきます。

ルード：ジェイスさんっ！　紅炎剣プロミネンスがっ!!

ジェイス：大だい丈じよう夫ぶだ。まずはレーナくんから黒影剣エクリプスを奪うばえばいい。そして、すべての剣をいただくとしよう（笑）。

バニィ：なんて邪じや悪あく！　すべてをかっさらうつもりですわ！（笑）

ジェイス：お前が言うなよっ！（一同笑）

バニィ：あらら？（笑）

フィンニー：ジェイスさん、バニィさん！　そんなこと言ってる場合じゃないです！（笑）

ルード：まったくだよ（笑）。

ＧＭ：（やれやれ）では戦闘、いきます！




●第１ラウンド

ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセスから！　エネミーはレーナとフォースタスのみ。このふたりがエンゲージしていて、ＰＣのエンゲージから五メートル離はなれた位置にいます。

ジェイス：ふたりの【行こう動どう値ち】は？

ＧＭ：両方とも８です。




▼行動値

　バニィ　　　　　10

　フォースタス　　８

　レーナ　　　　　８

　フィンニー　　　７

　ジェイス　　　　７

　ルード　　　　　６




ＧＭ：まずはバニィさんから。

バニィ：わたくしはなしですわ。

ＧＭ：では、こっちのセットアップですね。

ルード：待った！　バニィさんの順番で《陣じん形けい》を使ってしまいましょう！

ジェイス：うむ、いい判はん断だんだ！　私はエンゲージから離はなれるぞ。

フィンニー＆バニィ：こっちも離れます！

ルード：そして、オレがフォースタスとレーナにエンゲージする。レーナ、今助けてやるぞ。待ってろよ！

ＧＭ：では、これで《陣形》は終しゆう了りよう。次はフォースタスのセットアップ。《蒼そう月げつ剣けん：妖魔召しよう喚かん》を使用。「とりあえずは、こんなところですかね」フォースタスは、ゴブリンアーチャーを同エンゲージに一体、離れた場所に一体召喚します。

[image: ]

ルード：やっぱり妖魔を召喚したか！

ＧＭ：しかも、ゴブリンアーチャーは強力な瘴気をまとっています。

ジェイス：召喚した妖魔が強化されているのか？　これが蒼月剣ルーナマーレの完全なる力か……。

ＧＭ：で、セットアップ終了。レーナのセットアップはありません。

フィンニー：レーナを《エンサイクロペディア》します。エネミー識しき別べついきまーす。３Ｄ＋７で……（ダイスを振る）達成値は17です！

ＧＭ：それなら分かります。地下神殿の時と同じように「分類：人じん造ぞう生物」で、エネミーレベルは５。そして、以下のエネミースキルを持っています（読者の方は次の図を参照）。

ジェイス：黒影剣エクリプスがらみの特とく殊しゆな能力を持っている以外は、まったく同じか……。

[image: ]

ルード：で、こっちのセットアップはなしだ。

[image: ]

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。バニィからです。

バニィ：マイナーアクションで《フェイント》。メジャーアクションで《ワイドアタック》で範はん囲い（選択）にして、敵のエンゲージを狙ねらいますわ。ハイジャンプバニィ！

一同：ハイジャンプバニィ？

ルード：それって、どんな技わざなんですか？

バニィ：強きよう靭じんな脚きやく力りよくによってハイジャンプ。角度をつけた射しや撃げきによりルードさんに当てないように気を遣つかった攻撃ですわ。

ＧＭ：気を遣う技かい（笑）。ま、まぁいいや。判定をどうぞ。

バニィ：射撃攻撃！　はっ！（ダイスを振る）24で命中ですわ！

ＧＭ：《フェイント》されているので……（ダイスを振る）レーナ、フォースタス、ゴブリンアーチャー、全員回かい避ひできず！

バニィ：フッ、これがハイジャンプバニィの威い力りよくですわ。では、ダメージ──。

ＧＭ：ちょっと待った！　「ゴブリン！」フォースタスの声と共に蒼月剣ルーナマーレの輝かがやきが増まします。すると、フォースタスの近くにいたゴブリンアーチャーがバニィの攻撃からレーナをかばうように動きます。

ジェイス：まさか《キャスリング》かっ!?




《キャスリング》

『アルディオン　レボリューションガイド』に掲けい載さいされているクラス、フォーキャスターのスキルである。他のキャラクターに《カバーリング》のスキルを使わせることができる。

　基き本ほん的てきなレギュレーションでは、エリンディル西方では取得できないスキルである。もちろん、ＧＭが認みとめた場合はその限かぎりではない。




ＧＭ：違います。単にカバーするだけです（笑）。

ジェイス：なんだ、カバーかよ！　今のはかなり驚おどろいたぞ（笑）。

バニィ：ならば、逆に心置きなく攻撃することができますわ。ダメージロールで《ピアシングストライク》を使います！（ダイスを振る）ダイス目21で、合計42点のダメージですわ。

ＧＭ：その程てい度どなら、まだまだ大丈夫。ゴブリンアーチャーもフォースタスも倒れない。

バニィ：まだまだ小手調べですわ。すちゃと着地して、ポーズを決めます。

ルード：当てないよう気を遣ってくれてありがとう、バニィさん！（一同笑）

ＧＭ：そしてフォースタスの行動。マイナーで《ブレイクスラッシュ》、メジャーは《バッシュ》でルードを攻撃。武器攻撃と同時に《フロンタルアサルト》（＊）使用！

ジェイス：《ブレイクスラッシュ》（＊）？　フォースタスって盾たて持ってるのか？

ＧＭ：「ふっ、蒼月剣ルーナマーレとは蒼（双）月剣。すなわち、ふたつの能力──剣と盾の力を持つ武器。ナイトであるこの私は、両手剣を右手ひとつで操ることができる。すると、蒼月剣の力によって、我わが左手には不ふ可か視しの盾が宿るのです」

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：まぁ、蒼月剣ルーナマーレは特殊な武器ということで（笑）。

ジェイス：こいつ強いぞ！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は23。

ルード：４＋２Ｄで回避！　（ダイスを振る）ダイスは４、５、ダメだ！

ＧＭ：ダメージロールは14Ｄ＋23。ちなみにダメージ軽けい減げんは不ふ可か。

バニィ：あああっ、まずいですわ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目は47、70点ぴったし！　三日月のような蒼い軌き跡せきを描えがきながら、強きよう烈れつな一いち撃げきがルードに襲おそいかかります。

ジェイス：すまん、ルードくん。《プロテクション》はできん、できんのだ！

ルード：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】で18点引くから、52点。結構減った！

ジェイス：だが、次のイニシアチブプロセスで割わり込こんで《クイックヒール》だ。（ダイスを振る）よし、魔ま術じゆつ判定は成功、ＨＰは……38点回復。

ルード：なら、61点まで回復する。ありがとう、ジェイスさん！

ＧＭ：続いてレーナ。《ファイアボルト》をフィンニーに。さらに黒影剣エクリプスの力を使い、攻撃と同時に《乱レ咲ざク黒ノ剣》を宣せん言げん。攻撃の対象を場面（選択）に変へん更こうする！

一同：来たっ！　シーン全体攻撃!!




　レーナが放った魔ま法ほうの火球は、黒影剣エクリプスから力を注がれて見る間に膨ぼう張ちようしていく。

　それが限げん界かいまで達したところで弾け、炎の雨となって四人に降ふり注そそぐ！




ＧＭ：（ダイスを振る）命中の達成値は18！

ジェイス：（ダイスを振る）回避は無理だ、９だった。

フィンニー：（ダイスを振る）だめです、クリティカルしません！

ルード：こっちも回避できない。

バニィ：わ、わたくしもです。回避の達成値は11。全然駄目ですわ～。

ＧＭ：ここで《マジックフォージ》を使用。ダメージロールは11Ｄ＋20に跳はね上あがる！

フィンニー：きゃ～！

ルード：危ない、フィン！　《カバーリング》と《カバームーブ》でフィンを守ります！

ＧＭ：ダメージいきます！　（ダイスを振る）うーん、〈火〉属ぞく性せい52点の魔法ダメージ。

フィンニー：高い！　でも、ルードさん耐たえられるんですか？

ルード：ジェイスさんの《プロテクション》があれば、なんとか！

バニィ：仲間を信じて身を挺ていして守る……さすがですわ！

ジェイス：分かった、《プロテクション》を。フェイトを２点使って……（ダイスを振る）22点軽減！

ルード：50点くらった！

バニィ：残りＨＰは４ですわ～。

ジェイス：こちらはエレメンタルシールドのおかげで助かった！

ＧＭ：で、行動は終わり。次はジェイスとフィンニー。

フィンニー：《マジックブラスト》からの《アースバレット》！　対象はフォースタスとレーナです！（ダイスを振る）う～ん、低いです。19で命中です。

ＧＭ：（ダイスを振る）フォースタスは失敗。レーナは……（ダイスを振る）よしっ！　クリティカル！

一同：うわああああ────っ!?

ジェイス：大丈夫だ！　まだ慌てるようなタイミングじゃない。

ルード：そ、そうだね。

フィンニー：では、ダメージロールいきます。７Ｄ＋24！　（ダイスを振る）54！

ＧＭ：フォースタスの【魔法防御力】は10、44点くらった。しかも［スリップ］を受ける。

ジェイス：ならば、私はフィンニーに《ジョイフルジョイフル》だ。前向きにいこう。（ダイスを振る）よし、成功した。

フィンニー：さっきと同じく《マジックブラスト》からの《アースバレット》！　今度こそ当てます！　（ダイスを振る）21で命中！

ＧＭ：フォースタスは回避できない。レーナは……（ダイスを振る）回避失敗！

ルード：よしよし、とりあえずよかった。

ジェイス：《ディスコード》を宣言しよう。

フィンニー：ダメージいきます！　（ダイスを振る）51点の〈地〉属性の魔法ダメージ！

ジェイス：（ダイスを振る）さらに15点足してくれたまえ。合計は66点だな。

ＧＭ：くっ、フォースタスが結けつ構こうくらってる。これでジェイスが終わって、ルードです。

ルード：レーナ、目を覚ますんだと言って攻撃します。《スマッシュ》《バッシュ》！

ＧＭ：《バッシュ》をレーナが《インタラプト》する。

ルード：……はっ!?　オ、オレにはレーナに剣を向けるなんてできない!?

ジェイス：いまさらかよ!?（一同爆笑）

バニィ：ルードさん！　あきらめたらダメですわ。その《インタラプト》を《インタラプト》します！

ＧＭ：では、一いつ瞬しゆんためらったと思われたルードの剣はそのままレーナに命中です（笑）。

ルード：そうだ、ここでオレが外したらみんなが大変なことになる！　……プレッシャーが怖こわいからフェイト１点使う！（笑）　４Ｄ＋７にして……（ダイスを振る）命中は19!?

ＧＭ：（ダイスを振る）５と６！　惜おしい！　クリティカルせず！

フィンニー：あぶなーい！（笑）

ルード：ふ、ふう。フェイト使ってよかった。《スラッシュブロウ》を宣言して、これで＋４Ｄ。13Ｄ＋22！　（ダイスを振る）、71点！　レーナ、ごめんっ！

ＧＭ：謝しや罪ざいの言葉と共に振ふり下おろした一撃が、レーナの華きや奢しやな身体を吹ふき飛とばす。その瞬間、レーナの口がわずかに動いたことにルードは気がつきます。

ルード：レーナっ!?　今、なんて言ったんだ？

ＧＭ：「あ、り、が、と、う」レーナはそう言っていたように見えます。

ルード：レーナ……。

ＧＭ：そして、無む表ひよう情じようだった顔にかすかに笑顔が戻ったかと思うと、そのまま倒たおれます。これでレーナは戦闘不ふ能のう！

ジェイス：ルードくん！　気を抜ぬくな！　レーナくんのことは心配するな。あとで私が回復する。今は戦いに集中するんだ！

フィンニー：そうです！　ここであたしたちが倒れたら、レーナさんも王女さまも助けることができなくなるんですよ！

ルード：ジェイスさん、フィン……。そうだよなっ！　気合いを入れて、フォースタスに向かって武器を構かまえ直します！

ＧＭ：「黒影剣エクリプスが倒れましたか……」レーナが倒れると共に、紅炎剣プロミネンスが輝きを取り戻し、蒼月剣ルーナマーレの輝きが消えていきます。その様子をフォースタスはじっと見つめる。




　その最中、残ったゴブリンアーチャーは、フィンニーを狙ねらって射撃。

　だが、この攻撃をフィンニーはかろうじて回避に成功。戦闘は第２ラウンドへと突とつ入にゆうする。





（＊）《フロンタルアサルト》　ナイトのスキル。武器攻撃のダメージを増加させる。

（＊）《ブレイクスラッシュ》　ナイトのスキル。武器攻撃のダメージを増加させ、さらにダメージ軽減も不可とする。






●第２ラウンド

▼行動値

　バニィ　　　　　10

　フォースタス　　８

　フィンニー　　　７

　ジェイス　　　　７

　ルード　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：それでは第２ラウンドいきます。セットアッププロセス！

バニィ：特になしですわ。

ＧＭ：では、紅炎剣プロミネンスの能力で《蒼月剣：妖魔召喚》が使用できなくなったフォースタスは、やむを得ず《クイックフォージ》＋《ウェポンフォージ》で武器強化します。（ダイスを振る）判定は成功というわけで武器攻こう撃げき力りよくが13点アップ！

ジェイス：５Ｄも振ってるし！

フィンニー：《エンサイクロペディア》をフォースタスに使用。（ダイスを振る）エネミー識別の達成値は22です。

ＧＭ：それだと成功。フォースタスのデータは──（次の図を参照）。

[image: ]

（戻る＊）

ジェイス：見事に白兵攻撃に特化してるな（笑）。

ルード：じゃあ、フォースタスに《プロボック》しても意味ないな。ゴブリンアーチャーに使おう。（ダイスを振る）11が出たので、達成値は18！

ＧＭ：（ダイスを振る）ああ、ファンブル!?　挑ちよう発はつに乗ったー！

ルード：ふーん、ぬーん！　ほら、オレにかかってこい！（一同笑）

ＧＭ：「むきーっ！」と、ゴブリンアーチャーは矢をルードに向けます（笑）。

バニィ：それでは行動ですわね。《フェイント》からの《ビースティング》でフォースタスを狙い続けますわ。（ダイスを振る）28で命中。

ＧＭ：こちらはもう回避できません。ダメージどうぞ。

バニィ：《ピアシングストライク》を使って、（ダイスを振る）42点！　ハイジャンプバニィを使ったので、今回は分身バニィですわ！

ＧＭ：ハイジャンプの次は、エビ投げハイジャンプじゃない？（笑）

ジェイス：そのネタ、今時分からないって（笑）。




　古い野球漫まん画がの話である。




ＧＭ：次はフォースタスの行動！　ルードに《ブレイクスラッシュ》《バッシュ》で攻撃！　「さあ、これまでです！」（ダイスを振る）命中は23！

ルード：もう回避はクリティカルのみ！　（ダイスを振る）２、２!?　２ゾロって！（笑）

ジェイス：おっ！　ついに荻おぎさんがおいしいダイス目を修しゆう得とくしたか？（笑）

ＧＭ：では、命中ですね。（ダイスを振る）ダメージは59点！　ちなみに軽減不可！

ルード：それは、どうがんばってもムリ！

ジェイス：だが、まだクライマックスフェイズではない。《アフェクション》も《蘇そ生せい》も使うわけにはいかない。……すまん、ここは見捨てるぞルードくん。

ルード：仕方ないです。みんな、あとは頼たのむ……。戦闘不能です！

フィンニー：ルードさ───ん!?

ＧＭ：「まずはひとり。父親の剣で斬きられる気持ちはどうですか？」

フィンニー：よくもルードさんを……！　《エキスパート》《アースバレット》でフォースタスを攻撃！　（ダイスを振る）あっ、クリティカル！

ジェイス：おお、すごいな！

フィンニー：ルードさんは、あたしにとってただの友だちじゃないんですよ！

ジェイス：ハンドアウトを拾った！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、さすがにクリティカルしない！

フィンニー：いきます！　（ダイスを振る）〈地〉属性51点の魔法ダメージ！

ＧＭ：うぐっ！　これでフォースタスが受けたＨＰダメージは合計で[image: ]点。フィンニーの《アースバレット》を正面から受けて、フォースタスは飛来する石飛礫つぶてに翻ほん弄ろうされ、その身体は弾はじかれるように吹き飛びます。蒼月剣ルーナマーレはフォースタスの手を離れ、くるくると回転しながら宙ちゆうを舞まう。フォースタスが倒たおれたのを見たゴブリンアーチャーは、慌あわててその場から逃にげ出だそうとしますが……。

ジェイス：こちらもルードくんが倒れている。あえて追う必要もないだろう。

ルード：す、すいません（しょんぼり）。

ＧＭ：「くっ！　まさかあの研究所で出会ったあなた方に、私の計画が邪じや魔まされるとは。因いん縁ねんとは不思議なものですね」痛いたみに苦しみながら、フォースタスはつぶやきます。

ジェイス：計画？　それは本当にキミの考えたことだったのか？

ＧＭ：「もちろんだ。故こ郷きようが妖魔に襲おそわれ、国はそれを作戦のために見み過すごしました。人同士の戦いならば、道理が通る。慈じ悲ひもある。だが、妖魔相手はどうですか？　そんなものはまったくない。ならば、世界から妖魔や魔ま獣じゆう、さらには魔族を廃はいするためには──」

フィンニー：〝粛しゆく清せい〟を起こすしかない。

ＧＭ：「そのとおりです」

ジェイス：では、そのためになぜ王女を連れ去る必要がある？

ＧＭ：「王女を？」ジェイスの言葉に考かんがえ込こむフォースタス。

一同：……。

ＧＭ：「……分からない。そういえば、なぜ私は蒼月剣ルーナマーレに魔族が封ふうじられていることを知った？　いや、そもそも蒼月剣ルーナマーレを使って粛清を起こそうなどと、いつ考えた？　……分からない。なにも……分からない」フォースタスは両手で頭を抱かかえ込こみ、ただただ「分からないと繰くり返かえします。

フィンニー：やっぱり、蒼月剣ルーナマーレに封ふう印いんされている魔族に操あやつられていたみたいですね。

ジェイス：ある意味、こいつも犠ぎ牲せい者しやというわけか……。

一同：……。

ルード：あ、あの～。オレ、まだ戦せん闘とう不ふ能のうなんですけど。レーナも……。

一同：あっ!!




　慌ててルードとレーナの許もとへと駆かけつける三人であった。







◆Middle 12◆戦いは終わったが……




　蒼月剣ルーナマーレを奪うばい、粛しゆく清せいを起こそうとしていたフォースタスはついに倒たおれた。

　ルードたちは戦いに勝利し、蒼月剣ルーナマーレとレティシア王女を取とり戻もどすことに成功したのだ。

　だが……。




ＧＭ：さて、本来であれば戦せん闘とう終しゆう了りようと共にルードとレーナのＨＰは１に戻もどるんですが、その前にちょっとだけ演えん出しゆつ、というか、イベントが発生します。

一同：イベント？

ＧＭ：はい。先ほどフォースタスの手を離れた蒼月剣ルーナマーレは宙を舞ったと言いましたが──。

一同：ん？

ＧＭ：それがバニィの目の前に方へと飛んできて、さくっと地面に突き刺さります。まるで、自分を手に取れと言わんばかりに……。

一同：なんだってっ!?

バニィ：こ、これは、まるであの時の夢ゆめのよう……。と、思わず手を伸のばし──。

ジェイス：いかん、バニィくん。それに触ふれるなー！　……と言いつつも、私わたしも触れるのを期待していたりする（笑）。

バニィ：ですよね。なので、思わず手に取ってしまうわたくし。

ルード：拾うのかっ！

バニィ：まぁ、そっちの方が面白そうじゃないですか（笑）。

ＧＭ：では、蒼月剣ルーナマーレを手に取ったバニィは、なにか巨きよ大だいな力が自分の身体に流ながれ込こんでくるような感じを受ける！　難なん易い度ど12の【精せい神しん】判はん定ていをどうぞ！

バニィ：判定？　あのー、わたくし、【精神】は２しかないですけど……。

一同：おいっ！

バニィ：ちょ、ちょっとうかつだったかしら（笑）。なので、フェイトを使います！　ものすごく悪い予感がするので、３点使用！　では、振ふりますわ！　えいっ!?（ダイスを振る）

一同：えぇ───────っ!?

フィンニー：１がふたつっ!?

バニィ：せ、せっかくフェイトを使ったのに……の、残りは？

フィンニー：２、５、６だから……合計で15？

一同：ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（大きなため息）。

ルード：あ、危ねぇ[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：では、身体へと流ながれ込こもうとしていた得体の知れない力は、バニィの抵てい抗こうにあい、パーンと弾けたかのようにその気配は薄くなっていきます。

バニィ：……た、助かりましたわ（笑）。

ＧＭ：しかし、その感覚は当事者であるバニィにしか分からないのであった──。というところで、ルードが戦闘不ふ能のうから回かい復ふくします。

ルード：あ、まだオレ倒れてたのか（笑）。（苦しそうに）うっ！　フ、フォースタスはどうした？（一同笑）

ジェイス：安心したまえ。ルードくんが倒れたすぐあと、フィンニーが倒したよ。

ルード：……そうか。ありがとう、フィン。

フィンニー：なに言ってるんですか。まったく肝かん心じんな時に役に立たないんだからっ！

ルード：そんな言い方ないだろ！　こっちだって必死だったんだから。

フィンニー：あんまり……無茶しないでください！（小さい声で）すっごく心配するじゃないですか。

ルード：え？

フィンニー：な、なんでもないです！　なんでも……。

ルード：そうか。なんでもないか……（笑）。

フィンニー：そうです！　なんでもないです！

ルード：じゃ、そういうことにしておこうか（笑）。で、レーナと王女さまは？

ジェイス：お？　おぉ、超忘わすれてたよ！（一同笑）

ルード：忘れるなよっ！　急いで立ち上がって、馬車の方に行くぞ！

フィンニー：あ、あたしも行きます！

ジェイス：うむ。では、私はレーナの様子を見に行こう。一いち応おう、怪け我がしているしな。

ＧＭ：では、馬車の中には気を失っている女じよ性せいがひとりいます。もちろん、レティシア王女です。扉とびらを開ける音で目が覚めたようで、目の前にいるふたりの名前を、不思議そうな顔をしながら呼よびます。「ルード？　フィンニー？」

フィンニー：ご無事ですか？　王女さま。

ＧＭ：「無事？」フィンニーの言葉の意味が分からず、聞き返すレティシア王女。そして、状じよう況きようを確かく認にんするために辺りを見み渡わたすと、さらに怪け訝げんな顔になる。「ここはどこだ？」

フィンニー：ヴェンガルド峡きよう谷こくの近くです。お助けに参りました。

ＧＭ：「助けに来た？　どういう意味だ？　それより、なぜ私はこんなところにいるのだ？」まったく状況が掴つかめないレティシア王女は、ルードとフィンニーの顔を交こう互ごに見ながら質しつ問もんをふたりに浴びせかける。

ルード：その様子なら大だい丈じよう夫ぶそうだな。本当によかった。

ＧＭ：「ん？　なにをそんなに喜んでいるんだ？　まったくよく分からん奴やつだ」そう言いながらも、笑顔で答えるレティシア王女。

ルード：ここが言うチャンスかな？

フィンニー：ですね（笑）。

ルード：王女さま。それは、あなたが……ルディアだからです。

ＧＭ：その名前を聞いた瞬しゆん間かん、レティシア王女の顔が強こわばり、警けい戒かいした様子となる。「どこで、その名前を……」

ルード：これ、見覚えあります？　そう言って、胸むねからあのペンダントを出して、レティシア王女に見せます。

ＧＭ：すると王女は、信じられない目でそのペンダントを見つめてつぶやく。「こ、これは……。ルード、あなたが兄上なのか？　本当に兄上なのか？」

ルード：（大きくうなずいて）やっぱり、王女さまが妹だったんだね。まさか、こんな形で再さい会かいするとは思わなかったけど……。でも、無事でいてくれてよかった。

ＧＭ：言葉なく、じっと見つめ合い、再会の喜びを噛かみ締しめるルードとレティシア王女──いや、ルディアであった。

ジェイス：おーい！　感動の再会のところを申しわけないが、こっちもそろそろ頼たのむ（笑）。

ルード：そ、そうだっ！　レーナっ!!

ＧＭ：「レーナも来ているのか？」

ルード：ということはなにも覚えていない？

ＧＭ：「あぁ、レーナが私の部屋を訪おとずれて……そのあとは記き憶おくがない」

フィンニー：じゃあ、王女さまに事じ情じようを話します。かくかくしかじか（笑）。




　ルードとフィンニーは、レティシア王女にこれまでの経けい緯いを説明した。レティシア王女は、自分の持つ適てき性せいやレーナの正体などに驚おどろきつつも、余よ計けいな口を差さし挟はさむことなく、ふたりの説明を聞き続けた。

　その間にジェイスがレーナに応おう急きゆう手当をするものの、彼かの女じよは一向に意い識しきを取り戻す様子はなく、《ヒール》も効こう果かがなかった。

　このままではらちが明かない──そう考えた四人は馬車に分乗して、とりあえず王都へ戻ることにした。




ジェイス：とりあえず、黒影剣エクリプスと蒼月剣ルーナマーレを回かい収しゆうしよう。（バニィへ）ん？　どうしたバニィくん。なんだか様子がおかしいぞ？

バニィ：はい？　って、いまさらこちらに振ふらないでください（一同笑）。

ジェイス：いや、なんだかいろいろとあったからな。忘わすれないうちに、フラグを立てておこうかと（笑）。さて、この二本の魔剣はどうしようか。蒼月剣ルーナマーレは王女に近づけるわけにはいかないからな。

ルード：じゃあ、どうします？

ジェイス：私が預あずかろう。

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ジェイス：な、なんだ？　その反応は？

バニィ：……なぜでしょう？　特に理由はないのに、ジェイスさんに渡わたしてはいけない気がしてなりません（笑）。

ジェイス：それはお互たがいさまだろう（笑）。

フィンニー：となると、バニィさんとジェイスさんは、魔剣とは違ちがう馬車に乗るとして……（ぶつぶつ）。

バニィ：ジェイスさんに、そんなことを言われるとは心外ですわ。

ジェイス：こちらこそ心外だ。わたしは、ルードくんと王女の後こう援えん者しやなのだよ！

バニィ：そんなことは関係ないですわ。

フィンニー：あぁ！　もううるさいですっ!!（一同笑）




　ああだ、こうだと、どうやって馬車に分かれて乗るかをもめる四人であった。

　それから約三〇分後。結局、ジェイス、バニィ、王女が同じ馬車に乗り、もう一台にルード、フィンニー、レーナが乗ることに決まった。

　なお、フォースタスはバニィが見張り、魔剣はすべてルードが預かることとなった。




ＧＭ：それでは、この組み合わせでＯＫですね？

ジェイス：結局、魔剣とは別の馬車か……。しくしくしく（一同笑）。

ＧＭ：では、決められたとおり、馬車に分乗します。いまだ意識の戻もどらないレーナを乗せ、それと魔剣を馬車に積つみ込こむ。

ルード：じゃあ、こっちの御ぎよ者しやはオレが担たん当とうしよう。

ジェイス：ということは、こっちの御者は私だな。

バニィ：そうなりますわね。さぁ、王女さま。こちらの馬車へ。

ＧＭ：「すまない。しばらくの間世話になる。道中よろしく頼む」そう言って、王女はジェイスとバニィに手を伸ばして、握あく手しゆを求めます。

ジェイス：こちらこそ……しくしく。泣きながら王女と握手をしよう（笑）。

バニィ：あ、わたくしも王女さまと握手をします。こちらこそ、よろしくお願いしますわ。




　いななきと共に馬車が動き出す。馬車の中からは、ルードたちの安あん堵どと喜びの声。

　だが、彼かれらの行く手に広がるは、空から垂れ下がるような黒い雲。

　それはまるで、これから起こることを暗あん示じしているかのようだった……。







◆Middle 13◆一時の平和




　何事もなく、グランフェルデンの城しろへと戻もどってきたルードたち。

　特に事じ件けんが起きることもなく、平へい穏おんな日々が続く。

　たったひとつのことを除のぞいて……。




ＧＭ：では、あれから馬車に乗り、一〇日ほどで王城に戻ってきました。

ルード：おお、戻ってきた。レーナと王女の様子は？

ＧＭ：何日か馬車で旅するんですけど、その間レーナは昏こん睡すい状じよう態たいが続いて目覚める様子はまったくありません。

ルード：ど、どういうことなんだろう？

ジェイス：彼女は普ふ通つうの人間ではないからな。城に戻って見てもらうしかない。

ＧＭ：みなさんが奪だつ還かんした魔剣は、王おう城じようの宝ほう物もつ庫こにしまわれます。ただ、紅炎剣プロミネンスだけは、そのままルードが預かっていてもよい、ということになりました。

ルード：やったっ！

ジェイス：まぁ、妥だ当とうな線だな。

ＧＭ：そして、それから数日後───。

フィンニー：時間が飛びましたよ（笑）。

ＧＭ：はい。その間、特になにも起こりませんでしたので、しっかりと休養が取れたので、ＨＰとＭＰは全ぜん快かいしてＯＫです！

ルード：よかった～。オレ、ＨＰが１のままだったんですよ。これで全快だ（笑）。

ＧＭ：さて、そんな日々が続いたあと、みなさんは王城の謁えつ見けんの間に呼よび出だされます。

ルード：じゃあ、みんなで呼ばれていこう。

ＧＭ：そこは数多くの柱が立たち並ならび、その柱が支ささえる天てん井じようや周囲を覆おおう壁かべには、名高い画家の手による美しい壁へき画がが描えがかれています。一段だん高くなった場所には真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しかれ、その向こうにある玉ぎよく座ざには現げんグランフェルデン王であるコーラッド王が座ざしています。

ルード：王さま、初めて見たかも……。

ＧＭ：はい。初登場ですから（笑）。その横にはグランフェルデン大だい神しん殿でんの神官長ソーンダイクと王立騎き士し団だん長のレイモン王子が立っています。ほかにも、国の重じゆう鎮ちんたちが左右にずらりと並ならんでいます。「此こ度たびのこと、誠まことにご苦労だった」コーラッド王の威い厳げんある声が、重々しく響ひびき渡わたります。

一同：はっ！

ＧＭ：と、ここからレイモン王子やソーンダイクらがいろいろと説明してくれます。会話でやっているとちょっと大変なので、簡かん単たんにまとめますね（笑）。




①ルードたちが出発したあと、騎士の一隊がヴェンガルド峡谷に向かい、ルードたちと入いれ替かわるように到とう着ちやく。フォースタスを捕ほ縛ばく。現げん在ざいは、地ち下か牢ろうに投とう獄ごくされている。

②地下神しん殿でんに巣くっていた妖よう魔ま残ざん党とうの殲せん滅めつ作戦は、騎士や雇やとわれた冒ぼう険けん者しやたちによって順調に進行中。

③レーナの昏睡状態は継けい続ぞく中。いまだ目が覚める様子はない。

④レティシア王女は城に戻って以来、体調が優すぐれず公こう務むを休んでいる。




ＧＭ：とまぁ、こんな感じですね。あと、なにか訊ききたいことがあればお教えします。

ルード：王女さま、体調崩くずしてるんだ。

ＧＭ：そのようです。医者の見立てでは疲ひ労ろうだろう、ということです。

ルード：うーん、ちょっと心配だなぁ。あとで見み舞まいに行こう。

ジェイス：レーナと偽レーナについて分かったこととかは？

ＧＭ：それについてはソーンダイクが答えてくれます。地下神殿で会った偽レーナは、レーナと同じ技ぎ術じゆつで造つくられた人じん造ぞう生物でした。レーナは黒影剣エクリプスの力を発はつ揮きできる能のう力りよくが組くみ込こまれていただけですが、偽レーナは黒影剣エクリプスと似にたような力を発揮できるように造られていたとのことです。

フィンニー：それで、剣がなくても能力を使うことができたんですね。

ＧＭ：ただし、黒影剣エクリプスと違ちがって、完全に紅炎剣プロミネンスの能力を封ふうじ込こめることができず、実用に耐たえるレベルではなかったようです。まぁ、魔族からしてみれば失敗作だったのでしょう。

バニィ：フォースタスには会えるんでしょうか？

ＧＭ：会えますよ。ちなみに、前のシーンのあとにフォースタスは意識を失ってしまったので、新しい情報は聞けてません。ほかになにか訊きたいことあります？

ルード：今のところはないかな。

ＧＭ：分かりました。では、ここからは自由行動になります。各人、どこに行きたいかを宣せん言げんしてください。希望があれば、ほかの場所に行ったり、ほかの人に会ったりすることもできます。その時はシーンを作りますから（笑）。

ジェイス：私はフォースタスに話を聞きに行くか。

バニィ：わたくしも、そっちについて行きましょう。

フィンニー：あたしはレーナの様子を見にいきます。

ルード：じゃあ、オレは王女のお見舞いに行こうかな。

ＧＭ：分かりました。あ、ちなみに行った場所や会った人から新たな情じよう報ほうが出てきて、行ける場所が増ふえることもあります。

フィンニー：まだ、クライマックスじゃないですもんね（笑）。

ＧＭ：はい。事件はこれから起きるんですよ……（ニヤリ）。







◆Middle 14◆とある騎士の述じゆつ懐かい




　薄うす暗ぐらい石いし畳だたみの城の地下牢ろう獄ごく───。

　かび臭くさく湿しめった空気が充満する中、鉄てつ格ごう子しの向こうに、その男はいた。




ＧＭ：では、ジェイスとバニィのシーンから。階かい段だんを降おりて城の地下牢に行くと、そのひとつにフォースタスは閉とじこめられています。覇は気きはまったく感じられず、妖魔を率ひきいて戦っていた人物とは思えないほどです。

ジェイス：王立騎士ほどの男が、人を殺し、妖魔を操あやつり、今は罪ざい人にんか……。

ＧＭ：鉄格子の向こうから聞こえてくるジェイスの声に反はん応のうし、フォースタスは顔を上げます。が、眼鏡めがねの向こうに見える瞳ひとみは虚うつろで、生気がありません。

ジェイス：無様な姿すがただな。お前の野望はすべて潰ついえたのだ。今、どんな気持ちかな？

ＧＭ：「どんな気持ち？　よく分かりません」無機的な声で、フォースタスが答えます。「セオドリクを殺して剣を奪い、妖魔を召しよう喚かんし、〝粛清〟を起こそうとした……。だが、なぜそのようなことをしようとしたのか、今となっては自分にも分からないのですよ」

ジェイス：分からない？　そんなことはないだろう。お前が隠かくしている情報をすべて教えてもらおうか。その情報によっては、死し刑けいだけは免まぬがれるかもしれんぞ。

ＧＭ：「本当に分からないのですよ。だから、私には答えようがありません」嘲ちよう笑しようを浮うかべるフォースタス。だが、それはその場にいるジェイスやバニィへのものでなく、自分に対するものであることが分かります。

ジェイス：では、質問を変えよう。お前は、いつからその野望を手にしたのだ？

ＧＭ：「……セオドリクの剣を見た時から……かもしれません」

ジェイス：お前はセオドリク卿に恨うらみを持っていたのか？

ＧＭ：「持っていないといえば、嘘になりますね。故こ郷きようを妖魔たちに踏ふみにじられ、その原げん因いんはセオドリクの作戦なのですから」

ジェイス：それが原因だと？　ただの逆さか恨うらみじゃないか。

ＧＭ：「逆恨みなのは自分でも分かっています。妖魔はもちろん憎にくい。しかし、それでは自分の怒いかりのやり場がないんですよ。だから、部隊の指し揮きを執っていたセオドリクに怒りを向けるしかなかった」

ジェイス：器の小さい男だな……。

ＧＭ：「だが、彼を殺すほどのものだったかというと、今では分からない」

ジェイス：それは、お前の意い志しではないのか？

ＧＭ：「さあ、ただ自分の行動を止めることはできなかった。まるで、あの剣に誘さそわれるかのようにね」

バニィ：やはり……。

ジェイス：なにか知っているのかね、バニィくん？

バニィ：わたくしも、蒼月剣ルーナマーレを持った時に不思議な力を感じましたわ。まるで、わたくしを誘ゆう惑わくするかのような……。

ジェイス：誘惑か……。どうやら、蒼月剣ルーナマーレにはまだなにか秘ひ密みつが隠かくされていそうだな。フォースタス、ほかに言うことは？　司法取り引きをしようじゃないか。

ＧＭ：「私が知っているのはこれで全部です。それ以外については、もうなにも言うことはありません」

ジェイス：では、もうなにも訊きくことはない。そこで静かに余よ生せいを過ごせ。

ＧＭ：「余生を過ごすことができれば、ね」

ジェイス：いるさ。お前はずっとこの中だ。こつーんこつーんと去っていく。




　ジェイスとバニィの足音が、少しずつ小さくなり、ふたりの気配も消える。

　フォースタス──かつてマンフレッドと呼ばれていた反はん逆ぎやくの騎士は、大きなため息をひとつつく。なぜ、こんなことになってしまったのだろう。

　だが、その問いに答えてくれる者は、誰だれもいなかった。







◆Middle 15◆魔族の紋もん章しよう




　フィンニーが向かった部屋のベッドで、レーナは眠ねむっていた。

　顔には血の気がなく、寝ね返がえりを打つ様子もないが、小さな胸がゆっくりと上下に動いていることだけが、この少女がまだ生きていることを示しめしていた。




ＧＭ：では次はレーナです。フィンニーがレーナのところに行くと、レーナは昏睡状態でまるで死んだように眠っています。

フィンニー：レーナ？　起きて、起きて！

ＧＭ：フィンニーが揺ゆすっても、レーナはなんの反応も示しません。

フィンニー：レーナ……。

ＧＭ：「ムダです。なにをしても、ずっとこのままなのですよ」フィンニーのうしろから物静かな男だん性せいの声が聞こえてきます。グランフェルデン大神殿の神官長ソーンダイクです。

フィンニー：ソーンダイクさん、なにか分かったんですか？

ＧＭ：「……」

フィンニー：教えてください！　この子はルードさんの幼おさななじみで…………あたしの大事な友だちなんですっ！

ＧＭ：フィンニーの必死な様子にソーンダイクは口を開きます。「まだ推すい測そくの域いきを出てはいませんが……彼女の身体から瘴気が感じられるのです。おそらく、それが原因でしょう」

フィンニー：「瘴気？」

ＧＭ：「邪じや神しんや魔族の力の影えい響きようを受けた者が帯びる気──オーラとでもいいましょうか。彼女の首のうしろ側を見てください」

フィンニー：首？　レーナの髪かみを分けて見てみます、

ＧＭ：すると、そこに赤黒い、歪んだ剣のような形の痣あざがあります。「おそらく、魔族の紋章でしょう。レーナがレティシア王女を連れ去ろうとしたのは、その影響でしょうね」

フィンニー：紋章？　それってもしかして、フォースタスの胸に浮かび上がった物と同じ？

ＧＭ：正解！　まったく同じ形をしていますね。

フィンニー：じゃあ、フォースタスを操っていた魔族がレーナも操っているってことですよね。この紋章って取とり除のぞけるのかな？

ＧＭ：「取り除く方法だけなら簡かん単たんです。その瘴気の元となっている魔族を倒たおすことです」

ジェイス：魔族を倒すのは大変なんだよ（笑）。

フィンニー：じゃあ、レーナを操あやつっている魔族は分かりますか？

ＧＭ：「そこまでは……。魔族に対する知ち識しきは、我わが国くにには少ないのです。ただ、調べることができる場所には心当たりはありますが」

フィンニー：教えてください！

ＧＭ：「そうですね。ひとつは神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく───」

フィンニー：バニィさんがいたところだ（笑）。

ＧＭ：「そしてもうひとつが〝賢けん者じやの街〟と呼ばれる都市国家エルクレストです」

フィンニー：あら？　聞いたことがありますよ？（笑）

ＧＭ：「この街には、エルクレスト・カレッジという冒ぼう険けん者を養成するための学園があり、その大図書館には魔族に関する資し料りようもいろいろとそろっていると聞いています」

フィンニー：エルクレスト・カレッジ？　懐なつかしいっ!!（笑）




　このエルクレスト・カレッジは、小こ暮ぐれさんがプレイヤーとして参加したリプレイ『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』の舞ぶ台たいとなった学園である。




フィンニー：じゃあ、エルクレスト・カレッジへ行って調べてきます。

ＧＭ：「分かりました、では、向こうの神殿と話をつけてみましょう」

フィンニー：はい、お願いします。あたし、みんなにそのことを報しらせてきます。ありがとうございました！







◆Middle 16◆兄と妹




　グランフェルデン王国の王立騎士団副ふく団だん長ちようレティシア。

　彼女はグランフェルデンの王女であるが、ルードの生き別れになっていた妹でもある。

　そんなお互たがいの立場や、十数年も会っていなかったことを考えれば、ふたりの関係がぎくしゃくしていることを責せめられる者はいないだろう。




ＧＭ：では、最後はレティシアのお見舞いに向かったルードです。

ルード：はい！

ＧＭ：ルードが部屋をノックすると、中からクラリッサが現あらわれます。「あっ、ルードさん。なにか御ご用ようですか？」

ルード：うん、その、王女さんの見舞いに来たんだけど……。

ＧＭ：「そうでしたか。王女さまもお喜びになると思います。どうぞ、お入りください」

ルード：ありがとう。

ＧＭ：「王女さまは寝しん室しつのベッドです。では、お茶をお持ちします」と言ってクラリッサは席を外します。

ルード：失礼いたします！　レティシア殿でん下か。扉を開けて、寝室に入るぞ。

ＧＭ：かしこまった様子で部屋に入ってくるルードに──「ふたりだけの場では、そんなにかしこまらなくてもいいだろう」ベッドから身体を起こした王女は苦笑いを浮かべます。

ルード：やっぱり城の中だとね。……ルディアって呼よんで大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「大丈夫だ。私の身の回りの者には、ルードが兄上だという話は伝えてある」

ルード：じゃあ。プライベートの時はルディアと呼ばせてもらうな。

ＧＭ：「そうしてくれると私も嬉うれしい。それで今日は？」

ルード：体調が優すぐれないという話を聞いてきたんだけど、大丈夫なのか？

ＧＭ：「単なる疲労だ。いろいろとあったからな……」笑いながらそう言いますが、顔色はあまり優れないですね。

ルード：ちゃんと休んだ方がいいぞ。もしかして、風邪かぜとかじゃないのか？　オレもちょっと寒気がするんだよね（笑）。

ＧＭ：「兄上も風邪か？」ルディアは心配そうにルードを見つめる。

ルード：もしかすると、ルディアの風邪がうつったのかもしれない（笑）。

ＧＭ：「それは、悪いことをしたかな」と、申しわけなさそうな顔をするルディア。

ルード：そんなことはない。それよりも早く身体、治さないとな。

ＧＭ：「そうだな。では、今日は兄上の言うとおり、ベッドでおとなしくしていよう」

ルード：それがいい！　じゃあ、また来るよ。

[image: ]

ＧＭ：と、部屋を出て行こうとするルードにルディアが声を掛かける。「お互たがいに今の立場があるから、昔のようにはいかないかもしれないけど……私と兄上は兄妹だから」

ルード：ああ、立場は確たしかに違うけど、兄妹の絆きずなは変わらないよ。困こまったことがあったら、いつでも駆かけつけてやるからな。約束したろ？

ＧＭ：「兄上は、あの時の約束を覚えていてくれたのか……」と嬉うれしそうに言います。

ルード：そうだ！　あの時はできなかったけど……。そう言って、小指を立てた手をルディアの方に出します。

ＧＭ：すると、王女は照れたように指を出し、ルードと指切りをかわします。




＊　＊　＊




ＧＭ：というわけで、イベントはここで終わります。フィンニーがみんなに報せてくると言ったので、全員が集まって相談する場面を最後にしましょう。

フィンニー：じゃあ、みんなに言います。レーナをなんとかするには、エルクレスト・カレッジの大図書館にいかないといけないって。

ジェイス：私も事情を話そう。まあ、乗りかかった船だ。まだ背はい後ごに暗あん躍やくしてるものがいるだろう。すべてを終えないと平和にはならないのではないかね、ルードくん。

ルード：オレもそう思います！　まだ事件は終わっていない気がする……。

ジェイス：まあ、レーナも王女も心配だろうから、キミは残っていても構かまわんだろう。

ルード：え？

フィンニー：大丈夫ですよ、ただ学園に行って調べてくるだけですから。

バニィ：そうですね。王女さまが狙ねらわれる可か能のう性せいはまだありますし……。

ルード：そっか。じゃあ、護ご衛えいとして残っていた方がいいのかな？

ＧＭ：その辺りはお任まかせします（笑）。

フィンニー：バニィさんはどうします？

バニィ：わたくしも魔剣の知識は得たいので、図書館の方に行きますわ。

ＧＭ：それでは、三人が図書館に向かうということでこのシーンを終了しますが、最後にちょっとだけ演出を入れておきましょう。




　薄暗い宝物庫───。

　そこに、蒼月剣ルーナマーレが厳げん重じゆうに安置されている。

　立ち入りを禁きんじられているその扉が、重い音を立てて開く。扉の前には、宝物番が気を失い倒れている。辺りを気にする様子もなく、宝物庫の中へ侵入する人影。

　その人影は迷うことなく、蒼月剣ルーナマーレの場所へと進み、ゆっくりと手を伸ばした──。







◆Middle 17◆ハートフルな人たち？




〝賢者の街〟エルクレスト。

　パリス同盟の西に位置するこの街には、冒険者育成のための巨大な学園があった。その名を〝エルクレスト・カレッジ〟という。




ルード：うおぉ～、蒼月剣ルーナマーレがぁ[image: ][image: ]。みんな、早く戻ってきてくれ[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：はいはい。シーンに登場していない人は黙だまっていてくださいね（笑）。

ジェイス：がんばれ、ルードくん！（一同笑）

フィンニー：ファイト！

ＧＭ：さて、次のシーンはルードを除のぞく三人がエルクレスト・カレッジに到着した所からです。エルクレスト・カレッジ内には神殿もありますので、そこに《テレポート》で送ってもらえます。

ジェイス：おぉ～、ここが噂うわさのエルクレスト・カレッジか。

ＧＭ：すると、三人をひとりの女性が迎むかえてくれます。

ジェイス：あなたは？

ＧＭ：「エルクレスト・カレッジの准じゆん教きよう員いん、カミュラと申します───」




カミュラ

　エルクレスト・カレッジで神学を教えている教員。この学園の卒業生で、学がく生せい寮りようであるオルランド寮のプリフェクト（寮りよう長ちよう）を務つとめていた。

　外見は幼おさなく見える年ねん齢れい不ふ詳しようのエルダナーン。『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル（以い降こう、ハートフル）』に登場したＰＣで、演えんじていたプレイヤーは小暮英麻さんである。




ジェイス：生意気そうな女だ！（笑）

フィンニー：なに言ってるんですか。聡そう明めいそうで、かわいらしい女性じゃないですか（笑）。

バニィ：こ、ここはハートフルな場所じゃないですか。ハートフルに行きましょう、ハートフルに（笑）。

ＧＭ：ちなみに、エルクレスト・カレッジは『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』に掲けい載さいされていて、カミュラも載のってます（笑）。

フィンニー：教員になったんですね。

ＧＭ：はい。学園を卒業後、そのまま残って准教員となりました。あと、シェフィールド寮のプリフェクトだったシャルロッテ・イエミツも、准教員になってますよ（笑）。

一同：イエミツっ!!

フィンニー：懐かしい[image: ][image: ][image: ]（笑）。




シャルロッテ・イエミツ

　同じくエルクレスト・カレッジの准教員。『ハートフル』では、カミュラのライバルとして大だい活かつ躍やくしたＮＰＣ。インパクトのある名前と性せい格かくで、非ひ常じように人気も高かった。

[image: ]




ジェイス：今でもライバル関係が続いているのかなぁ（笑）。

ＧＭ：たぶん（笑）。さて、話を戻もどしましょう。みなさんを出で迎むかえたカミュラは──「お話はソーンダイク神官長からうかがっています。本学園の大図書館で調べ物をしたいということで、よろしいでしょうか？」

ジェイス：そのとおりだ。とある魔族について調査しているんだが──。

ＧＭ：と、ジェイスが話し始めた時──「お、遅おくれましたぁ～！」と、黒い魔ま法ほう使つかい風の帽ぼう子しを片かた手てで押おさえながら、鮮やかな緑色の髪をした少女が部屋に飛とび込こんできます。

フィンニー：あっ！（笑）

ＧＭ：そんな様子にため息をつきながらカミュラが──。

フィンニー：（カミュラになって）「ファムさん！　遅おそいです。約束の時間はもう過すぎてますよ？」（一同笑）

ジェイス：なんだ、この三下っぽい人は（笑）。

ＧＭ：「はい！　ファムリシアといいます！　……って、三下ってなんですか、三下って！」（一同笑）




ファムリシア

　立りつ派ぱな魔法使いになることを夢ゆめ見みて、エルクレスト・カレッジ魔法学部に入学した少女。『ハートフル』の主人公。かつて覇は王おうと呼ばれた英えい雄ゆうの子孫である。〝ファム〟の愛称で寮生からも親しまれている。声せい優ゆうの小島めぐみさんが演じていた。
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ＧＭ：「ファムさん。この方々を大図書館までご案内してさしあげてください」「大図書館ですね。分かりました～」

フィンニー：で、なにもないところで転ぶんですよ（笑）。

ＧＭ：じゃ、入口のところでバタッ。

ジェイス：イラっとするわー。そんなあからさまな萌もえ演えん技ぎは。

ＧＭ：そ、そんなキャラクターだったっけ？（一同笑）

フィンニー：おかしな人ですねー。

ＧＭ：「ええー、そんなにわたしおかしいですか？　一応これでもプリフェクトなんですけど……」

ジェイス：立りつ派ぱだっていってるんだよ、人の言葉は信じろ。

ＧＭ：「ほんとですか、立派ですか。ありがとうございます！」

ジェイス：人の言葉をそのまま信じるな！

ＧＭ：「どっちなんですか！」（一同笑）

フィンニー：ふたりとも、初めて会ったように感じませんね。

ジェイス：まったくだ……って、（ファムに向かって）いいから早く案内したまえ（笑）。

ＧＭ：「分かりました。では、案内しますね」そう言うと、ファムはみなさんを先せん導どうして学園の廊ろう下かを歩いていきます。「ところで、みなさんは冒険者なんですよね？」

ジェイス：そうだが……キミはまだ冒険には出てないのか。

ＧＭ：「ちゃんとした冒険をしたことないですね。でも、この三年間は、いろいろ大変だったんですよ」と、いろいろと苦労話を始めます。

ジェイス：詳しよう細さいは『ハートフル』を参照だ！（一同笑）

ＧＭ：宣せん伝でん、ありがとうです（笑）。で、そんなふうにみなさんと話しているうちに大図書館へと到着します。ファムはさらに奥おくの部屋──頑がん丈じような扉の前へと案内してくれます。扉には錬れん金きん術じゆつ製せいと思しき、複ふく雑ざつな構こう造ぞうの錠じよう前まえが設しつらえてあります。

ジェイス：ずいぶんと厳重に保ほ管かんされているな。

ＧＭ：「魔族関係の書物は、どれも一いつ般ぱん的てきには禁きん書しよ扱あつかいですから」

バニィ：それだけ危き険けんな本ということですわ。

ＧＭ：「もちろんです！」ファムが鍵かぎ穴あなに鍵を差さし込こんで回すと、ガチャガチャとさまざまな機械音がして、扉が左右に分かれて開きます。「ここの書物は持もち出だし禁きん止しなので、気をつけてくださいね。もし、持ち出そうとすると警けい報ほうが鳴りますから」

ジェイス：警報？　そんなものまで設置されているのか……。

ＧＭ：「たまにいるんです。お金目当てで持ちだそうとする人が」

ジェイス：……。

ＧＭ：「ん？　どうか、しましたか？」

ジェイス：さーて、早く調べようか（一同笑）。

ＧＭ：はい、はい（笑）。本を探さがす人は難易度14の【知力】か【感知】判定をどうぞ。

フィンニー：とりあえず【知力】で振ふってみます。７以上で成功です……（ダイスを振る）おっ、ダイス目は９だから、16で成功です。

ＧＭ：では、レーナの首筋にあった紋章と同じ形の図ず版はんを見つけることができます。この紋章を持つ魔族の名前はカスピエル──と書かれています。

フィンニー：カスピエル？　どこかで聞いたような……。

ＧＭ：月に関わる魔族で、その昔、神々との戦いで敗れて、剣に姿を変えられてしまったという伝でん承しようが記き述じゆつされています。

ルード：剣？　月？

フィンニー：あぁ───っ！　思い出した。蒼月剣ルーナマーレを持っていた魔族の名前ですよ！

バニィ：では、あの剣を持っていたのが魔族ではなく、あの剣自体が魔族？

ＧＭ：ここの書物では、カスピエルは剣の姿をした魔族ということになっていますね。そして、欲よく望ぼう、嫉しつ妬と、恨み、妬ねたみといった負の感かん情じようを持っている者をターゲットに誘惑し、意のままに操あやつるとも書かれています。

バニィ：では、あの夢は……。と思い出したわたくしは、みなさんにあの夢の話をします。もしかしたら、わたくしもあの剣の誘惑を受けたのかもしれませんわ。

フィンニー：じゃあ、もしこの剣を帝国のゼダン皇こう帝ていが手にしたら……。

ジェイス：彼が乗っ取られるわっ！（一同笑）

ＧＭ：その可か能のう性はありますね。ただ、皇帝自身もなにやら深い設せつ定ていがあるみたいですから、逆にどうなるかは分かりませんが（笑）。

ジェイス：そんな危険な賭かけに乗れるかっ！　それになんだか嫌いやな予感がする。もし、蒼月剣ルーナマーレが魔族だったとして、宝物庫の門番を誘惑したらどうなる？

フィンニー：たぶん簡単に持ち出せますね（笑）。

ルード：もう遅いって！　っていうか、なんでそんなにうれしそうなんだよ！（一同笑）

ＧＭ：はい、というところでルードのシーンに移りま～す！（笑）







◆Middle 18◆恐おそれていた事じ態たい




　ルードはエルクレスト・カレッジへと向かった三人が手て掛がかりを掴つかんでいることを信じ、その帰りを待っていた。

　すでに事態は動き出しているとも知らずに……。




ＧＭ：では、ルードのシーン。三人がエルクレストに旅立ったのち、クラリッサがやってきます。「ルードさま、レティシア殿下がお呼よびです」

ルード：なんだろう？　分かった、すぐ行く！

ＧＭ：部屋には先ほどと同じようにレティシア──いや、ルディアがただひとり。ベッドで横になっている。「また呼び出してすまない、兄上」

ルード：気にしなくていいよ、いつでも呼んでくれって言ったじゃないか。

ＧＭ：「ありがとう、兄上。じゃあ、ひとつお願いをしてもいいだろうか？」

ルード：お願い？

ＧＭ：「そんなに難しいことじゃない。でも、兄上にしかできないことだ」

ルード：ど、どうしたんだい、急に。……えっと、五メートル離れてもいい？（一同笑）

ジェイス：警戒してる、警戒してる（笑）。

ＧＭ：「どうしたのですか？　兄上」

ルード：いや、ちょっとな。あ、ほら！　オレの風邪がうつるとまずいだろ（笑）。

ＧＭ：「そうですか。でも、もう少し近ちかくに寄よって欲ほしい。これでは話しにくい」

ルード：で、ですよね～（笑）。し、仕方ないので、近寄ります。

ＧＭ：「実は、お願いっていうのはたいしたことじゃない」ルードの顔をじっと見つめるルディア。

ルード：な、なんだい？

ＧＭ：するとルディアは王女らしからぬ満面の笑みで、こう言います。「ここで死んでくれないか、兄上？」

ルード：ぶっ!?　やっぱり───────っ!!

ＧＭ：では、【感知】判定をどうぞ。難易度は14。

ルード：フェイトを使って、（ダイスを振る）ダメだっ！　全然足りないっ!!

フィンニー：失敗した!?

ルード：振り直すかどうするか……。でも、ここで振り直してもムリか。ここは、状況を見よう！

ＧＭ：では、「兄上？」と言われた瞬間、ルードは鳩尾みぞおちに衝撃を受けます。

ルード：え───？




　ルードは、鈍にぶい痛みを感じて腹ふく部ぶを見る。

　そこには、蒼い刀身の剣が深々と刺ささっていた───。




ルード：刺されてる!?　刺されてるよぉ～!?

ＧＭ：ルディアは蒼月剣ルーナマーレを握にぎったまま冷たい瞳でルードを見つめています。ということで、ルードは戦闘不能になります。

ルード：うっ、ルディア……。

ＧＭ：そして、崩くずれ落おちるルードの腕うで輪わにルディアは手を伸のばすのですが、その時に袖そでがめくれて彼女の腕うでが露わになります。と、歪んだ剣のような紋章がルードの目に飛び込んできます。プレイヤーに説明するとレーナにあったものと同じものです。

ジェイス：やはりか！

フィンニー：ああ、ひとりでも大丈夫って言ったばっかりに……。

ルード：登場判定は可能？

ＧＭ：できます。ただし、ルードがさっきの判定に失敗してしまったので、痛みのあまり、声を上げることもできません。ですので、登場判定の難易度は12となりました。

ルード：がーん！（笑）

フィンニー：いきなり王女さまの部屋に行っちゃっても大丈夫なんですか？

ジェイス：緊きん急きゆうを要する話だ。クラリッサにルードの居い場ば所しよを聞いて駆かけ込こんだということにすればいい。

フィンニー：なるほど。

ＧＭ：ちなみに、ルードにコネクションを持っているバニィさんは３Ｄ振ふれます。

ジェイス：そうか。ならバニィくんに登場してもらえば、彼女にコネを持つ私も３Ｄで判定できる。

フィンニー：あたしは、ジェイスさんのコネもありますし、ハンドアウトでルードさんへの［関係：友人？］があるから３Ｄ振れます。

ジェイス：ここへ来て、ルードへのコネが重要になっているな（笑）。

バニィ：では、いきまーす！　（ダイスを振る）ダイス目は10で13！

フィンニー：あたしもいきます！　（ダイスを振る）あっ、１・２・３（笑）。

ジェイス：やはり、フィンニーくんにとってルードくんは友人以下であったのか（笑）。

ルード：ちょっ、ちょっとー！　そんなことないよ！（一同笑）

フィンニー：ルードさんは大切な仲間です！（笑）　フェイト使って振りなおします！　（ダイスを振る）今度は５・５・５！　達成値18で登場！

ルード：おお、来てくれると信じてたよ！

ジェイス：同じく３Ｄを振ろう。（ダイスを振る）ダイス目13、達成値18で登場だ。

ＧＭ：では、レティシアがルードの腕輪に手を伸ばした時、みなさん一いつ斉せいに登場です。

ジェイス：ばたーん！　遅おそかったか！

バニィ：そうはさせませんわ。ばきゅーんて撃うっていいですか？

ＧＭ：じゃあ、その辺りは演出ということで（笑）。では、バニィの撃った弾だん丸がんは王女の腕にめり込こみますが、血が流れることもなくそのまま、押おし返かえされるようにぽろっと落ちます。

バニィ：なんと！

ジェイス：ルードくんから離れてもらおう！

ＧＭ：「「ふん、意外と早かったな」」レティシア王女の口から、彼女の声と聞いたことのない男性の声が同時に聞こえます。

フィンニー：魔族カスピエルね。

ＧＭ：「「ほう、そこまで知っているのか。さすがだな、冒険者よ。だが、もうお遅い」」

ジェイス：なに？

ＧＭ：「「すでにこの身体は我の物だ。紅炎剣プロミネンスを手に入れることができなかったのは残念だが、この身体をだけでも十分におつりがくる」」

ジェイス：だが、この城から出られると思っているのか？

ＧＭ：「「なに、どうどうと出て行くさ。貴き様さまらに、この体を傷きずつけることができるのか？」」

バニィ：ご託たくはいいですから、早く王女さまの身体を返しなさい！

ＧＭ：「「これはこれは、バニィくんではないか。キミには感かん謝しやしているよ」」

バニィ：どういうことですの？

ＧＭ：「「この身体は、貴様を通して手に入れたものだ」」

バニィ：あ！　蒼月剣ルーナマーレを取った時の判定？

ＧＭ：そうです、判定に成功したので意識は乗っ取られませんでしたが、フォースタスに乗り移うつったあと蒼月剣ルーナマーレに逃にげ込こみ、その中にカスピエルが入はいり込こんでいたのです。

ジェイス：しかし、そこからどうやって王女に乗り移ったというのだ？　……あっ！

バニィ：わたくし、王女と握手しましたわ！

ＧＭ：当たり。ちなみに、あの時には〝気配は消えた〟ではなく、〝気配は薄くなった〟と言ってたりします。乗っ取ることはできなかったが、取り憑いてはいたということで（笑）。

ジェイス：くそ、あの握手が罠わなだったのか！　……って、その方法どっかで聞いたことがあると思ったら、私が昔リプレイでやったのと同じじゃないか！

ＧＭ：そのとおり！　ネタバレになるので、どのリプレイかは秘密だ（一同笑）。

ジェイス：くそー、なんという生意気な……。いいか、そこを動くなよ。

ＧＭ：「「貴様が指図できると思っているのか？」」と言って、戦闘不能になって倒れている足元のルードを指差します。戦闘不能なので、とどめを刺さすと宣言すると死にますが……。

ルード：ご、ごめん、みんな……。

フィンニー：ル、ルードさんっ!!

ジェイス：卑ひ怯きような奴め。だが、ルードくんならこう言うはずだ。自分に構わず……。

ルード：いやいやいやいや！（一同笑）

ジェイス：これでは動けないか……。

ＧＭ：「「これでようやくこの身体を手に入れることができた。この時を我は待っていたのだ！　では、さらばだ。冒険者諸しよ君くん！」」

バニィ：どこへ行く気ですか！

ＧＭ：「「ほう、面白い。追ってくるつもりか。ならば教えてやろう。我が同どう胞ほうが待つ──ヴェンガルド峡谷だ」」

ジェイス：ほう、またあそこに戻る気か。

ルード：うーうー。

ＧＭ：「「こやつにとどめを刺せないのは残念だが仕方あるまい。もし─」」




「「死を恐おそれず、この身体を取り返したくば、我を追ってくるがいい。我は逃にげも隠かくれもしない。いつでもこの身体で相手をしてやろう。あーっはっはっはっは……」」

　嘲笑と共にカスピエルの姿が黒い風に包まれ、そして風と共にカスピエルの姿は消えた。







◆Middle 19◆決けつ断だん




　再ふたたび王城は騒そう然ぜんとなった。

　恐れていた最悪の事態が起こったのだ。誰もが言葉を失っていた。




ＧＭ：というわけで、シーンが変わったので、ルードは戦闘不能から回復します。もちろん、全員登場。場所はルードが担かつぎ込こまれた施せ療りよう室となります。

フィンニー：ルードさん!!　ルードさんっ!!

ルード：くそっ！　今回はこれで二度目だ。

フィンニー：な、なにが？

ルード：戦闘不能。だが、これで分かったろ、戦闘不能になっても死にはしない！

フィンニー：ル、ルードのばかぁ───っ！　ルードなんか死んじゃえっ!!（一同笑）

ＧＭ：「本当に怪け我が人にんなのか？　冒険者というのはずいぶんと頑がん丈じようなのだな」呆あきれた声を上げながら、レイモン王子が入ってきます。

ジェイス：こ、これはこれは。王子みずから、このようなところへ。

ＧＭ：「気にするな。直ちよく接せつ、話を訊きに来ただけだ」

ジェイス：魔族が妹君の身体を奪い、蒼月剣ルーナマーレを持って逃とう走そうしました。急ぎ警けい戒かい線せんを──。

ＧＭ：「警戒線？」

ジェイス：魔族はヴェンガルド峡谷に向かっています。早急に対たい策さくすれば取とり押おさえることもできるでしょう。

ＧＭ：「警戒線など必要はない。今すぐ騎士団を率いてレティシアを討とう伐ばつする」

一同：ええええっ！

ＧＭ：「こうなってしまった以上、レーナも殺すしかないだろう。このような状況になってしまっては。いつなにが起こるか分からない、憂うれいは今のうちに絶たつ」

ジェイス：お待ちください！

ＧＭ：「待てだと？　早急に対策しろと言ったのはキミ自身ではないか」

ジェイス：確かにそう言いましたが、殿下は魔族についてなにも知らない───。

フィンニー：本当ですか？　ジェイスさんは、なにか知ってるんですかっ!!

ジェイス：……単なるハッタリだ。

ルード：ハッタリかよ！（一同笑）

ＧＭ：「言ってみよ、ジェイス・ロウ」

ジェイス：魔族に死をもたらすことは容よう易いではありません。それを知らずに軍を向かわせれば、返かえり討うちにあうでしょう。それに、こちらには、蒼月剣ルーナマーレに対たい抗こうする紅炎剣プロミネンスがあります。我われ々われが王女殿下をお救いしますので、それまでお待ちください。

ＧＭ：レイモン王子はしばらく、ジェイスの提てい案あんについて考えたのち──「なるほど。キミの言うことはもっともだ。だが、キミたちが成功するとも限かぎらない。騎士団の出しゆつ撃げき準じゆん備びは進めさせてもらう、それまでは好きにするがいい」

ジェイス：それで構いません。

ルード：ちょっ、いいんですかジェイスさん!?

ジェイス：騎士団より先に王女を救い出せばいい。あの王子の性格じゃあ、止めても聞かんだろうしな（笑）。

ルード：そっか、軍より早く動けばいいんだ。

ジェイス：それに、我々にはあの錬金馬がある。

バニィ：そうでしたわね。

フィンニー：それと、レーナさんには手出ししないでください。彼女のことが気になったら、満足に戦うことができません！

ＧＭ：「分かった。ただ、騎士団が出撃するまでにキミたちが戻らなかったなら、状況が改かい善ぜんしなかったものと処しよ断だんする。それでいいな」

ルード：仕方がない！　でも、王女は……妹はオレたちが絶ぜつ対たいに助け出します！




　ルードは傷きずの痛みをおして、力強く宣言した。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆魔族カスピエルの陰いん謀ぼう




　レティシア──いや、ルードの妹ルディアを追って再ふたたびヴェンガルド峡きよう谷こくを訪おとずれた四人。

　ここは〝バラムの乱らん〟の古戦場──妖よう魔まや魔ま獣じゆうとも関係深い地である。

　漂ただよう瘴気のせいか、それとも彼かれらを迎むかえ撃うつ何者かの殺気か。周囲には不気味な気配が渦うず巻まいていた。




ＧＭ：それではクライマックスフェイズです。みなさんは錬金馬を飛ばし、ヴェンガルド峡谷へと再びやってきました。荒こう涼りようとした峡谷のそこかしこから、プレッシャーのようなものを感じます。

ジェイス：もう妖魔どもが集まってきたのか……。

ＧＭ：確かに岩間の陰かげから、こちらの様子をうかがう影かげが見みえ隠かくれしています。

バニィ：でも、これ以上は召しよう喚かんできませんよね。ルードさんの紅炎剣プロミネンスがありますから。

ＧＭ：そうですね。とりあえず、ルードがいる限り、このシーンに新しく妖魔や魔獣が召喚されることはありません。

ルード：それだけが救いです（笑）。

ＧＭ：まぁ、あそこの登場判はん定ていに失敗した人数によっては、ついでにレーナもさらわれて向こうに黒影剣エクリプスまであるという最悪の状じよう況きようだったんですが（笑）。

フィンニー：危あぶなかった[image: ][image: ]。

ＧＭ：ＧＭ：とまぁ、辺りを警戒しながら峡谷の中を進んでいくと、頭上から聞き覚えのある声が響ひびいてきます。「「……やはりきたか！」」

バニィ：きたかきたかきたか……（←エコーを表ひよう現げんしているらしい）。

ルード：むっ！




　ルードが見上げると、断だん崖がいの上にレティシア王女──妹のルディアの姿すがたがあった。

　だが、蒼月剣ルーナマーレを携たずさえて妖魔をしたがえているのは、妹の姿をしているが妹ではない。その身体は、魔族カスピエルが乗っ取っているのだっだ。
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ＧＭ：王女の身体を借りたカスピエルは、あなたたちを見下ろし嘲あざ笑わらうかのように言い放ちます。「「しかし、わざわざ殺されに来るとは殊しゆ勝しようなことだ」」

ジェイス：ふっ、この十数年もの間、延えん々えんと回りくどいことをしているお前に言われたくはないぞ。

ＧＭ：「「人間の尺しやく度どだけで、物事を考えない方がいい。貴様らにとっては、長い時間かもしれないが、我々魔族にとってはたいしたことはない。我に適てき性せいのある人間の身体さえ手に入れば、それでよいのだよ」」

ルード：妹の……ルディアの身体をどうするつもりだ？

ＧＭ：「「我は神々の呪のろいを受け、姿すがたを剣けんへと変えられ、我わが力──瘴しよう気きを帯びしものの封ふう印いんと召しよう喚かんは、人間にしか扱あつかえぬようになった。だが、フォースタス程てい度どの力では雑魚ざこ相手に力を使うのがせいぜい。本来の力を発はつ揮きするためには、それなりの人間が必要なのだ」」

ジェイス：そういうことかっ!?

ＧＭ：「「しかし、力ある人間ほど我の思うとおりにはならない。ごくまれに力を持ちながら、我の影えい響きようを受けやすい人間がいたとしても、ヴェルフェ家のやつらはその者を我に近づけまいとした。だが、ようやくその機会が巡めぐってきたのだ」」

ルード：それがルディアか。

ＧＭ：「「そのとおり。そこで我はフォースタスを焚たきつけ、セオドリクを殺害させた。錬れん金きん術じゆつ協会のボーティスを送おくり込こみ、フォースタスを手伝わせもした。もっとも、貴様らのおかげで、計画の一部を修しゆう正せいせざるを得なかったが、それもまぁ誤ご差さ範はん囲いだ」」

バニィ：ボーティスって、メル・ニコル？　そこまであなたの陰謀だったのですね。
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ＧＭ：「「そうだよ、バニィくん。そうそう、キミのかわいいセプテンバーが事じ故こにあったのも、ジェイスくんが〝闇やみの組そ織しき〟の一員として暗殺しようとしたところにセオドリクがいたのも、我の計画のうちだといったら、どうするかね？」」

バニィ：なんですってっ!?

ジェイス：なんだってっ!?

ＧＭ：「「ふっふふふ……」」ふたりの驚おどろきを見たカスピエル──王女の表ひよう情じようは変わらないものの、その声からは満足げな様子がうかがえる。

フィンニー：それで、王女さまの身体を手に入れて、力を取とり戻もどして、どうするつもり？

ＧＭ：「「ふっ、しれたこと！」




　フィンニーの問いに、カスピエルは吐はき捨すてるように言い放つ！




「「一〇〇年前──貴様らが〝バラムの乱らん〟と呼よんだ戦いの再さい来らい。我ら魔族の軍団レジオを再ふたたび結成し、人間どもからこのエリンディルを奪うばい取とる！」」







◆Climax 02◆ヴェンガルド峡きよう谷こくの決戦




　ついに明かされた魔族の目的。

　しかし、ルディア──レティシア王女の身体を奪われていたままでは、ルードたちにはなすすべがない。ルードはカスピエルに叫ぶことしかできなかった。

　だが……。




ルード：くそっ！　そんなことのためにルディアが……。ルディア！　目を覚ましてくれ！

ＧＭ：「「もうなにを言ってムダだ。この身体はすでに私わたしのものだ」」

ルード：そんなことはないっ！　お前を倒たおして、オレはルディアを救ってみせる！

ＧＭ：「「どうやってだ。この身体はあくまでもお前がルディアと呼よぶ女のものだ。この女と私はすでに一心同体。私を滅ほろぼそうとするのであれば、この女を殺すしかない。それにそれは私の〝真の死〟（＊）ではない。私はまたいつか蘇よみがえる。それでも、殺すか？」」

ジェイス：それしか道がないというのなら……。

ルード：ちょっと待ってよ！　それじゃ王子と一緒じゃないか！

フィンニー：なにかヒントは、ヒントは……。（周囲をくるりと見渡す）ルード！　霊れい獣じゆうの言葉を思い出して！　ていうか、ハンドアウトですよ、ハンドアウト！

ルード：ハンドアウト？　ええと……「ルードよ。紅炎剣プロミネンスはまだ真の力に目覚めていない。紅炎剣プロミネンスは〝魔を断たち切きる剣〟であることを忘わすれるな」……あっ！　魔を断ち切る！

フィンニー：魔を断ち切る……これって分ぶん離りするって意味ですよね？




　霊獣カラドリウスは言った。

　紅炎剣プロミネンスは魔を断ち切る剣だと───。

　ルードは、フィンニーの言葉を得てその真意を知った。




ルード：そうか、紅炎剣プロミネンスでとっとと分ぶん断だんさせればいい！

ＧＭ：そのとおり！　一いち撃げき目を当てればダメージを与あたえる代わりに切きり離すことができます。

フィンニー：じゃあ、戦せん闘とうになったらエネミー識しき別べつしていいですか？

ＧＭ：レティシアにですか？

フィンニー：違います。蒼月剣ルーナマーレに、です！

ジェイス：そうか。レティシアと別にデータを持ったエネミーなのか！

ＧＭ：正せい解かいです。蒼月剣ルーナマーレ──カスピエルとレティシアは別のキャラクターです。

ルード：さすがフィン！　つまり、剣を狙ねらって攻撃すればいいんだな！　よし！　腕うで輪わから紅炎剣プロミネンスを呼よぶぜ！　出でよ！　紅炎剣プロミネンス!!




　その言葉と共に、ルードの腕輪から紅くれないの剣が現げん出しゆつする。

　たちまち紅ぐ蓮れんの炎ほのおとなったそれは、ルードが構かまえる剣に宿った。




ＧＭ：「「人間風ふ情ぜいが魔剣を使いこなしたからといい気になりおって！　貴様を殺して紅炎剣プロミネンスを奪うばえばいいだけのこと！」」とカスピエルが憎にく々にくしげに言うと、妖魔を引き連れて襲おそいかかってきます。というわけで、最後の戦闘となります！





（＊）真の死　魔族は不老不死の存在である。ただし、魔族ごとに決められている方法により滅することができる。この方法を真の死と呼ぶ。






●第１ラウンド

ＧＭ：さて、それでは戦闘になります。まず、敵てきは一番奥おくの一五メートル先にカスピエルとレティシアがエンゲージしています。さらにそこから五メートル手前──ＰＣから一〇メートル先にインプのモブが五グループいるエンゲージ。ＰＣの前方五メートルには強そうなゴブリン───ゴブリンバーサーカーがいます。ちなみに、こいつらは全員蒼月剣によって召喚されたエネミーとしますので、全員ダメージに＋15されています。

ジェイス：モブ五グループということは、五〇匹ひきといったところか。

ＧＭ：それでは【行動値ち】を申告してください。こちらはカスピエルとゴブリンバーサーカーが11。レティシア、インプが７です。




▼行動値

　カスピエル　　　　　　　11

　ゴブリンバーサーカー　　11

　バニィ　　　　　　　　　10

　フィンニー　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　７

　レティシア　　　　　　　７

　インプＡ～Ｅ　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　６
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ＧＭ：では、セットアップ！　まずはカスピエルが《蒼月の紋もん》を使います。場面（選せん択たく）の特とく殊しゆ攻撃。ダメージは与あたえませんが、命中した対象にバッドステータスの［威い圧あつ］を与えます。レティシアが蒼月剣ルーナマーレを掲かかげると、刀身から瘴気がばらまかれる！

[image: ]

（戻る＊）

ジェイス：マイナーを潰つぶされるとつらいな。

バニィ：《インタラプト》ですわ！　バニィメテオストライク！　弾だん丸がんを空に放つと隕いん石せきが落ちてきて───。

一同：隕石!?

ＧＭ：また無茶苦茶な演出を（笑）。

バニィ：それが瘴気を拡かく散さんさせるのですわ！

ＧＭ：演出はともかく、カスピエルの瘴気は《インタラプト》によって打ち消されます。で、ゴブリンバーサーカーが《狂戦士》を宣せん言げん。「グオォォォ───!!」と吠ほえてダメージ＋15、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が０になる。

バニィ：次はわたくし。ですが、《陣じん形けい》を使うかどうかです。

ルード：使ってしまおう。《陣形》を宣言！




《陣形》によって、ルードは雄お叫たけびを上げるゴブリンバーサーカーにエンゲージ。

　フィンニーは後こう退たいして距離を取り、ジェイス、バニィも左右に分かれる。




ルード：一気に突とつ撃げきします！　うおぉぉぉぉっ！

バニィ：ルードさん、あなたは守りたいものを見失わないで！

ジェイス：なんだその死にフラグみたいなセリフは（笑）。

ルード：大だい丈じよう夫ぶ、オレは死なない。守りたいもののために戦うんだ！

ＧＭ：では《陣形》で終わり。次、フィンニー。

フィンニー：《エンサイクロペディア》をカスピエルに。

ＧＭ：了りよう解かいです。

フィンニー：（ダイスを振ふる）よし、ダイスが６・３・５で、21！

ＧＭ：あっ、ばれた（笑）。カスピエルの分類は魔族、レベルは18。エネミースキルは以下のとおり。読者の方は次の図を参照だ！（笑）

[image: ]

※蒼月剣を装備したときに使用できる《蒼月剣：～～》は＊、＊を参照のこと。

ルード：戦闘不ふ能のうになると邪じや悪あく化って……。

ＧＭ：邪悪化───つまりＮＰＣになります（笑）。で、セットアップ終わり。イニシアチブプロセス。カスピエルは待機。そしてゴブリンバーサーカーは、ルードに向かって攻撃。命中は６＋４Ｄで判定！　（ダイスを振る）……17で命中！　ごおっ！　ゴブリンバーサーカーはダガーを振ふり立たてて迫せまる！

ルード：（ダイスを振る）回かい避ひ失敗！

ＧＭ：（ダイスを振る）64点の物理ダメージ！　捨すて身みのゴブリンバーサーカーが、ルードにダガーを突つき立てる！

ジェイス：《プロテクション》！　（ダイスを振る）16点軽けい減げんだ！

ルード：30点抜ぬけて、残り45点！　まだまだっ！

バニィ：それではわたくし。マイナーアクションで《フェイント》。メジャーアクションで《ワイドアタック》でインプを攻撃しますわ。（ダイスを振る）うっ、１・２・３って！

フィンニー：バニィさぁ～ん！（一同笑）

バニィ：でも、17だから避さけられないと思うのですわ。

ＧＭ：確かに回避のダイス一個こ減へっているから絶ぜつ対たい避けられない（笑）。

バニィ：ふっ、時を操あやつるわたくしの攻撃の前に避けることは不ふ可か能のう───バニィエンドオブタイム！

フィンニー：またバニィさんの新技よ～（笑）。

バニィ：くわっ！　（ダイスを振る）ダメージは45点！

ＧＭ：あ、それでインプはみんな落ちた。




　時が止まった───。

　その中で、バニィは五〇匹ものインプの群むれを正せい確かくに撃うち落おとしていく。

　そして、再び時が動き出した。




ＧＭ：バニィの一撃で、バタバタとインプの群れは一いつ斉せいに落ちていきます。

バニィ：がはっと血を吐はいて、ううっ、禁きんじられていた力を使った反動が（笑）。

ジェイス：こ、これがバニィの真の能力か……（一同笑）。

ＧＭ：次はフィンニーとジェイス！

ジェイス：フィンニーくん！　ここは連係だ。先に攻撃してくれ。

フィンニー：じゃあ《エキスパート》を使用して、ゴブリンバーサーカーに《アースバレット》！　いきまーす！（ダイスを振る）命中は23！

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない、回避失敗。ダメージどうぞ。

ジェイス：ならば、《ディスコード》を宣言だ。こいつを倒たおさないと、ルードくんがカスピエルにエンゲージできん。

フィンニー：ダメージいきます！　７Ｄ＋24で（ダイスを振る）……43点！

ジェイス：それに14点追加だ。

ＧＭ：合計57点か。【魔ま法ほう防御力】を引いて51点のダメージ。ゴブリンバーサーカーは、飛来する石飛礫つぶてをものともせず、雄叫びを上げる！

ジェイス：ならば《ジョイフルジョイフル》をフィンニーくんに。もう一発頼む！

フィンニー：《エキスパート》《アースバレット》でいきまーす！　（ダイスを振る）命中は23です。

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、６は一個出たけど避けられないか。

フィンニー：そしてダメージ！　（ダイスを振ふる）52点！

ＧＭ：……くっ、それで落ちるね。間かん髪はつ入いれずの二回攻撃に、なにが起こったのかも分からず、ゴブリンバーサーカーはその場でどうと倒たおれます。

ルード：やったー！

ＧＭ：そしてレティシア王女──いや、ルディアの攻撃！　マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《蒼月剣：蒼そう天てん》。ルディアが振ふり下おろした蒼月剣ルーナマーレから溢あふれ出だした蒼あおい光が長大な剣のようになり、離はなれたルードを攻撃します！（ダイスを振る）18で命中！

ルード：それはクリティカルのみ。（ダイスを振る）１、４でダメだ！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは49点！

ジェイス：させるか、《プロテクション》！　（ダイスを振る）15点軽減！

ルード：16点くらいました。残りＨＰは29。だが、ここでオレの番だ！　ムーブアクションでルディアのところに走っていくぞ。

フィンニー：ルード、がんばって！

ルード：じゃあ、フィンに振ふり向むいて言うよ。戦士は絶対死なないから、見てろよ！

ジェイス：今まで、二回戦闘不能になっているがな（笑）。

ルード：二回目はしょうがないし、それに死んでないじゃないか！（一同笑）

フィンニー：じゃあ、最後まで信じさせてくださいね！

ルード：もちろんだ！　カスピエル！　ルディアを離はなせ！　マイナーで《バーサーク》を使って、紅炎剣プロミネンスの力を解かい放ほうして蒼月剣ルーナマーレを斬きりつける！　フェイトを１点入れて……（ダイスを振る）うわー、あぶね！　ダイス目が１・１・２・６（笑）。

フィンニー：か、かろうじてファンブルしてない（笑）。

ルード：い、今のはフェイントさ！　フェイト１点使って振り直し！　いくぜ！　（ダイスを振る）今度は21！

ＧＭ：こっちはクリティカルのみ。（ダイスを振る）出ない、回避は14。ルードの剣が紅い炎をまとって、カスピエルの本体──蒼月剣ルーナマーレに命中する！

ルード：うおおお、ルディアを返せぇ───っ！




　紅炎剣プロミネンスの炎をまとったルードの剣は、蒼月剣ルーナマーレを捉とらえていた。

　キーンという耳みみ障ざわりな音が周囲に響ひびき渡わたり、蒼い光と紅あかい光が乱らん舞ぶする。

　そして、金きん属ぞくがひしゃげるような絶ぜつ叫きようを上げる。




ＧＭ：今のルードの攻撃によって、ルディアとカスピエルが分離します。そして、ゆっくりと倒たおれるルディア。

ジェイス：やったか？

ＧＭ：が、剣だけがいまだ空中に浮うかんでいる。「おのれ、よくもやってくれたな……」カスピエルの憎にくしみの声と共に、蒼白く燃もえる光の身体が出現、蒼月剣ルーナマーレを掴つかむ！

ルード：あとはお前を倒すだけだっ！

ＧＭ：これで全員行動終了でクリンナッププロセス。全員、《瘴気の陣》の影えい響きようでＨＰロス10点受けてください。

ルード：それがあったか。早く倒さないとやばいぞ。




●第２ラウンド

▼行動値

　カスピエル　　　　　　　11

　バニィ　　　　　　　　　10

　フィンニー　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　６
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ＧＭ：それでは第２ラウンドのセットアップはお互たがいになし、と。

ジェイス：それではイニシアチブプロセスで《クイックヒール》をルードに。（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判定は成功……（ダイスを振る）27点回かい復ふくだ。

ルード：ありがとうジェイスさん！

ジェイス：礼には及およばない。さぁ、ここからが正念場だぞ。

ＧＭ：だが、行動はカスピエルの方が先。さっき攻撃してきたルードに反はん撃げきします！　メジャーで《連続攻撃》！　うりゃ！（ダイスを振る）命中は26。

ルード：《バーサーク》中なので回避はムリ！

ＧＭ：（ダイスを振る）〈光〉属ぞく性せい42点の魔法ダメージ！

ジェイス：魔法ダメージか。一発だけ《プロテクション》で防ふせげるが……（ダイスを振る）おおっ、20点軽減！

ルード：16点抜け。残りＨＰ30点です！

ＧＭ：では、ルードを斬きりつけた刃やいばが飛ひ燕えんの軌き道どうを描えがいて、くるんとひるがえり──（ダイスを振る）21で命中する！

ルード：回避できません。命中します。

ＧＭ：（ダイスを振る）再び〈光〉属性42点のダメージ。

ジェイス：《アフェクション》でダメージを０に！　神々よ！　未来あるこの青年を守りたまえっ！　キラーン（一同笑）。

ＧＭ：完全に防がれたか……。こっちは終わり。そちらの行動をどうぞ。

バニィ：マイナーで《フェイント》。メジャーで《ビースティング》。バニィスーパーノヴァということで、天地創そう造ぞうの光にも似にたまばゆい輝かがやきが銃じゆう口こうから放たれますわ！（笑）

ジェイス：お前は黄金聖○士かなにかか！（一同笑）

バニィ：そい！　（ダイスを振る）命中は28！

ＧＭ：《フェイント》があると、もう回避できない！

バニィ：《ピアシングストライク》で、（ダイスを振る）39点ダメージ！

フィンニー：次はあたしの番！　《エキスパート》《アースバレット》《リゼントメント》で一気にいきます！　（ダイスを振る）……うっ、低い。フェイトを１点使って振り直します！（ダイスを振る）今度はまあまあ、22で命中です。

ＧＭ：クリティカルのみ！　（ダイスを振る）回避できません。ダメージどうぞ。

フィンニー：《リゼントメント》で＋50されるので、７Ｄ＋74です！

ルード：すごい数字だ！

フィンニー：いきます！（ダイスを振る）99点。惜おしい、あと１点で[image: ]だったのに。

ＧＭ：周囲の精せい霊れいの力を吸きゆう収しゆうし、嵐あらしのごとき《アースバレット》が、カスピエルの蒼白く燃える身体を貫つらぬいていく！　顔を、腕を、脚あしを構こう成せいする炎が削けずり取とられていく。

ジェイス：一気に畳たたみ掛かけたいところだが、安全のためにここはルードに《ヒール》だ。

ルード：助かります。

ジェイス：（ダイスを振る）判定は成功。（ダイスを振る）ぶっ、低いぞこれ。１・１・２・６（笑）。26点回復。

ルード：でも、これでちょっとは楽になります！　次はオレの攻撃！　全力で行くぜ！　《スマッシュ》《バッシュ》で、《ボルテクスアタック》を宣言！（ダイスを振る）18で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避できず、ダメージをどうぞ。

ルード：ここで《スラッシュブロウ》も使用する！

ジェイス：ならば《ディスコード》も宣言だ。

ルード：これでもくらえー！（ダイスを振る）[image: ]点！

ジェイス：そ、そこに＋８点してくれ。

フィンニー：またダイス目が低いし（笑）。

ジェイス：好きで低くしてるんじゃないっ！（一同笑）

ＧＭ：ルードの紅あかき剣が、カスピエルの蒼あおき炎を斬きり裂さく！　これで累るい計けいダメージは[image: ]。ちょうど《蒼月の御み使つかい》が発動する。「許ゆるさん、許さんぞ、貴様らぁ！」以い降こう、カスピエルの行なうすべての判定が＋１Ｄ、さらにバッドステータスを受けなくなり、《邪じや神しんの力》でメジャーの判定をクリティカルにすることができるようになります。

ルード：パワーアップしたっ！

ＧＭ：で、クリンナップになって全員が10点のＨＰロス！




●第３ラウンド

▼行動値

　カスピエル　　　　　　　11

　バニィ　　　　　　　　　10

　フィンニー　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　６




ＧＭ：では３ラウンド目。セットアップです。こちらはなし。

ジェイス：こっちもなしだな。

ＧＭ：で、イニシアチブ。カスピエルの行動。メジャーで《蒼き月の光》を使用！　対象は場面（選択）なので、全員を攻撃！（ダイスを振る）命中は28！




　カスピエルの身体から放たれた蒼い光が同心円えん状じように広がり、すべてを包つつみ込こむ。

　避さけられる場所はどこにもない。四人も蒼い光に飲のみ込こまれる。




ＧＭ：ダメージいきます！　（ダイスを振る）〈光〉属性、55点の魔法ダメージ！

ジェイス：55点っ!?　うおおお、耐たえられるか？

バニィ：《蘇そ生せい》で全ぜん快かいすれば、なんとか……。

フィンニー：あたしもぎりぎりで耐えられます。残りのＨＰは５点になるけど……。

ジェイス：なら、《蘇生》してからの《プロテクション》だな。

ルード：じゃあ、《蘇生》を切ります！

ＧＭ：では、ＰＣ全員のＨＰが全快します。

ジェイス：そのうえで、《プロテクション》でフィンニーくんを守ろう。（ダイスを振る）13点軽減だが、大だい丈じよう夫ぶかね？

フィンニー：はい、なんとか。ジェイスさんは？

ジェイス：【魔法防御力】８なんで、なんとか８点残ってる。

バニィ：こっちも無事ですわ。

ルード：ふう、耐たえきったぜ！

ＧＭ：くっ！　ひとりも倒せなかっただとっ！

ルード：でも、このままクリンナッププロセスまで行くとアウトですね。

ジェイス：ああ、クリンナップで10点のＨＰロスがあるから、回復したとしても私かバニィくんのどちらかが倒れる。

ルード：このラウンド中になんとかしないと！

バニィ：じゃあ、わたくしからいきますよ？　《フェイント》からの《ビースティング》。（ダイスを振ふる）命中はクリティカルですわ！

ＧＭ：１Ｄ増ふえてるから、さっきと違ちがって回避はできるが……（ダイスを振る）くっ！　ダメ！　クリティカルしない!!

バニィ：では、バニィダークマター！　暗黒物ぶつ質しつをまとわりつかせ、あなたを呪のろいますわ。

ジェイス：もうなんだか分からんことになっているな（笑）。

バニィ：（ダイスを振る）ダメージは46点ですわ。

フィンニー：次はあたし！　《エキスパート》《アースバレット》で攻撃します。てーい！（ダイスを振る）んー、フェイトを使って振り直します！　あっ、クリティカル～！

一同：出た───っ!!

ＧＭ：ここでクリティカルっ!?（ダイスを振る）ダメ！　回避失敗です！

フィンニー：では７Ｄ＋フェイトを全部入れて２個増ふやします。クリティカル分も入れて11Ｄでいきまーす。てい！（ダイスを振る）

ジェイス：でか!?

フィンニー：……ダイス目は46、〈地〉属性70点の魔法ダメージです！

ＧＭ：ぐっ、それは……なんとか倒れないけど、倒れないけど（笑）。

ジェイス：ルードくんが外したら《ジョイフルジョイフル》をするために待機だ（笑）。

ルード：大丈夫！　ここで決めてやるさ！　《スマッシュ》からの《バッシュ》で、フェイトを１点注つぎ込こみます。（ダイスを振る）命中は17！

ＧＭ：ふっふっふっ、３Ｄ振って12以上で回避だ！

フィンニー：うわー、出そう!?

ＧＭ：（ダイスを振る）……おっ!?




　まずはダイスひとつが止まり、５の目が出る。

　そして、ゆっくりと残りふたつのダイスも動きを止める。

　そのダイス目は──。




ルード：３と２！　当たった!?

フィンニー：こ、こんなところで盛もり上あげないでくださいっ！（笑）

ジェイス：よし、では、私もここで《ディスコード》だ。（ダイスを振る）＋12してくれ！

フィンニー：大丈夫です！　いつものように平へい均きんを出せば倒たおせます！（一同爆ばく笑しよう）

ジェイス：おお、ダイス目がよほど悪くなければ倒せそうなのか。ルードくん、高い目もいらん。低い目もいらん！　確かく実じつに敵を倒すキミの力を見せてくれ！（笑）

ルード：うおおおっ、オレの力を見せてやる！　（ダイスを振る）７Ｄ振って23っ!?

一同：へ、平均だ────っ!?（一同爆笑）

ルード：最後までこれかよ！　でも、これがオレなんだっ!!（一同笑）　合計63！
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　渾こん身しんの力を込こめた、ルードの一撃が振ふり下おろされた。

　その一撃は、カスピエルの身体を両りよう断だんした。

　時間が凍こおったような一いつ瞬しゆんの間を置いて、魔族の断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたった。




ジェイス：ふっ、これが平均の力だ。

バニィ：ルードさんのダイス目は、最後まで一いつ貫かんしてたってことですね（一同笑）

ジェイス：高くもなく低くもなく、ネタにもならないと思ったがそんなことはなかった。

ルード：別にいいじゃないですか。おかげで、フィンとの約束も果たせたし。言っただろう、死なないって。

フィンニー：（うれしそうな声で）ルード……。

ルード：（笑顔で）フィン……。

バニィ：ふふ、いい雰ふん囲い気きですわね、おふたりさん。

ルード：やだなぁ。からかわないでよ、バニィさん。

フィンニー：（誤魔化すように）ほらっ！　ルード、早く妹さんを助けに行きなさいよ！

ルード：はい、はい。まったく、最後までそれかよ（笑）。

フィンニー：いいから早くっ！

ルード：分かった、分かった（一同笑）。

ＧＭ：レティシア王女は気を失って倒れていますが、次第にその顔には生気が戻もどってきているようです。

ルード：よかった。無事なんだな。なら、ルディアのところへ行って、抱き起こして声を掛ける。大丈夫か？　ルディア。

ＧＭ：ルードに抱だき起おこされたルディアは、ゆっくりと目を開くと、目の前にいるルードを見てほっとしたようにつぶやきます。「……兄上、やっぱり来てくれたんだ」

ルード：その言葉にもちろん、オレは──。




「当たり前じゃないか。言っただろう、なにかあったら駆かけつけるって」

　そう言ってルードは、ルディアに笑顔を見せた。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆剣けんの因いん縁ねんが終わる時




　レティシア王女の身体を乗っ取っていた魔族カスピエルはここに倒たおれた。

　父の死、妹との別れ……すべての原げん因いんは、カスピエルが宿っていた蒼月剣ルーナマーレにある。

　その因縁が、ついに終わりを迎むかえようとしていた。




ＧＭ：では、エンディングに入りましょう。まずは、さっきのシーンの直後からです。カスピエルの光の身体が消え去った時、再び蒼月剣ルーナマーレはバニィの前へと飛んできます。

バニィ：どきっ!?

ＧＭ：さあ、どうしますか？

バニィ：どうしますかって……。

ＧＭ：迷まようバニィに魔剣が語りかける。「弱い、弱すぎる───」

バニィ：……はっ！

ＧＭ：「あの身体は弱すぎた。だが、お前ならば──。さあ、我われを手に取るがよい。そうすれば、セプテンバーという娘むすめも助け出すことができるぞ……」

バニィ：……確たしかに、そうですわね。

ＧＭ：「そうだ。我を取れ。そして、セプテンバーを救い、彼女を瀕死に追いやったゼダン皇帝に復讐してやるのだ」

ルード：バニィさんっ───!?

バニィ：……でも、セプテンバーはわたくしの力で助け出します。剣になど頼たよりませんわ。

一同：おおっ！

バニィ：不ふ可か能のうといわれたミッションを、守りたいものを守り通した男がいました。彼かれのように、わたくしもセプテンバーを助けます。さっ、この剣はルードさんに任まかせます。

ルード：分かった。（ＧＭに）この剣、叩たたき壊こわせないかな？

ＧＭ：今、あなたの手には紅炎剣プロミネンス。そして、これは──。

一同：魔を断たつ剣！

バニィ：ルードさん、お願いします。

ルード：みんなの想い、この剣に───。でやぁぁぁぁぁぁっ！




　ルードは気合いと共に、蒼月剣ルーナマーレめがけて紅炎剣プロミネンスを振ふり下おろす。

　紅あかき剣と蒼あおき剣が重なった時、再ふたたび紅き光と蒼き光が乱みだれ飛とぶ。

　そして、蒼月剣ルーナマーレは悲鳴のような音と共に、砕くだけ散ちる。

　多くの者の運命を狂わせた、蒼き魔剣は消えた。

　これでもう、この剣が災さい厄やくをもたらすことはなくなったのだ。

　ルードの冒ぼう険けんにも、ひとつの区切りがついた。




ジェイス：よくやった、ルードくん。父上も草葉の陰かげで喜んでおられるだろう。

ルード：そうかな。そうだといいんだけど……。




　ジェイスの言葉に微笑みを返すルード。だが、その笑みがどこか寂しそうに見えたのは気のせいだろうか。

「じゃ、そろそろ帰りましょうか！」

　フィンニーが明るい声を張り上げる。それは、彼女なりの気遣いだったのかもしれない。

「そうだね、フィン」

　そんな彼女の気持ちが伝わったのか、フィンニーの方へと振り向いたルードの顔は、もういつもと変わらない。そして、フィンニーに負けないような声で、ルードはみなに告げた。

「帰ろう、オレたちの街へ！」







◆Ending 02◆騎き士し叙じよ勲くん




　グランフェルデンの王おう城じよう──。

　魔剣と王女を巡めぐる騒そう動どうも、ひと段だん落らくして数日。

　ルードは、その功こう績せきを認みとめられて騎士に取り立てられることが決定した。




ＧＭ：では、ここからは個別のエンディングと参りましょう。まずはルードから！

ルード：はい！

ＧＭ：レティシア王女を救って数日後、ルードは王城に呼よび出だされています。その功績が認められ、警けい護ご騎士として騎士叙勲を受けます。

ルード：おおっ！

ジェイス：ついに父上の跡を継いで、騎士になると夢が叶ったか。

バニィ：王女を救い、魔族を滅ほろぼしたのですから、当然でしょうね。

ＧＭ：とはいっても、警護騎士はあくまで秘ひ密みつの騎士団。叙勲の場にいるのは、グランフェルデンの王コーラッド、レイモン王子、レティシア王女、そしてソーンダイクだけです。ただ、特別な計らいで、レティシア王女の傍かたわらにはレーナとクラリッサが控ひかえています。

ルード：レーナ、回かい復ふくしたんだ。

ＧＭ：カスピエルが滅びましたからね。レーナの身体を蝕むしばんでいた瘴気は消えて、カスピエルの影えい響きようから解かい放ほうされましたから。

ルード：そうか。それはよかった。で、騎士の叙勲っていうと……。

フィンニー：コーラッド王の前にひざまずいているわけですね。

ＧＭ：ええ、まずは警護騎士の心得と誓ちかいの言葉が述のべられます。「ルード・ヴェルフェよ。汝なんじは騎士として弱き者を助け、常つねに勇ゆう敢かんに戦い、名めい誉よを守ることを誓うか？」

ルード：誓います！　この後、どうするんだっけ。

ジェイス：剣を抜ぬいて王に預あずけるんじゃなかったかな。

ＧＭ：まあ、地ち域いきによっていろいろありますが。

ルード：では、剣を抜いて差し出し──。

ＧＭ：すると、それを受け取ってグランフェルデン王は剣でルードの肩かたを叩たたきます。これで、警護騎士ルードの誕たん生じようです。

一同：おおっ～、ぱちぱちぱち～。

ＧＭ：で、レティシア王女が勲くん章しようを授さずけてくれるんですよ。

ルード：神しん妙みように受け取ります。

ＧＭ：「これで、父上の跡を継いで立派な騎士だな」

ルード：（胸を張って）あぁ！　……で、警護騎士ってどういう騎士になるの？

ＧＭ：警護騎士は、ひとりひとりが自分で判はん断だんしてみずからが誓ったもののために行動することが認められます。だから、警護騎士には団だん長ちようもいません。それぞれが己おのれの騎士団の団長であり、その団員なのです。

フィンニー：それって、このまま冒険を続けてもいいんですか？

ＧＭ：構かまいません。まだルードは騎士見習いですので、修行も兼ねるということで（笑）。

ルード：見習いかよっ！（一同笑）

フィンニー：まだ５レベルですからね。

ルード：……それもそうか（笑）。

バニィ：ちなみに、ルードさんはこれからどうするんですか？

ルード：オレは、旅を続けようと思う。今回の魔剣のことでも分かったんだけど、この世界には魔族や妖魔がまだたくさんいるからな。だから、またルディアとは離はなれることになるけど……。

ＧＭ：「でも、また何かあったらすぐやってきてくれるのだろう？」

ルード：ああ、もちろんだよ！

ＧＭ：「なら、心配していない。いつでも帰ってきてくれ」

ルード：ありがとう。じゃあ、叙勲の式典が終わったらすぐにでも出発しよう。ただ、その旅はオレひとりじゃないけどね！

フィンニー：あっ！（←何かに気づいた）

ＧＭ：じゃあ、それからまた数日後。王城を出る前に、レーナが声を掛かけてきます。「旅に出るのか、ルード」

ルード：ああ、騎士になったけど、父さんのような騎士になるにはまだまだだからね。

ＧＭ：すると、レーナは「じゃあ、これ」とスカーフを差し出しますよ。

ルード：これは？

ＧＭ：騎士は、貴き婦ふ人じんからのスカーフを身につけて戦うものなのですよ。その意味するところは、いろいろありますが（笑）。

ジェイス：いろいろってどういうこと!?

ＧＭ：お守りとか、愛の証あかしとかいろいろです（笑）。

フィンニー：ちょっとー！（笑）

バニィ：最後の最後でヒロインレースが（笑）。

ＧＭ：「わたし、貴婦人とかじゃないけど……」ともじもじしながら。

ルード：ありがとう、受け取るよ！　じゃあ、行ってくるね！

ＧＭ：そしてルードは警護騎士として新しい旅立ちに向かう、というところでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Ending 03◆置き手紙




　三本の魔剣を巡る冒険は、ひとつの区切りを迎むかえた。

　第一三班はんという過か去こも、セプテンバーのことも清算しなければならない。

　そのためには───。




ＧＭ：では、バニィのエンディングですよー。

バニィ：はい。

ＧＭ：どういうエンディングにしますか？

バニィ：わたくし、セプテンバーを助けるために旅立とうと思います。ルードさんとフィンニーさんが一いつ緒しよに行こうと迎えに来ても、もういないという演出で。

フィンニー：迎えに行かなかったら？

バニィ：そんなことをされたらさびしくて死んでしまいます（一同笑）。

ルード：迎えに行くよ、バニィさん！

バニィ：よかったわ～。では、安心して旅立てますわ（笑）。

ルード：じゃあ、バニィさんの部屋を訪たずねます。

バニィ：すると、部屋はもうもぬけの殻からで、置き手紙がしてあるのです。

ルード：置き手紙？

バニィ：はい。手紙の内ない容ようは、こうですわ───。




「みなさんへ。




　お別れを告げず、去ってしまうことを許ゆるしてください。

　わたくしは、セプテンバーを救いにいきます。

　ルードさんが一緒に助けようと言ってくれた時、わたくしは本当にうれしかった。

　仲間を信しん頼らいするということを、改めて学びました。

　だから、わたくしはみなさんを信頼して旅立ちます。

　警護騎士となったルードさんには、さまざまな使命があるでしょう。

　きっと、セプテンバーを助けるより多くのことを優ゆう先せんしなければならないはず。

　でも、それがいつか、わたくしの旅と必ず交わることを信じています。

　それでも困こまったことがありましたら、わたくしはすぐに駆かけつけます。

　では、しばらくの間お別れです。




───〝マーチ〟バニィ」







◆Ending 04◆父の墓前にて




　墓ぼ地ちは静かだった。

　父親の葬式以来、ここにはほとんど来たことがない。

　だが、今でも覚えていることがある。それはひとりの少年と約束したこと。




ＧＭ：では、フィンニーのエンディングです。

フィンニー：はい、あたしはお父さんのお墓に今回のことを報告しにいきます。

ＧＭ：では、少し風が吹ふく中、フィンニーはひとり墓の前へと向かいます───。




　父の墓ぼ前ぜんへと向かうひとりの少女。

　静せい寂じやくに包まれた中、その髪かみが風に揺ゆれている。

　不ふ名めい誉よな騎士であったという父の汚お名めいは、少しは雪そそげただろうか？

　魔剣の探たん索さくを終え、フィンニーは物もの憂うげな顔で考えながら、父の墓前へと向かう。




フィンニー：と、そこにはすでに花束が供そなえられているんですよ。

ルード：花束？

フィンニー：そうです。で、あたしはこう言うわけです。ルード！　先に来てるなら来てるって言ってください！（笑）

ルード：あっ！　この花、オレが供えたのか（笑）。

フィンニー：もちろんです。

ルード：じゃあ、お墓の近くに立っている木の陰から出てくることにしよう。（残念そうな感じで）なんだ、全部お見通しかよ。

フィンニー：当たり前です。あたしに勝とうなんて、一〇年早いんです！

ルード：本当、フィンにはかなわないな（笑）。

フィンニー：（笑顔で）……。そうだ！　おめでとう、ルード。

ルード：え？

フィンニー：騎士になったんでしょ？　で、もう出発するんですか？

ルード：あぁ、やらなければならないことがあるからな。

フィンニー：やらなければならないこと？

ルード：この世の中には、まだ知らないこともいっぱいあるし、困っている人もいるだろうし、今回みたいに妖魔や魔族もいると思うんだ。オレ、これから警護騎士としてこの世界をいろいろ旅をして回ろうと思う。

フィンニー：そ、そうなんですか……。

ルード：でも、その前にやることがひとつできた。

フィンニー：やること？

ルード：でも、オレひとりでできることは限かぎられている。あの魔族との戦いだって、オレひとりじゃけっして勝てなかった。だから……。

フィンニー：だから？

ルード：……一緒に来てくれないか、フィンっ!?

フィンニー：……。

ルード：ダメ、かな？

フィンニー：……そうですね。ルードは確かにまだまだです。ラッキースケベだし、ダイス目も平へい均きんだし。

ルード：ラッキースケベもダイス目が平均なのもオレが悪いんじゃないよ！（一同笑）

フィンニー：だから……、きっと誰かが面倒を見てあげないとダメなんですよ。

ルード：ほっといてくれ！　（なにかに気がついて）ん？　それって……。

フィンニー：一緒についていってあげるって言ってるんですっ！

ルード：あ、ありがとうっ！　フィン!!

フィンニー：……べ、別にお礼を言われるようなことじゃないですっ！

ルード：そういえば、いつからオレのことをルードって？　前はルードさんって……。

フィンニー：……っ！

ルード：いつからだ？

フィンニー：そういうデリカシーのないところが、ルードはダメなんですっ！（笑）

ルード：えぇ────っ！

フィンニー：（頬を膨らませながら）それで、まずはどこに行くんですか？

ルード：それは──。




　ルードはそう言って、懐ふところから一通の手紙を取り出した。

　それは、ルードの仲間が残した手紙。




バニィ：えぇ──っ！　そ、それじゃわたくしの演出が……。

フィンニー：まったく、みんな水くさいんだからっ！（笑）




　フィンニーの背を、風が撫なでた。

　それは、新たな旅立ちを後あと押おししてくれているようだった。

　フィンニーは、もう一度父の墓ぼ碑ひに振ふり向むき、微笑ほほえんだ。







◆Ending 05◆語かたり継つがれる風




　恩おん人じんとの義ぎ理りは果たし、その子もまた旅立つ。

　人から人へ、想いは紡つむがれていく。

　そのことを伝え、未来へ繋つないでいこうと、ジェイスは思うのだった。




ＧＭ：では、ジェイスのエンディングですが、どうします？

ルード：ジェイスさんにも一緒についてきてもらおうか？

フィンニー：えー（笑）。

ジェイス：なんだよその「えー」は！（笑）

ＧＭ：まっ、なにか希望があれば。

ジェイス：私わたしは、ルードくんが一人前になるまでの後見を頼たのまれた。そして、彼は晴れて警護騎士となった。もう独ひとり立だちしたということだ。それに、真相も明らかとなり、恩人セオドリクの無念も晴れた。

ルード：それじゃあ、ジェイスさんは？

ジェイス：うむ。今回の私の旅はここまでとしよう。私にもやりたいことができた。

ルード：やりたいこと？

ジェイス：それをエンディングで語ろうと思う。

ＧＭ：では、ジェイスはどんなエンディングにしますか？

ジェイス：うむ、私はセオドリク卿きように育てられ、ルードくんの成長を見守ってきた。もう教えることはなにもない……。

ルード：なんか教えてもらったっけ？

フィンニー：さあ？

ジェイス：教えたよ！（笑）　それに、私のような境きよう遇ぐうだった子もいるだろうし、その中にはルードくんのように成長する子もいるだろう。次なる旅立ちに向かう子どもたちを、送り出す側に回ろうと思う。

ＧＭ：なるほど、神しん殿でんの教育者になろうと。

フィンニー：うさんくさいのにー（笑）。

バニィ：始めの頃ころからは想そう像ぞうもつかないほど立派な振ふる舞まいですわ（笑）。

ジェイス：だが、ルードくんとの冒険を語って聞かせれば、子どもたちにも大人気間ま違ちがいなしだぞ？　こう見えて、バードだからな。

ＧＭ：じゃあ、ジェイスの周りには、「また冒険のお話を聞かせてよー」と子どもたちが集まります。

フィンニー：（子どもたちになって）「聞かせてよー、うさんくさいおじさん」

ジェイス：うさんくさくもないし、おじさんでもない！（笑）　いいかい、子どもたち。キミたちも成長していつか旅立ちの時がくる。そのために、今からたくさん勉強して備そなえておくんだ。そうすれば、彼のような立派な騎士になれる──。




　ジェイスは、せがむ子どもたちに魔剣を巡る若わか者ものの冒険を歌った。

　父の死を乗のり越こえ、生き別れとなった妹を捜さがす若者が、騎士になるまでを。

　子どもたちは、キラキラした目を向けて聞き入っている。




ジェイス：ここから旅立っていく子も、いつか彼らとも巡めぐり合あうかもしれんな。

ＧＭ：すると、これから巣立つ予定の新米冒ぼう険けん者しやが「どうしたんですか、ジェイスさん？」と声をかけたりする。この子も、ルードのような冒険をするかもしれませんね。

ジェイス：いや、なんでもない。そう言って、私は空を見上げるのだ……。




　ジェイスの視し線せんの先の、青い空。

　その空を見上げて、ジェイスはひとり、これまでの冒険を回想する。

　多くの冒険を乗り越え、ひとつの区切りがついた。




　それは新たな始まりに過すぎない。

　ふたりには、多くの困こん難なんと障しよう害がいが待ち受けているだろう。

　だが、彼ならきっと乗のり越こえる。

　そしてまた、戻もどってくる。大きく成長して。

　そんなジェイスの思いに答えるかのように、一筋の風が吹く。




　グランフェルデンの街道でも、ひとりの青年が空を見上げていた。

街道沿いの木々の葉が風に吹かれ、さらさらと心地よい音を立てている。

「ルード、なにしてるんですか？　早く行きますよ？」

　急かすように青年に声を掛ける少女。

「あぁ──」

　苦笑いしながら少女に顔を向けて返事をしたあと、青年はもう一度見上げる。

　そこにはジェイスが見ている空と同じ、透けるような青空が広がっていた。




『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』

最終話「夢ゆめと未来と冒険者」

───ＦＩＮ───
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■この記事の目的

『セカンドウィンド』五巻かんを手に取ってくださった方々、本書をお読みいただき、ありがとうございます。本書で当シリーズは完結し、ルードたちの冒ぼう険けんはひとまず幕まくを下ろします。無事にここまでたどり着けたのは、ひとえに応おう援えんしてくださったみなさまのおかげです。

『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』に関するさまざまな事こと柄がらに触ふれてきた巻かん末まつの解かい説せつも、これが最後。締しめくくりとなるお題は、キャンペーンプレイについてです。

　ワンオフプレイ（一回限かぎりのプレイ形式）に慣なれてくると、より長い物語を遊びたい、愛着のあるキャラクターをもっと使いたいといった欲よつ求きゆうが出てきますよね。そこで用いられるのが、キャンペーンプレイ（同じキャラクターで何度も連続して遊ぶプレイ形式）です。

　ところが、いざキャンペーンプレイを始めてみると、終わらないことがあります。なぜ、そんなことが起きるのか。どうやればキャンペーンを終わらせられるのか。今回は、その原げん因いんと解かい決けつ方法を考えていこうと思います。




■キャンペーンが終わらない理由

　まず最初に、キャンペーンが終わらない理由について、いくつか例を挙げながら説明していきましょう。

　どのような問題があるのかを認にん識しきすることは、解決への第一歩です。

　今まさに悩なやんでいるという方は、次の例を参考に、自分たちが抱かかえる問題を調べてみてはいかがでしょうか。

　なお、ここで挙げる例はあくまで要よう因いんの一部であり、すべてではありません。他の問題が起こることはありますし、複ふく数すうの難なん事じが重なることもありえますので、ご注意ください。




●参加者の都合

　プレイヤーやＧＭが、さまざまな事じ情じようでセッションに参加できなくなった場合。

　たとえば、参加者が引ひっ越こしで遠方に移うつってしまったら、いつもの場所に集合というわけにはいきません。他にも、学業や仕事が忙いそがしくなってしまい、セッションに必要な時間を確かく保ほできなくなってしまうこともありえます。

　距きよ離り的てきな問題は、オンラインセッション（インターネット上でチャットやツールを使って行なうセッション）を導どう入にゆうすることで解決できるかもしれません。ある程てい度どの知ち識しきや準じゆん備びが必要になりますが、解決方法のひとつとして検けん討とうしてみてください。

　時間的な制せい約やくへの対たい処しよは、より連れん絡らくを密みつにすることで、少ない機会を逃のがさないようにするというものがあります。直ちよく接せつ連絡を取るのが難むずかしければ、ＳＮＳ（mixiなどのソーシャル・ネットワーキング・サービスの略りやく）などを利用するのも方法のひとつです。




●シナリオの問題

　セッションを重ねた結果、当初の予定とは異ことなる展てん開かいになり、ＧＭがシナリオ作成に行いき詰づまってしまった場合。

　最終的なボスになる予定だったＮＰＣが死し亡ぼうした、キャンペーンの設せつ定ていを膨ふくらませすぎて収しゆう拾しゆうがつかなくなったなど、想定していたのと異なる事じ態たいになってしまい、対処しきれなくなることは、ままあります。

　一番の解決方法は、誰だれかに相談することです。

　人間、ひとりで考えつけることはそんなに多くありません。他の人に話を聞いてもらうだけでも随ずい分ぶんと楽になるはずです。自分だけで悩なやんでいた時は気づかなかったことが、他人に説明するうちに整理され、見えるようになるかもしれません。また、互たがいに意見を出し合うことで、よりよい解決方法が見つかる可か能のう性せいもあります。

　行き詰まった時はひとりで悩まず、相談相手を捜さがすのがよいでしょう。




●別のゲームに興きよう味みが移った

　キャンペーンは複ふく数すう回かいのセッションで構こう成せいされるため、遊ぶにはそれなりの時間が必要となります。プレイ環かん境きようによるところもありますが、開始から終しゆう了りようまで数ヶ月、時には数年に及およぶことも珍めずらしくありません。キャンペーン中に別の新作ゲームが発売され、参加者の興味がそちらに移うつることもあるでしょう。また、別のキャンペーンが動き出して、そちらが主流になったりするかもしれません。

　そのような場合、無理にふたつ以上を追わない方がよいです。

　新作ゲームが気になるのであれば、そのゲームを一度遊んで、その後でキャンペーンを再さい開かいするのもありです。ずっと同じシステムで遊び続けていると、やはり飽あきてくる人もいますから、よい気分転てん換かんになるかもしれません。

　ただし、複数のキャンペーンを同時に進行させるのはお勧すすめできません。なぜなら、どちらか片かた方ほうのプレイがおざなりになることが多いからです。最悪の場合、両方のキャンペーンが頓とん挫ざしてしまいます。もし複数のキャンペーンが立ち上がってしまった時は、参加者とよく相談して、どちらか一本に絞しぼることを推すい奨しようします。もちろん、両方とも並行して進められるならば、それに越したことはありません。両方ともプレイし続けましょう！
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■キャンペーンを終わらせるために

　次に、キャンペーンを終わせる方法について解説していきます。

　準備段だん階かいでの注意点やセッション中に行なえる対たい策さくなど、ここで紹しよう介かいしている方法を単たん独どく、あるいは組み合わせて運用するのもよいですが、これが解かい決けつ策さくのすべてではありません。

　他にも、さまざまな解決方法がありますので、最終的にはプレイヤーの趣しゆ向こうやキャンペーンの方ほう向こう性せいに合わせて、どのように物語の終わりに導みちびくかを検討してみてください。




●ショートキャンペーンの勧め

　キャンペーンで行なうセッションの回数を、あらかじめ少なく決めておく方法。

　慣れていないうちは、四～五回で終わりにするのがよいでしょう。あまり回数を増ふやすと、プレイ期間が延のび、途と中ちゆうで問題が起きる可か能のう性が高まるからです。

　急な引っ越しなどは仕方ありませんが、半年から一年ぐらいであれば、生活環境が大きく変わることはそうそうありません。物語を短くまとめることで、キャンペーンを無事に終えられるようにするわけです。

　たとえば、計五回のキャンペーンシナリオを遊ぶとしたなら、月一のペースでセッションを行なったとしても五ヶ月で終わる計算です。プレイ頻ひん度どが高ければ、さらに短い期間で幕を下ろすこともできます。




●ＰＣの設定によらないキャンペーン

　キャラクターを主体にした物もの語がたり性せいの高いシナリオにしないことで、ＰＣの参加不参加をフレキシブルに対たい応おうできるようにする、という方法もあります。

　たとえば、無数のダンジョンで構成された巨きよ大だい遺い跡せきを調ちよう査さするようなキャンペーンの場合、ダンジョン攻こう略りやくがメインとなるため、不参加のＰＣがいても、物語が進まないということはなくなります。

　また、ＰＣ人数が減へった際さい、敵てきとの戦力バランスを取るのが難むずかしい、あるいは調整する時間がなくても、『上級ルールブック』掲けい載さいのランダムダンジョンルールを利用して、シナリオ変へん更こうの負ふ担たんを減へらすこともできます。ゲームサークルで遊んでいる場合であれば、ある程度、プレイヤーの出入りを自由にすることで、参加者が足りなくなるのを防ふせぐといった方法もあります。

　ダンジョン攻略メインでない場合は、ＰＣに特とく殊しゆな設定をなるべくつけないようにすれば、特定のＰＣなしではキャンペーンが進行できないという事態を避さけられます。

　長い物語を作ろうとすると、ついつい規き模ぼが大きくなり、それにともなってＰＣに特殊な設定をつけたりしたくなります。ですが、あまりやりすぎると物語の進行が停てい滞たいする要因になりかねません。何事も節度を保たもつように気をつけましょう。




●設定を拾わない勇気

　キャンペーンで使用するＰＣの設定を絞しぼり込こむことで、物語の進行をスムーズにすることができます。

　キャンペーンは同じキャラクターで複数回のセッションを行なうため、プレイヤーがあらかじめたくさんの設定をＰＣにつけたり、あとから設定が追加されることがあります。

　ですが、ＧＭはそのすべてを拾う必要はありません。

　あれもこれもと設定をキャンペーンに詰つめ込こもうとすると、収拾がつかなくなったり、話の焦しよう点てんがぼやけてしまうからです。ＰＣの設定を採さい用ようするのは、プレイヤーのモチベーションを高める手しゆ段だんとして有ゆう効こうですが、無理はいけません。ＧＭは可能な範はん囲いで、ＰＣの設定を活かすようにしましょう。

　他には、前回のセッションの結果や設定と新しいシナリオの内ない容ようとの間に、矛む盾じゆんが発生してしまうこともあるかもしれません。気をつけていても、細かな内容が食くい違ちがうことはあります。そのような場合は、気にしないようにしましょう。また、プレイヤーから矛盾を解かい消しようできそうな意見が出たならば、それを採用するのも手です。

　ＴＲＰＧは、参加者全員で協力して楽しむ遊びです。すべての問題をＧＭが解決しようと気負いすぎないようにしましょう。プレイヤーの意見を募つのったり、出てくる案に耳を傾かたむけることで、より円えん滑かつにセッションを進めることができるはずです。
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■最後に

　同じキャラクターを成長させながら、複数のセッションを遊んでいくキャンペーンプレイは、ワンオフプレイとはひと味違ちがう魅み力りよくを持つ楽しい遊び方です。ただ、それは参加者全員の協力なくして終わらせられません。

　キャンペーンの参加者は、なるべくセッションに参加するようにしましょう。

　もっとも、個こ人じんの事情もありますので、必ず毎回参加できるとは限りません。

　ですが、参加できない場合でも、事前にＧＭに知らせるようにしましょう。

　当日になって不参加になってしまうと、ＧＭはもちろん、他のプレイヤーの迷めい惑わくになってしまいます。また、それが続くとキャンペーンを継けい続ぞくするモチベーションが下がり、やがては自然消しよう滅めつしてしまうかもしれません。

　ＴＲＰＧは参加者全員で楽しむゲームです。

　どうか、そのことを忘わすれないでください。




　誌し面めんも少なくなってまいりました。

　最後に、みなさんがお互たがいを助け合い、より楽しいセッションを遊ぶことができることを願いながら、記事を終了しようと思います。

　おつき合いいただき、ありがとうございました。







あとがき




　とゆーことで、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズは、本ほん巻かん『夢ゆめと未来と冒ぼう険けん者しや』にて閉へい幕まくとなります。

『アリアンロッド』が『２Ｅ』に版はん上げされると同時に、スタートしたこのリプレイシリーズ。三ヶ月に一冊さつという普ふ段だんよりも早いペースで刊かん行こうという形で展てん開かいしてきましたが……。企き画かくの段だん階かいから決まっていたとはいえ、いざ実行してみると大変なこと、大変なこと（笑）。でも、逆ぎやくにキャンペーンプレイのペースとしては、前のセッションの内ない容ようを忘わすれることが少なかったり（一部のプレイヤーは別の意味で覚えていないことが多かったですが）、新しいサプリメントのデータや設せつ定ていをすぐに採さい用ようできたりと、利点も大きかったと思います。

　もちろん今回も六月に発売された『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ　超ちよう上じよう級きゆうルールブック』に掲けい載さいされている設定を利用しています。それが、〝賢けん者じやの街〟エルクレストにあるエルクレスト・カレッジです。

　実はこの学園。私わたしが商業出しゆつ版ぱんのリプレイとしては初めて上じよう梓しした『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズの舞ぶ台たいとなった場所です。

　もともと『超上級ルールブック』でこの学園を採用した理由は、ファンタジー学園用のギルドスキル（現げんギルドサポート）や学園用のライフパスを掲載するためでした。実じつ際さい、『２Ｅ』の時じ系けい列れつに合わせて設定やデータをリライトしています。ただ、初期の段階ではカミュラやシャルロッテ・イエミツは掲載される予定はありませんでした（ファムだけは、ＰＣの上級生として最初から掲載するつもりでしたが）。

　しかし、『セカンドウィンド』にこの学園を登場させることを思いついたことによって、いろいろと変へん更こうすることになってしまいました。

　せっかく小こ暮ぐれさんがプレイヤーに参加しているのだから、やっぱりカミュラは出したい。でも、ＮＰＣの紹しよう介かいページにはその余よ裕ゆうはない。

　とゆーことで、急きゆう遽きよ学園の職しよく員いんのページを大改変！　さらにカミュラを載のせるならということで、人気のあったシャルロッテ・イエミツも載せることになり、しかもこのふたりは学生時代のイラストしかないためにイラストレーターのいろは楓かえでさんに描かき下ろしてもらったりと、土ど壇たん場ばになっての大だい変へん更こうとなりました（笑）。

　今回はフィンニーたちが調ちよう査さに行くだけでしたが、『超上級ルールブック』を買って、ぜひエルクレスト・カレッジを舞台にしてセッションをして欲ほしいと思います。

　とゆーところで、恒こう例れいのシナリオのネタバレとまいりましょう！　毎度のことではありますが、まだ本ほん編ぺんをお読みでない方はすみやかに本を閉とじて、巻かん頭とうからお読みくださいませ。よろしくお願いしま～す。




●最終話「夢と未来と冒険者」

『セカンドウィンド』シリーズの最終回です。今回のシナリオは、とにかく戦せん闘とうや判はん定ていを楽しんでもらう、ただそれだけです（笑）。冒ぼう頭とうのフォースタス（偽にせ者もの）との戦い。そして、フォースタス（本物）との戦い、最後に魔族カスピエルとの戦い。とにかくバトル！　バトル！　バトル！

　ただし、それだけでは面白くないので、途と中ちゆうにいくつか解かい説せつ記事を入れています。クリティカルやファンブルの時の演えん出しゆつや付加効こう果か。セッション中のＨＰやＭＰの回かい復ふくなどです。このほかにもＦＳ判定を利用した演出、情じよう報ほう収しゆう集しゆう、パーティの分ぶん割かつなど、セッション中に起こりそうなさまざまな事こと柄がらが書かれています。これらが、ＧＭをされるみなさんに少しでもお役に立てばと思います。

　では、ここからは裏うら話ばなしというか、補ほ足そくをいくつか。

　なんといっても今回の大ネタは、バニィに取とり憑ついたカスピエルがレティシアへと乗のり移うつるところです。本編でも書いてあるとおり、これはジェイスのプレイヤーの菊きく池ちが書いた某ぼうリプレイでも使われた方法のリスペクトです。その某リプレイは、私がこの業界に入るきっかけとなった作品で、今でも大好きなリプレイのひとつです。菊池をプレイヤーに、こういう形で使用できたのも、恩おん返がえしのひとつだと思っていただければ、ちょっとはうれしいかな～と思います。ただ、ちょっと強引な方法ではありますので、ご使用はほどほどに（笑）。

　もうひとつはレティシア王女の扱あつかいです。本シリーズで、レティシア王女はルードの妹ということになりましたが、それによってなにかが変わるわけではありません。レティシアはこれからもグランフェルデン王国の王女であり、王立騎き士し団だんの副ふく団だん長ちようです。彼かの女じよの隠かくされた生い立ちが公開されることもありません。したがって、もしこれをお読みの方のプレイ環かん境きようで、レティシア王女に別の設定が追加されていたならば、本リプレイのことは気にせず、そちらを採用してくださいませ。




●解説記事について

　それから『セカンドウィンド』といえば巻かん末まつの記事。今回は最さい終しゆう巻かんということで、キャンペーンプレイについて書いてみました。あんな偉えらそうなことを書いていたりしますが、私も途中で放り出したキャンペーンがいくつもあります（当時のプレイヤーのみなさま、申しわけございませんでした）。その反省を活かしたのが、今回の記事だったりします。こちらもみなさんの参考になればいいのですが……。

　さて、リプレイ巻末の解説記事も今回で最終回です。次回のシリーズにも解説記事を掲載するかについてはまだ未定です。ご了りよう承しようくださいませ。




　とゆーことで、第四巻のあとがきに書いた新リプレイのシリーズですが──。

　合あい鴨がも先生に描かいていただいたエンディングのカットに書いてあるとおり、『アリアンロッド・リプレイ・ヴァイス』『アリアンロッド・リプレイ・シュヴァルツ』の二シリーズとなります！　それぞれのシリーズのメンバーは以下のとおり！

『ヴァイス』のＧＭと執しつ筆ぴつは私、久保田悠羅くぼた・ゆうら。プレイヤーは声せい優ゆうの上村彩子うえむら・あやこさんと小こ島じまめぐみさん。それとＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．からは鈴吹太郎すずふき・たろう、そして引き続き〝ジェイス・ロウ〟として菊きく池ちたけしが参加します。上村彩子さんはＴＲＰＧの初心者で、もちろんリプレイ初参加となります。ちなみに小島さんと同じ事じ務む所しよに所しよ属ぞくしており、先せん輩ぱい後こう輩はいの間あいだ柄がらだったりします。なにか面白そうなことが起きる予感がしません？（笑）　なお、菊池のジェイス以外は新しん規きキャラクターで、低レベルの新米冒険者となります。ですので、菊池さんは念願の先輩冒険者を本当にプレイできることになりました（ジェイスは６レベル！）。おめでとうございます！（笑）

　一方『シュヴァルツ』のＧＭと執筆は菊池たけし。プレイヤーは『セカンドウィンド』に引き続き荻原秀樹おぎはら・ひできさんと小暮英麻こぐれ・えまさんに参加いただいて、そこに田中天たなか・たかしさんと久保田悠羅が参加することになります。ＰＣは全員ややレベルの高い新キャラクターとなります。

　もちろん、このふたつのシリーズは連動し、物語が絡からみ合あっていくわけですが、わざわざ荻原さんと小暮さんをお呼よびしているわけですから────まぁ、ここから先は本編が始まってからのお楽しみということで（笑）。

　また、このほかにもこの二シリーズと連動する企画が水面下で進行中です。くわしく発表できる段になったらお知らせいたします。ヒントはシリーズタイトルにあります（なお、某ＴＣＧとは関係ありません）。乞こう、ご期待！




　さて、そろそろ紙面も尽つきてまいりました。それではいつもと同じようにこの場を借りて、謝しや辞じを述のべさせていただきます。

　一年にわたって、プレイヤーとして参加してくださった荻原秀樹さん、小暮英麻さん。第一巻から素す晴ばらしいイラストを描いてくださった合鴨ひろゆき先生、hu-ko先生。富ふ士じ見み書しよ房ぼうの担たん当とう者しやさまはもちろん、プレイヤーとして参加した菊池たけし、田中信二たなか・しんじをはじめ、収しゆう録ろくの準じゆん備びや買い出し、戦闘時のデータチェッカーなど、さまざまな面で手伝ってくれたＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社内スタッフ。みなさまのご協力があったからこその『セカンドウィンド』です。本当にありがとうございました。

　そして、最後までおつき合いいただいた読者のみなさまには格かく別べつな感かん謝しやを。もし、よろしければ引き続き『ヴァイス』＆『シュヴァルツ』もおつき合いくださいませ。

　よろしくお願いいたします。




二〇一二年六月　久保田悠羅
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